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本県には旧石器時代や縄文時代をはじめとする9,000カ所に及ぶ数多くの埋蔵文化

財包蔵地が確認されています。これら先人の残した遺跡・文化財を保護し、後世に伝

えていくことは、県民に課せられた重大な責務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、盛岡南新都市開発整備事業

を例にあげるまでもなく、地域開発に伴う社会資本の充実もまた重要な一施策であり

ます。特にも道路網の整備、工業立地環境整備、生活空間に係る環境整備など、多岐

にわたる整備開発事業の推進は、多方面から大きな期待を寄せられているところであ

ります。

このような各種の開発と調和した埋蔵文化財の保護・保存は今日的課題であり、当

岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターを創設以来、岩手県教育委員会の指導

と調整のもとに、開発に伴い止むを得ず消滅する遺跡の発掘調査を行い、記録保存す

る措置をとってまいりました。

本報告書は、盛岡市が進めている盛岡南新都市開発整備事業の施行に関連して平成

12年度に発掘調査された飯岡才川過跡に対する第3次調査の結果を収録したもので

あります。

当開発事業は盛岡市現市街地の南西部に隣接する313ヘクタールに及ぶ広大な面積

を対象とした都市開発整備事業であり、当事業に係る埋蔵文化財に対する発掘調査は

平成5年度から実施され今日に継続されております。

当報告書に掲載しました飯岡才川遺跡は、面積的には狭い範囲ですが、平安時代9

世紀前半代の須恵器を大量に出土した大型竪穴住居跡の存在や倉庫と推測される複数

の掘立柱建物跡など多くの貴重な発見がありました。さらに、遺跡の範囲は周辺に拡

大する様相を示しており、今回の範囲は大規模な遺跡の一部であることを推測するこ
とができました。

この報告書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに、埋蔵文化財に対す

る理解と関心を一層深める一助となることを切に希望いたします。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご協力．ご援助を賜り

ました盛岡市都市整備部、地域振興整備公団岩手総合開発事務所、盛岡市教育委員会

をはじめとする関係各位に対し衷心より感謝申し上げます。

平成13年12月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長村上勝治
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本棚告1Iは、岩手県盛岡市飯岡新HI2地削llO-lほかに所在する飯岡才川遺跡に対する第3次綱鴛の結

果を収録したものである。

本遺跡の洲査は、岩手県教育委員会と盛岡市との協瀧を経て、財団法人岩手県文化振興事業団が担当し

た。

掛測,↓遺跡台|服に登録される遺跡硲号はLEl6-2291発伽洲･鮒I＃の1IMf･号はISW-00-03である。

発棚11訓査而積は1,582㎡であり、発掘調査期iHlと洲査担当者は次のとおりである。

発掘澗衡期間 平成12年7月17日～1 1月291 1

柵ff胆､帥醤 文化財聯l1'1訓査風 111川辿、千蕊正彦

期限付専門職員 鈴木聡、脇ﾙi(仏征吉田里和

室内携理期間と整理担当者は次のとおりである。

室内溌理期間 平成12年1 1月1日～平成13年3月31日

擢理棡当醤 中|Ⅱ辿、千葉正彦、間柵與右術l1ﾘ、鈴木聡、脇原弘征

本報告響の執筆は、整理担当者が協議の上分担して執筆した。

委託機関は次のとおりである。

"1'(点測賦 東日本測量設計株式会社

空III写典柵影 來邦航空株式会社

発伽柵査や室内整理・報告書の執筆にあたり、次の方や磯IMIからご指導．ご協力をいただいた。

工)"!j泰（浪IWIIW教育委員会)、伊藤IW幸（水沢1IMM職文化財澗査センター)、八木光期（盛岡市教育委

興会)、地域振興郷W公H1岩手総合IM発ﾘ勝〃『、椛岡'lj教育委員会

本辿跡の澗従で得られた一切の資料は岩手ﾘiL立埋蔵文化財センターに保管している。
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第1図遺跡の位憶
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I 調査に至る経過

盛岡南新都ilj開発藍備事業は、盛I剛市が来るべき21世紀に向けて、経済・文化などに対する核槻能を兼ね

備えた東北の拠点都市を目指して、現在の既成市街地の他に南部地区を新市街地として開発し、両者が機能

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。

この事業は、平成2年9月に岩手県、盛岡市、都南村（現盛岡市）の三者が、地域振興整備公団に対して

1喋要制を行い、これを受けた公団は実施計画を作成した。平成3年l2月に辿股大臣と国土庁長官から事業

の実施認可が下り、平成3年度から平成17年度までの15年間を事業予定期間とし、面捜313haを対象とし

た土地区画整理事業が実施されることとなった。

この間、蛎業の対象地域に関わる埋蔵文化財の取り扱いについても協識が璽ねられた。その結果、盛岡市

教育委員会が試捌調査を行い、本調査を必要とする範囲を硫定し、本調査は（財）岩手県文化振興事業団の

受託事業とすることとなった。

当遺跡についても、岩手県教育委員会が盛岡市と協識の結果、平成12年度の事業とすることが確定したこ

とを受け、平成12年4月3日に（財）岩手県文化振興事業団理蛎長と盛岡市長のIIUで委託契約を締結し、発

掘調査を実施することとなり、当週跡は平成12年7月17日に調査を開始し同年ll月29日に終了した。

報告書作成に係る室内整理は平成12年度の冬期間に実施し、報告書は平成13年度に刊行することとした。

II遺跡の立地と環境

1．位置と地形 （第l ･2･3図､写真図版1)

〈地理的な環境〉

当遺跡の所在する盛岡市は、総面椴489.15km2、人工283,000人、人工密度14.10人/km2の岩手県庁所在

地であり、奥羽lll脈からの雫石川、北上山地からの中津川が合流し岩手県を南北に側流する北上川中流城北

端付近に位皿する。北上川は市域の中央部を支流の雫石川・中津川・簗川等と合流しつつ南流し宮城県石巻

市で太平洋に注ぐ。市域を形成する盛岡盆地は、北西の岩手山(2,038m) ・北東の姫神山(1,124m) ･

南東の早池峰III (1,913m) といった山稜に囲まれている。

本遺跡は盛岡市飯岡新田2地捌l lO-1ほかに所在し、同上地理院発行の1:50,000地形図「盛岡jNJ-

54-13-14-2 (盛岡】4号-2)の図帆に含まれる北紳39｡40' 52" 、東経141｡08' 00''付近、東日

本旅客鉄道東北線仙北町駅の西南西約l.5kmの雫石川右岸の微間地上に立地する。調査区は東西44～47m･

南北30～34mの略台形状範囲で、調査面槙はl,582㎡である。標高は約122～l23m、現況は畑地である。

〈地形的な環境〉

雫石川以南・北上川以西には、雫石川の下刻・堆槙作用により上位から順に「砂礫段丘I」・「同II｣ ･

｢同Ⅲ」の沖横段丘面が形成されている。低位の「砂礫段丘Ⅲ面」には雫石川の河道変週に伴い大きく4期

にわたる河辿変過が確認されており、古代においてもかかる河迫の変化は頻繁であった。文献資料に依れば、

志波城は雫石川の水習が原因で徳丹城に移転したとされ、志波城の北辺部が雫石川の旧河道によって削られ

消失していることが発掘調査によって確認されている。さらに、小河川の河道痕跡が網目状に入り組み、小

規模な自然堤防状の微高地を形成しており、当遺跡を含む古代過跡の多くはこうした自然堤防状の微高地に

立地する。一方、北上川以東では棟相を異にし、古墳～平安時代の遺跡は少なく剃文時代の遺跡が卓越する。
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第2図調査範囲と周辺の地形
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2．地質と基本層序 （第4図､写真図版l )
本遺跡の立地する低位段丘（砂礫段丘Ⅲ）の雌俄物は、雫石川の唯俄作川により柵成されており、水成堆

敬の砂礫屑を基盤としてその上位を同棟に水成堆穣によるシルト層が覆うことを韮本とするが、今時調査区

でも概ね同様の堆積状況を示すことが判明した。

澗従開始当初に設定した試棚トレンチの上府徹察をもとにして設定した当辿跡のjif本刑を以下のようであ

－4－



るが、調査に際しては、下記の屑序区分によって遺樹輔査・過物の取り上げを行った。

Ia層 lOYR3/2黒褐色シルト 粘性・締まりとも若干あり。現表土で畑耕作土。

IbIW IOYR2/2黒禍色シルト 粘性弱く締まりあり。細礫混在、本lWまで草根到述する。

Ila層 10YR2/1黒色シルト 粘性・締まりとも若干あり。黒褐色土塊が約3%混入。

IIbm lOYR2/3黒褐色シルト 若干粘性あり、締まりは弱い。

Ⅲa層 lOYR4/3鈍い黄禍砂質色シルト。粘性・締まりとも弱い。ほとんどの遺櫛はこの上面で検出。

Ⅲb" 10YR4/6褐色シルト。粘性・締まりとも強い。Ⅳ燗の段丘礫燗の面が一棟で蝿いため厨厚が地点

により大きく異なる。細文時代と推測される遺櫛が剣士湯津される場合がある。

Ⅳ層 10YR4/6鈍い褐色の砂層～砂礫層。段丘礫屑であり、基盤層を榊成する。この層で検出される遺

櫛はまったく鮒い。

-斗トー一L=122.900m 0

100Cm

第4図基本土層

前述のとおり調査区が東西南北ともほぼ同じ方形に近い範囲であることから、各地点とも堆横状況に大差

が無く全体として大同小異ということが出来る。

調査区の南はlmほど低い水田面であることから元来沢もしくは小川跡と推測され、当週跡の土層堆積に

は雫石川のみではなくこの小川の影靭によることも推測される。また、築落の近郊であり削平・撹乱の痕跡

も多く観察されることは、現表土が浅いことの要因であろうことも留意する必要がある。

当遺跡で検出された遺柵のほとんどはⅢ層であるが、繩文時代の陥し穴状遺榊はⅣ届で検出されたことか

ら、古代までの通棡はⅢ刑、それより古い遺柵はⅣ屑での検出となろうか。
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3．周辺の遺跡 （第5図）

平成12年度の遺跡登録台帳によると、盛岡市内に約500箇所、南隣の矢巾町には約150箇所の適跡が登職

されているが、本項ではそれらの中から北上川以西、蛎石以南に所在し、当週跡の主体的な時期である古代

に属し、かつ発掘調査された過跡に限定して概観することとする。図示したのは、盛岡市南西部の太田・飯

岡（北半部）・羽場地区及び飯岡〈南半部）地区～矢巾町徳田付近までの166遺跡である。前者は志波城、

後者は徳丹城という城柵官術過跡が所在する地域である。

既述のとおり、雫石以南、北上川以西の氾濫平野には自然堤防上や微高地上に古墳時代～古代の遺跡が数

多く立地するものの、弥生時代や縄文時代の遺跡は疎らである。図示した二つの同心円はそれぞれ志波城と

徳丹城からの直線距離を示す。志波城（22）は延暦22年(803年）頃、志波城から替わった徳丹城(164)

は弘仁4年(813年）頃に創雄された平安時代初～1)1期の官簡跡であるが、両城と取り巻くI司時代の遺跡群

との|ﾊlには強い有機的な側巡を推測させるが、現在の遺跡分布状況からはそれを完全に銃み取ることは出来

ない。

まず志波城を中心とする盛岡市南西部～太田・飯岡〈北半部）・羽場地区について見る。当該範囲で、志

波城に先行する古填～奈良時代の遡跡は、災落跡として台太郎（58)、八卦（14)、西鹿渡（126)、本宮熊堂

B (49)、野古A(54)、飯岡才川(57)、飯岡沢田(56)、等、峻墓としては太田蝦夷森古墹群(7)、高館古

墳（36)、飯岡才川（57)、飯岡沢田（56）などが上げられるが、全体としては疎らな分布を示す。平安時代

では遺跡数が急増し、志波城2km圏内では志波城造営削後の辿跡群一集落跡の松ノ木(10)、太Ⅲ館(11)、

竹花前（27)、林崎（30)、小帆（46)、鬼柳A (51)等が分布している。一方5km圏内では台太郎、本宮熊

堂B、飯岡才川（57)、飯岡沢田（56)、向中野館（59)、細谷地（60)、南仙北（61)、飯岡林崎（94）などの

集落が分布している。ここでは紙幅の関係で個々の詳細を羅列しないが、松の木、太冊館、台太郎、細谷地

辿跡等で住居跡が商密庇で検出される一方、飯岡林的Ⅱ辿跡では円面硯が出土しており、官簡との関連が飼

われる。また、該期の葬制に関わると推測される周澗状遺櫛(l'l形・方形）は、台太郎、小鯛、飯岡才川、

飯岡沢田、湯沢B [現在は下湯沢(108)に統合〕で検出されている。

一方、盛岡市の飯岡地区（南半部）から矢巾町徳、地区の範囲では、低位段丘である「都南段丘」上に、

徳丹城をはじめとする古代の泄跡郡が占地している。奈良時代では、巣落跡である百目木（127)、60基以上

の終末期古墳を検出した唄墓群の藤沢狄森古噛群（159）輔が上げられる。平安時代の過跡は多数存在して

おり、図幅では百目木、館畑（163)、宮田（149)、一本松（147)、下赤林（144）等、平安時代中～後半期一

徳丹城造営以降の遺跡聯がある。館畑は徳丹城東方に隣接する過跡であり、平成10年度の洲査では竪穴住居

跡から「別将」と興脅された須忠器坏が出土しているし、徳丹城の平成12年度の調査では、範朋外ながら徳

丹城と北上川とを連結する迎河「津」と推測される潤が発見されている。

本遺跡は志波城の東約2kmに位鯉しており、周辺には、束：向中野館、西：矢縦(63)、南：細谷地、

北：飯IM1沢山聯、四方を奈良～平安時代の噴墓群や染落跡に取り囲まれた中に所征し、特に現時点では米柵

従であるが、当過跡の北端部には大規模な墳墓群と巣落跡の存在が試掘調査で明らかにされており、今後当

地区の遺跡が発掘調査されることにより、当地域のみならず紫波郡～岩手郡における古代の様相が明確にな

っていくものと推測される。
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第5図周辺の遺跡位個
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NO, 遺跡名 所往地 時代 遺棡･城主など 側考･文献研号
1 三枚柵 盛岡市 古代 土師柵､剥片
2 111面野木 盛岡市 刈文･古代 ’ 文土淵･土師器

3 上猫去 盛岡市 細文～中世 ’ 5(砿)､t蝿随蝋砿蝿歌#(鞍)､t蝿ﾛ雌舶(帷｝
4 上平 盛岡市 側文･古代 ’ (剛､馳胆風域士醍姻W.舶餉M,敗退銚過+躯
5 猪去館 盛岡市 縄文～中世 ’ (鋤.蝋諭目鯛敵t凰鯛噛胤航9,鯉沌鯉蝿
6 大ケ森 盛岡市 細文･古代 ’ 文土認､土師器

7 太冊蝦爽森古燗群 盛岡市 奈良 刈文土器､土師器､茨､刀､和In聞弥
8 一本木 盛岡市 平安 竪穴住鵬跡､土師淵
9 細Ⅱ1 盛岡市 平安 土師器

10 松ﾉ木 盛岡市 平安 竪穴住居跡､土坑､土師器
11 館(太田館） 盛岡市 平安 竪穴住居跡､土坑､土師器､洲､堀､土師器､土塁
2 上野臓敷 盛岡市 古代 土師冊

3 八ツロ 盛岡市 古代 土師器

4 八卦 盛岡市 奈良･平安 竪穴住居跡､土坑､土師柵

5 畑中 盛岡市 古代 土師器

6 五兵衛新田 盛岡市 古代 土師器

7 天沼 盛岡市 古代 土師器

8 蟹沢下 盛岡市 古代 土師器

9 ニツ沢 盛岡市 削文 古代 馴文土柵､土師器

20 蟹沢 盛岡市 縄文 古代 削文土器 土師器

21 へピ堂 盛岡市 縄文 古代 剃文土器 土師器

22 山中 盛岡市 縄文 古代 蝿文土器 土師器

23 オミ坂 盛岡市 縄文 古代 側文土器 土師器

24 月見山 盛岡市 繩文 古代 削文土踊 土師器

25 中村 盛岡市 平安 土師鼎･鋼忠鵠

26 竹鼻 盛岡市 古代 土師器

27 竹花前 盛岡市 平安 竪穴住居跡､焼土､土師器､緑触閏器､掘立柱建物

28 小沼 盛岡市 平安 竪穴住居跡､土師器､緑釉陶器

29 志波城(志和城） 盛岡市 平安 W鴎/馳棚鯛､肥､識､噸.畑､§雌陥.i鱸､躯凰鵬 同指定史跡

30 林崎 盛I剛市 平安 堅穴佐居跡､掘立柱述物､土師冊､劉忠冊

31 田中 蝿間市 平安 土師冊

32 新眼端 盛岡Tl 剃文･平安 旧1文土器､土師器､竪穴住用跡､土坑､大洲 志波城指定地外

33 田貝 盛岡、 古代 竪穴住居跡､土師器

34 石仏 盛岡、 古代 土師器

35 堤 盛岡Ⅱ 縄文･古代 拠文土器､土師器

36 高朗古頃 盛岡Ⅱ 奈良～平安 土師冊､職手刀､切子玉 盛岡市揃定史跡

37 大柳Ⅱ 盛岡Ⅱ 古代？ 土師闇？

38 大柳I 盛岡市 古代 土師闇･須忠器

39 藤島ll 盛岡市 平安 土師器

40 藤島I 盛岡市 繩文･古代 削文土器､土師器､須恵器

41 辻鬮敷 盛岡市 古代 土師器

42 上越喝 {側剛市 古代 土師淵

43 水i''l 搬岡市 古代 土師鼎

44 大宮 盛岡市 古代･中世 竪穴住居跡､土師器

45 大宮北 盛岡市 古代 澗跡､土師器

46 小輻 盛岡市 平安 竪穴住居跡､掘立柱鎚物､土坑､土師器､須恵器

47 宮沢 盛I剛市 古代 澗跡､土師器

48 本富、堂A 盛岡市 縄文･古代 削文土冊､竪穴住居跡､陥し穴､土師器､漁

49 本宮師 堂B 盛岡市 孤文･古代 、文士恩､用し穴､竪穴{蝿跡､担立柱岨物､上坑､脚跡､土騨間

50 稲荷 盛I剛市 古代 澗跡､土師器

51 鬼柳A 盛岡市 平安 竪穴住居跡､溜跡､土師器

52 鬼柳B 盛岡市 古代 土師器

53 鬼柳C 盛岡市 古代 土師器

54 野古A 蝿間市 平安 竪穴依居跡､土師淵

55 野古B 盛岡市 古代 土師器

56 飯岡沢Ⅲ 盛岡市 古代 竪穴住居跡､古噴､周澗､土I ﾛ器

57 飯岡才川 盛岡市 平安 竪穴住居跡､掘立柱建物､上坑､＃|跡､土師器､須恩器

58 台太郎 盛岡市 奈良～近世 竪穴(踞跡､倒立柱連杓.土坑､飼爵､土剛 ､Mi@目､上劇画.間圃恩

59 向中野伽 盛岡市 平安･中 竪穴住居跡､土師器､堀跡､ 菖 :型

60 細谷地 盛岡市 平安 竪穴住居跡､摺立柱処物､土坑澗 跡､二1脚闇､鋼忠翻

61 南仙北 盛岡市 繩文･平安 竪穴住居跡､土坑､土師冊､I1文土冊
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62 向中野鯛 所在地 古代 土師器

63 矢盛 盛岡市 古代 土師器

64 削田 盛岡市 古代 _上師器

65 西田B 盛岡市 古代 土師器､須忠冊

66 西田A 盛岡市 古代 t師器

67 上越塒B 盛岡市 古代 土師器

68 二又 盛岡市 平安 土師器､須恩器 (二又1 ．11を統合）

69 内村 盛岡市 平安 土師器

70 1 '屋敷 盛岡 肘 繩文･古代 土師器 ｢三竹jを改称

71 1 芯凰敵I 畷間 li 古代 釧忠器

72 高屋敷1I 盛岡『 古代 土師鼎､須忠器

73 1 ざ久根 盛岡市 古代 抑文土器､土師器､釧忠器

74 石持 盛岡市 古代 土師器､須恵器

75 夕覚 盛岡市 古代 土師器 ｢畑中j改称

76 棚屈 盛岡市 古代 土師器､須恵器

77 生畔 侭間市 古代 土師器

78 郡志田 盛岡ili 古代 澗跡､土師器

79 陣当 盛岡市 古代 ｢抑志田柧腫｣改称

80 長沼 盛岡市 古代

81 葛本 盛岡市 古代 土師器､磨製荷斧

82 境Ⅲ 盛岡市 古代 土師器

83 松島 盛岡市 古代 土師器､須忠淵

84 下久根11 盛岡市 古代 抑文土器

85 西 盛岡市 平安 竪穴住居跡､土師器

86 田中 盛岡市 平安 土師器､須忠器､打製石器､石斧

87 熊堂Ⅱ 盛岡市 平安 竪穴住居跡､土師冊､釧忠器 南谷地Ij改称

88 南谷地 盛岡市 平安 竪穴住居跡､土師鼎､捌皿冊 南谷地IIj改称

89 照堂Ⅲ 盛岡市 平安 竪穴住鵬跡､土師淵､捌思淵

90 熊堂I 盛岡市 剃文･占代 縄文土器､石器､土師冊､竪穴住居跡 miml･｢照堂｣を統合

91 深淵11 盛岡市 平安 竪穴住居跡 2点変皿

92 上新田 盛岡市 平安 竪穴住居跡､土師器 上新田11｣改称

93 飯岡林崎I 盛岡市 平安 土師器

94 飯岡林崎1l 盛岡市 古代 蝦穴住居跡､土師冊､劉忠器､硯 林崎｣改称

95 深淵I 盛岡市 平安 竪穴住居跡

LE28-0102 盛岡市 古代 土師器 詳細位髄不明

96 LE26-0073 盛岡市 平安 土師器､須恵器

97 赤坂I1 盛岡市 平安？ 土師器 ｢赤坂｣に改称

98 飯岡赤坂 盛岡市 古代 ｢赤坂Ⅱjと同一？

99 砂子塚 盛岡市 古代 小塚

100 木節 蝿間市 平安

O1 禍千代 盛岡市 奈良

02 因堀 盛岡市 縄文･古代 蝿文土器､土師器､鋼忠淵 ｢因期1 ･Ⅱ｡Ⅲjを統合

03 新井田I 盛岡市 古代 土師器､須忠器

04 新井田11 盛岡市 古代 土師器､須恵冊

05 新旧 盛岡ili 平安 土師器､銅忠器

06 ド羽嶋 盛岡市 平安 囲穴{踞跡､土塊間､侭i:|烈爵?)､土閣圏､削恩圏､像伯間園 文賦､｢稲荷jを統合
07 間渡 盛岡市 代 土師器

08 下湯沢 盛岡市 平安(･縄文） 竪穴住居跡､土坑､円形間漁､方形間洞､土師器､須恩圏 ｢渦沢ABCj統合

09 小田I 盛岡市 古代 土師器 『小mmj改称
10 小田11 朧岡1i 平安 土師器 ｢小川I IIj統合
1 1 森子 盛岡市 古代 土師器

1 12 IⅢ渡Ⅱ 盛岡市 古代 土師器､須皿器

間渡Ⅲ "IMiifi 古代 土師器､鏡恵器 位泄不明
113 稲沢 盛岡市 古代 土師器

114 湯沢大館 盛岡市 古代･巾 土師器､須恵器､空堀 ｢大飢j･｢航｣改称統合
115 大鳥 盛岡市 古代 竪穴住居跡､土坑､土師冊､鯛忠器

1 16 Ⅲ水 盛岡市 古代 土師器

117 永井削、 盛岡市 古11 土師器､鐡忠冊

118 神田 盛岡市 古ｲ1 土師器､須忠器

119 下泳 井 盛岡市 古f 陥し穴､土坑､土師器､舗忠器
120 萬詞 田 盛岡市 １

．
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早
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■

、

●

４

Ｊ

】
Ｉ 士師器､須恵器

121 荒暦 砺岡市 古ｲI 二’ 師器､須忠閉

122 高淵 A 占代 １ 帥淵､弧忠醗
123 大if 西 奈良 11 頃､蕨手刀 滴滅？
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124 ド水井 盛岡市 剃文､古代 又土鐇、

25 碇墹 盛岡市 奈良 二I沖器、

26 西哩漣 盛岡市 古代 翌冗価墹跡(奈艮･平安)､澗跡.土師闇.痢恩照
27 師J木 盛岡市 則文･古代 醜姻､歌腿剛報･\fl.瀬､城､1噸､緬園､魍畠_胴
28 巾励 盛岡市 古代 烈皿器

29 三本柳輌 盛岡市 則文･古代 剛文土鼎､土師器 ｢細｣改称
30 高櫓B 盛岡市 古代 土帥拙

31 和野 盛岡市 古代
32 三百刈田 盛岡市 古代･中世 土師淵

33 見前I11H 侭岡市 古代 土師冊

34 兇削久保踊敬 盛岡市 側文･中 鯛凹､I1闇硴､腿閥爵仲蝿\)､間臥城."W.凹瞳泓遡
35 見削航 盛岡市 古代 土師器､仏像

36 下谷地 盛岡市 古代 土師淵

37 下谷地前 盛岡市 側文･古代 刈文土器､土師器､須恵器
38 上畑 盛岡市 古代 土師器､烈思器

39 大桜伽 搬岡ili 古代 土師鼎
40 石名坂 盛岡市 古代 土師冊､鋼忠器
41 見削 盛岡市 1I『代 土師勝

42 高田鍋 矢巾町 古代 土師器､須恩器

43 高田 矢巾町 古代 土師器､須思器

144 下亦林Ⅱ 矢巾町 平安 土坑､土師器､須忠器(10世紀代？）
145 下亦林I 矢巾町 平安 竪穴｛ 揺跡(10c中～後半)､土師器､調魍器 位Ⅲ不明
46 茨晒 矢巾町 則文･古代 土師I 1，須忠器､縄文土器､弥生土器
47 高畑 矢巾町 繩文，平安 土師I }､須恩器､繩文土器
48 一本松 矢巾町 平安 竪穴（ 堀(平安中～)､掘立柱弛物､焼土､土師器
49 大波野 矢巾町 抑文･平安？ 細文二 皇冊(早)､石斧､鋼瓜鼎(川辺に潔跡？）

50 宮田 矢巾町 抑文･平安 竪穴ロ 鵬跡(10c～llc初)､土師聞､釦文土圏､石島

51 天戸 矢巾町 平安 土師I 1翌､鋼恩捌

52 石切茶厘西方 矢11IHI 古代 鋼忠I 3,石禅

53 煙111 1 矢巾日I 古代 土師I ｝

54 上矢次I 矢巾町 古代 ＋師I ;､須忠器

55 下海老沼 矢巾町 抑文･古代 側文土冊､石器､土師冊､刎胆冊

56 明蛍 矢巾町 刈文･古代 細文士冊､土師器

57 又兵術新1I1 矢巾町 平安 土帥器､釧忠器

58 南矢巾 矢巾町 古代 土師柵

59 狄森古墳 矢巾町 古代 古填､土、器､須思器､鉄餓､切子玉､刀

60 田郷 矢巾町 古代 土師器､罰 恵器､砥石､焼石

6I 白山蛾 矢巾町 古代 土師器､男 悪器

62 西1W 矢巾町 古代 土師淵､秀 忠器

63 飢畑 k11J町 古代 土師柵､秀 忠器

64 他丹城 矢巾町 平安 官術跡／1 j立柱迩物､土師冊､弧胆冊

65 川村 矢巾町 古代

66 下迎 矢巾町 縄文･古代 縄文土器､土師器
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25．盛岡市敬委 1981 「志波城跡I 太川万八J.遺跡範囲碗哩卿荘報侮』（粁手県）

26．盛岡市教姿 1995 「志波城跡平成北年庇発掘捌査概報」（淵乎県）

27．盛岡市教委 1992 「伽・松ノ水遺跡一古代の遺卿縄一」（岩手県）

28．盛岡市教委 1995 『上平遺跡群（猪去館・上平Ⅱ遺跡）平成4･5年度発掘調査概報』（岩手県）

Ⅲ野外調査と整理の方法

1 ．野外調査

(1)調査区の設定と遺構の呼称

〔調査区の設定〕

調査区の設定は以下のとおりである（第6図)。

当過跡の地形は、平坦な畑地で少面積で見通し可能のため、平面直角座標系第X系に韮づいて澗衡座柵を

設定した。前述のとおり、今次調査区の南側には低位田面を挟んで細谷地遺跡が所征しており、便宜上、隣

接する細谷地遺跡第3次鯛査と共通のグリッド（方眼）を設定することとした。具体には、平面直角廠標系

第X系のX=-36,000.000、Y=26,000.000を洲査脳標原点として50m×50mの大グリッドを投定し、

北西隅を韮点として東西方向にはアルファベットを束から順に、南北方向では南方向へ墹加するように数字

を付した。大グリッドの表示は両者を組合せてlA、 5E、20H，25Y等と呼称する。今次訓査区は概ね

｢－lH」および「 1H」の大グリッド範囲内に収まっている。さらに大グリッドを東西・南北ともに25分

割して2m×2mの小グリッド (6251Xm)に区割りした。小グリッドについても北西隅を腿点に、東方向
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にはa～yのアルファベット、南方向にはl～25の数字を付した。小グリッドの呼称は、大グリッド名を付

してlH25y、－1Hla等と表示した。なお、調査区内に設inした基準点の座標値及び水準値は下記のと

おりである。

ム畔点1 X= 36,000.000 Y=26,350.000 H= 122.773m

基縦点2 X= 36,000000 Y=26､390.000 H= 122.516m
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（2）粗掘りと遺構検出

調査開始時の地目が畑地のため雑物も無かったことから、地表面を簡雌に消掃した後、試掘滴を設定し土

の堆樋状況、過柵の検出燗位を確認する作業を進めた。その緒果、地山而まで約30dn～50dnの深さがあり、

表土の薄い場所では耕作による撹乱が地山まで到逮するが、さほど深い撹乱はないことが判明した。

試掘の結果に基づいて表土除去には重機を使用した。表土除去後は人手で清掃し遺構検出を行ったが、竪

穴住居跡専の避櫛を比較的容易に検出することが出来た。

（3）糟査と実測

納査は、竪穴建物跡は4分法、他の土坑・陥し穴状遺柵・柱穴状ピット・焼土は2分法で埋土の除去をし、

規模によって4分法と2分法を適宜使い分けた。

平面図は、グリッド軸に一致させた水糸を1mメッシュで地面にII接狼る簡易遡り方によって作成した。

断面図は上面に水平水糸を張って基線を設定して作成した。なお、レベルの数値は原則として整数mlで統

一し、必要に応じて計測箇所を設けた。

締尺は平面図・断面図とも20分の1としたが、必要に応じてlO分の1も使用し適宜使い分けた。

基本屑序の名称はローマ数字で上位からI ･ II脚、過柵埋土は弾用数字で上位からl ･2層とし、さらに細

分される場合はアルファベットの小文字を付した。

（4）写真撮影

野外訓査での写真搬影は、35”版カメラ2台と6×7版1台、ポラロイド1台の4台をセットとして使

用し、35噸版はモノクロとカラーリバーサに使い分け、 6×7cm版の1台はモノクロ専用とし、ポラロイド

は必要に応じ適宜捌影し、メモを写真に直接書き込むなどで使用した。

また、澗査終了後の過櫛配個や遺跡の地理的環境を把撮するため、wli'l業者に委託して空中撮影を行った。

室内整理では、報告繍掲職遺物の写真棚影は当センターの専任臘員が搬影し、現像・焼き付けは外部に委

託した。また、遺櫛写真の引き延ばしは外部に委託した。

2．室内整理

(1)遺物の整理

水洗記名の後、土師器と須恵器は接合・復元作業を行い、終了後は実測図を作成した。また、接合不能の

破片は、報告醤に掲職を要する個体を選択し、実測個体と合わ台幌登録をし拓本図を作成した。鉄製品など

他の辿物も報告沓に掲戦する個体を選択して台帆登録して実測図を作成した。

また、報告沓に掲職した遺物はすべて写真撮影をした。

（2）遺物図版の作成

実測図個体はすべてトレースをし、トレース図を台紙に貼り付けて図版を作成した。報告書掲叔遺物の印

刷仕上がり縮尺は、土師器と須恵器は3分の1，須忠器大劉のように大型品は適宜縮尺を変更し、ページご

とにスケールを付して明記した。鉄製品など他の個体は2分の1で統一し、貨幣は実大とした。

（3）遺栂図版の作成

野外澗査で作成の図面は点検・修正の後、必要に応じて合成し、報告撚掲戦の第2原図を作成し、その後

トレース・遺櫛図版作成の順に作業を行った。

遺櫛図版の縮尺は40分lと50分lの統一努めたが、図版にスケールを付して明記した。
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Ⅳ検出された遺構と出土遺物

本遺跡から過柵として竪穴住居跡8棟、住居跡状辿柵4棟、掘立$1弛物跡4棟、土坑23JIL、陥し穴状過櫛

2基、澗跡8条、円形周澗2基、土脳纂3基、柱穴状小土坑544基等が検出され、過物として竪穴住膳跡を

主とする遺櫛内から土師器・須恵器のほか各種の遺物が共伴する形で出土した。さらに、表土除去中や遺櫛

検出の段階に遺櫛と直接i則係しない形でいわゆる表土中からも各棚の遺物が若干1m出土している。

本項では、遺櫛に共伴して出土した過物は辿柵の記述の中で、過櫛外llltの辿物は別項として一括し棚類

毎に記述することとする。（第7図）

1．竪穴住居跡

竪穴住居跡は8棟であるが、他週棡と砿複する例は少なく、ほとんどは、捜しないでili独で検出された。

(1) RAO1竪穴住居跡

遺柵 （第8．9図、写奥図版2）

<位 置〉 グリッドIH21 j区と同23m区付近、RAO2竪穴住居跡の北東約20mに位趾する。

<検出状況〉 Ⅲ層の上面で黒褐色をなす埋土の上面が確認されたことにより住居跡と認定した。

<亜複状況〉 皿複する過柵は蝿く、単独で検出された。

<平面形･規模〉 隅丸長方形をなし、東西岐大6.0m×南北殿大4.8mの規模を持ち、床而欄は約28.8㎡ほ

どである。中軸方向はN-80．－Eを示す。

<埋 土〉 黒褐色シルトが主体であるが、混入物郭によって6刑に細分される。剛士上部には炭化物や

焼土ブロック、下部の埋土には地山起源と思われる歯褐色土ブロックが混在し、確際には盤のml藩によると

推測される土の堆積も確認され、さらに断続的であるが壁際を中心に床面上l2～13dnの範囲に焼土が分布

し、残存状態のいい炭化材の検出は無いが消失住居の可能性が高い。自然堆欄による堆樹状況と推測される。

<壁・床而〉 壁は床面から軽く外瀕して立ち上がり、東亜24cm、西壁25qll、IMIIWl8cm、北盤30mlの壁

高がある。床面のほとんどははⅢ燗の黄褐色上で櫛築するが、北東隅部周辺には黒色上と批褐色土の混合

土による貼床がある。また、柱穴より内部の床面は壁際より堅くしまる。

<床面の施設〉 壁満・貯蔵穴ともに検出されていない。

<柱 穴〉 柱穴状の小土坑が6基検出されているが、埋冨|:は褐色上～照褐色tが堆横し一部には柱痕

跡も観察される。規模が径20cm～35dn、深さ17～15qnと小さいほか、位樅がｲ<脱Mllなど主柱穴としての数

や配図は不明である。

〈カマド〉中央やや北寄り（1号）と東飛南東剛部付近（2号）に各1雛の2雌柵築されている。

1号カマド 天井部が101落した士に潤われた状態の袖部・燃焼部と燃迫部・煙lllし部を検出したが、袖

部の残存状態が不良であり、詳細は定かでない。袖部は暗褐色土が若干混ｲl：する地III的な褐色基澗のシル

トで構築され、礫などによる補強は見られない。燃焼部は37cm×35cmの峻さがあり、焚き口部から中央に

かけて股大屑厚3dnの焼土が観察された。煙通部は釧り画き式と推測されたが、検1l1時にはWﾘ平を受け判然
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第8図RAO1竪穴住居跡( 1 )

としなかった。煙辿部の底面はカマド奥壁部分が若干高くなった後、煙り出し部に向かって次第に低くなり、

煙出し部は検出面から約37dnの深さでほぼ垂IIIに立ち上がる。埋土は22屑に細分され、複雑な堆楓状況を

示す。

2号カマド 天井部が崩落し、その土が全体に被さる状態の袖部と燃焼部、それに煙道部と煙出し部を

検出したが、煙道部以外の残存状態は不良である。袖部は地山シルトのみで柵築され、礫等のMI強は猟い°

燃焼部は44cm×32cmの広さがあり、焚き口部～中央部付近に般大5dnの焼土が観察された。煙道部は剃り

貫き式で天井部も一部磯存が確總された。煙道部の底面は奥壁付近から煙出し部に次第に低くなり、煙出

し部で約30cmの深さがある。煙出し部の形は径約50cmの円形である。埋土は1号カマドと同梯、22脳に細

分され複雑な堆棚状況を示す。
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第9図RAO1竪穴住居跡(2)

遺物 （第31～34図l～40、写真図版27～29)

埋土内や床面から土師器25点や須忠器9点、礫石器1点・鉄製品3点零が出土したが、床而旗上からの出

土は少なく、埋土中～下位からの出土が主体を占める。

土師器一坏15点(1～15)、高台付き坏2点(16･ 17)、饗6点(18～23)、鉢(24･25)の25点あり、

21の翌以外はロクロ使用成形されている。

坏の15点は内面がミガキ後蝋色処理される8点(1．2．4･6．7．9･11･14) と、熊処理の7点(3･5･

8･10･13～15)に分けられ、特にlと14は内外面黒色処理され、2は狐跡を残す程度である。底部の

切り離し技法は基本的に回転糸切り離しと推測されるが3．4．6．7．15はヘラナデによる再調整され糸切

り痕が判然としない。器形は底部から丸味を持って外傾する大同小異の形であるが、2･9･15は体部が

画立気味となり、それ以外は比較的底径が大きく器高が浅い共通した特徴を脅取できる。

高台付き坏の2点は、16は完形であるが17は高台部分のみを残す。16は基本的に内面蝋色処理の一

般的な坏に高台を付した器形であり、体部外面に「八」字状の線刻が上下に二段付される。間台は17と

同様に貼り付け高台であり、底部の切り離し技法はヘラナデ澗擬のため不IﾘIである。
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盤はすべて破損し破片での出土あり、 18．l9,21･23は口縁部～休部を残し、20･22は体部下位～底

部と底部のみの破片である。ロクロ使用成形の個体は休部中位～口縁部は内外面ともロクロナデ調整の

みで仕上げられ、20と23は体部下位外面はヘラケズリされる。全体的な器形は定かでないが、口縁端

部は上方に引き出されて受口となる個体が多い。ロクロ不便用成形の21は、体部外面がヘラケズリ・口

縁部ヨコナデ、内面はへうナデ調張である。器形は口縁部が外反するほか定かでない。

鉢とした2点（24.25）は場合によっては鍋と分顛されている器形である。2点とも口縁部～体部中

位を磯す破片のため、全体的なことは不明であるが、ロクロ使用成形され、体部下半は内外ともヘラケ

ズリ調整され、体部が大きく外傾し口縁部が受口状の器形を示す。

須恵器－9点には坏2点、壷4点、喪3点を含むが、完形の個体は無くすべて破片での出土である。

坏の2点は体部下位～底部を強す26と口織部～体部'l'位を残す27であるが、ロクロ使用成形、底部

回転糸切り離し無調整で、全体として再鯛溌はまったく観察されない個体である。

壷は口縁部～屑部上位を残す28以外は頚部付近を捜す破片であり、ロクロ使用成形され再調整はまっ

たく無い。破片のため全体的な器形は定かでないが、大きく張る屑部から頚部が大きく窄み、口縁部が

強く外反する器形と推測され、口縁端部は角弧る形であるらしい。

翌は2点とも外面に並行叩き具痕を付し、内面に32は放射状当て具痕、33は並行当て具痕、34は凸

面無文の当て具痕を持つ大喪の体部破片であり器形等不明である。

その他一礫1点と鉄製品4点、土製品1点が出土している。

礫（35）は性格不明だが、平面形状が略三卿形状で断面届平な自然礫であり、使用痕は判然としない。

鉄製品の4点（36～39）には器翻として不明2点（36.37)、厳2点（38.39）があり、いずれも錆化

により原形は明確で無いものの、厳の2点は餓身が二股に分かれる雁又鐡と推測される。

土製品（40）は繍羽口の小破片である。

遺樹の時期

出土した遺物の様相から平安時代前期の9世紀代に位柵づけられると推測される。

(2) RAO2竪穴住居跡

遺構 （第lO図、写真図版3)

<位 綴〉 グリッドIH3c区～同4d区付近でRAOl竪穴住居跡の南西約20mに位圏する。

<検出状況〉 Ⅲ燗の上而で!M褐色の埋士が確總されH括跡と継定した。

<亜複状況〉 一部撹乱部分は存在するが、特に亜複過柵は無く単独で検出された。

<平面形･規模〉 隅丸長方形をなし、東西約2.50m×南北約2.70mの規模を持ち、床面槻は約6.7㎡である。

中軸方向はN-80｡ -Eを示す。

<理 上〉 黒褐色を主体に褐色のシルトと砂闘シルトが占めるものの6用に細分される。埋土上部は

黄褐色土粒の混在する黒褐色シルトであり、他の燗もほぼ同質で混入恥の述いによる分燗である。全体に

ややしまりがあり、粘性の強い部分も混在する。

<壁・床而〉 壁は床而から外傾して立ち上がり、東壁28cm、西砿13cm、南壁24cm、北醗25cmの蝦高があ

る。床而のほとんどはⅢ間の賀褐色上と黒褐色土の混合したシルトで柵築されており、愈繊的に貼床した

ものと推測したが、明確な掘方は確認されなかった。床面は部分的に良くしまる部分も観察されるが、総

じて踏みしめがあまり強く無い。
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l ､ IOYR2尼凧褐色ｼﾙﾄ しまり中粘性中ばぱ単用であるが黄褐色

t:鞄が全体時1％混入する

2．10YR2/2国凋也シ企卜 し土り弱粘性仙珀111超稗の褐色土粒〈
IOYR4/4）がブロック状，斑状によぎりあう

紬． 10YR3/Z肌糊色1:とlOYR4/6間色I宅との醜t しまり110 帖性811 2

脚他プ回ヅク状・斑帆'二醜さり汀う

4. IOYR2/3瓜間色砂間ｼﾙﾄ し血り料帖侭111 3刑に近似している

が4用は蛾の刷儒IZ

5．IpYR4/6褐色砂買シルト し土り燭粘性『11

6．IOYR2/2卸褐色上しまりq』 帖性強粘&侭

i－j
I‘ IOYR3/4剛褐色1： し上り中粘性巾焼Iもブ画ツクをわずかに含む

い＝『

1 ． 10YIt2/2 jM間色l; し上り111 帖性UIC 粘I耐シルト 地111褐色I：〔

砂ロシルトトをブロック状に5％付む

a－b･c－d･H－h
l・ lOYR2B風褐色砂同シルト し量り中跡性中理だしk毎$邑鱒。t脚闘片況人

2．IOYR3/3鋪褐色砂間シルト し＆り巾鮎性強 1用よりら地山趾田町色I:粒の型人中が多く

．やや明るめ幽化材わずかに埋人

3．IOYR5/6負褐色砂Rシルト しまり囚粘性u11 地111 1：

4．IOYR2/2鳳側色シルト し上り111 帖性強

5, IOYR2/3m褐色IもとIOYR4/8間色t$の醜k し上りlIl 帖性110 ⑰Rｼﾙﾄ 2間はプ回ﾂｸ状

l邑拠さり向う間色.上の詞、が多い｛7：3ト

6，IOYR3/2凧褐色シルト しオリ劇帖性担 1蝉剛外･蝿人

7, IOYR2ﾉ3愚褐色IもとI0YR4/6円色l;の醜l しまり$11 帖惟118 砂貫ｼﾙﾄ 2掴はプﾛｯｸ状

lこ灘ざり合う、脱掲色世の割合が多いく8：2）

8, 10YR2ﾉ3凧褐色砂頁ｼﾙﾄ しまり中粘性掴炭化材微戟に凱人〃1親喫の鯲伺を受け鍬

味磨綜びる

9, IOYR2/3黒間色ｼﾙﾄ しょり中帖侃巾炭化H･塊lプﾛﾂｸ〔5YIt4/4)醜人
10，7，5YR3/4吋糊色シルト し2り01, 帖nII1 晩I:呪人により弗唯を編びる脱化ﾔｲ呪人

1 1 ．lOYR4/6閲色砂頁シルト 12瞳岫111・即自の1Lとuわれる．血l;'二焼l皿61あるため糊1郡

味嗜研びる

12，10YR5/6純褐色砂、シルト しょり110 納怜,111

13．lOYR2/3胤褐色.l:とIOYR4畑褐色1:の呪13 しょり118 粘件OIO 砂聞シルト胤糾色ブロック
が歴人している

l4－ lOYR4側褐色砂質シルト しまり611 帖俺中 13脚よりも埴111｣3．侭褐色』:が多くWlるい

15．lOYR2陸、禍色シルト しまり中帖性11リ 地山居卿の褐色I弓｛IOYR4総）を粒f状1s含む

第10図RAO2竪穴住居跡

<床面の施設〉 壁澗は検出されていないが、東壁のカマド右袖脇の壁沿いに貯蔵穴状の土坑が検出されて

いる。規模は長径l.OOm、短径O.50m、深さ20qIIほどあり、平面形は梢円形、断面形は船底形である。

<柱 穴〉 柱穴状の小土坑が3基検出されている。埋土は3基とも黒褐色と褐色のシルトが主体で、

径約15dn前後、深さl2～7dnと規模的には小型であるが、配泄状況から主柱穴である可能性が強い。
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〈カマド〉 東壁北東脳部よりに櫛築されている。天井部がM1落し全体に天井部の土が被さる状態で検

出された。袖部は礫等の袖強材が確認されないことから、地山起源のシルトのみで櫛築したものと推測さ

れ、左袖部の上で確總された土師器の劉はカマドとは猟関係と考えられる。燃焼部は60qn×30dnほどの広

さと推測されるが、床面に明確な焼土は検出されない。蝿道部は床面とほぼ同じ平坦面として東に約1.45

m続き、煙出し部は径45cnl、深さ25dn位の土坑状に掘られている。埋土はl4層に細分されているが、い

ずれも黒褐色と黄褐色のシルトが混在し大同小異である。

遺物 （第34～35図41～43、写興図版29･30)

埋土内や床面から出土しているが凪的には少皿であり、さらに東半部に蝋って出土している。糎類として

は土師器・須恵器と石製品がある。

土師器一床面からロクロ不便用成形の認が1点(41)出土のほか、坏と認の小破片が数点出土した。

瓢は、底部～口縁部まで残存し、径ll.9dnと比較的広い底部から綴やかな丸味を持ち軽く外反し屑部

に最大径を持つ体部は頚部で窄まり、口緑部は短く強く外反する器形を示す。器面調整は、底面と体部

の外面は全面へラケズリ、体部内面はカキメ調整され、頚部と口縁部は内外面ともヨコナデ調整される。

須忠器一ほぼ完形に近い坏（42）と体部下半～底部を磯存する饗（43）の2点出土している。

坏・翌ともロクロ使用成形され、坏は底部回転糸切り離し無調整であるが、翌は全面へラケズリ調整

され不明である。ともに体部下端に軽いヘラナデがあるほか、内外面ともロクロナデ調整のみである。

その他一出土していない。

過栂の時期

出土遺物中の土師器の棟相から平安時代9世紀頃に位囮づけられると推測される。

(3) RAO3竪穴住居跡

遺楠 （第ll図、写真図版4)

<位 置〉 グリッドーlHl7p区～同17r区付近でRAOl竪穴住居跡の北東約15m付近に位置する。

<検出状況〉 Ⅲ燗上面で黒褐色の広がりとして砺腿されたが、南西壁付近の広い範囲が撹乱を受けて

いることと、壁の掘り込みが淡いこと等により詳細は不明である。

<璽複状況〉 特に亜複する遡櫛も無く単独で検出された。

<平面形･規模〉 略正方形をなし、東北-南西約5.30m×南東-北西約5.20mの規模を持ち、床面積は約27.5

㎡ほどである。中刺I方向はN-55｡ -Wを示す。

<埋 土〉 大半はシルトで占められるが！M褐色～此褐色までの色澗により4層に細分され。全体として

締まるほか一部粘性があり、 1燗には一部に礫が混在する。 1届は暗褐色シルト、2厨は黄褐色シルト塊が

混入し、 3～4屑は蝋色土の混じった黒褐色と黄褐色のシルトである。堆槙状況の観察で自然埋没による堆

横と推測された。

<壁・床面〉 残存している南東壁はやや外傾して立ち上がり約28cmの深さがあり、その他は後世の撹乱に

より残存しないため不明である。撹乱を受けていない床面のほとんどはⅢ層の黄褐色土で構築されるが、一

部に段丘礫厨の上面が鱒出する。また、南東壁寄り中央の床の一部に堅く締まる部分が観察され、家内部の

使われ方に影響されたと考えられる。

<床面の施設〉 壁澗は検出されていないが、北東壁のカマド右袖沿いに長径75ml、短径55dn、深さ20dnほ

どの規模を持ち、平面形が梢円形、断面形が浅皿状をなす貯蔵穴状の土坑が1基検出されている。

<柱 穴〉 柱穴状の小土坑は検出されていない。
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第1l図RAO3竪穴住居跡

〈カマド〉北西壁中央やや北隅部寄りに柵築されているが、後世の撹乱により燃焼部と左側袖部は残存

しない。天井部は肋落しており、右側袖部のみの検出であるが、礫等の補強材が確認されないことから、

地1l｣起源の戯褐色や褐色のシル|､のみで刷築したものと推測される。燃焼部は60cm×45cmほどの広さと惟

測されるが、火床而の焼|:は撹糺を受け検出されない。煙道部は掘り込み式として検1Mされたが、奥蝋部

分から次第に深くなって北東に約l.7m続き、煙出し部は深さ45cm位の深さに掘られほぼ砿直に立ち上が

ることから、本来は釧微式の可能性が大きい。埋上は色調によって10l曾に細分されているが、いずれもシル

トや砂髄シル1,であり、全体としてやや締まりがある。
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遺物 （第35～38図44～75、写真図版30～32）

埋土内や床面から土師器24点と須恵器4点、鉄製品2点が出土している。

土師冊一土師器の24点（45～69）には坏11点(45～55･58)、高台付き坏2点(56.57)、喪11点(59
～69）が含まれる。

坏11点はすべてロクロ使用成形されるが、内面がミガキ後黒色処理される7点(44･46～48･52~

54）と、無処珊の5点（45.49～51.55.58）があるものの、成形や器形等基本的にはほぼ同様である。

底部の磯存する54以外は回転糸切り離し一部へラナデ再調整があり、54は全面のヘラナデ再調斑によ

り切り離しが定かでない。器形は底部から僅かな丸味を持つ体部が大きく外傾する基本的にはすべて同
じ棟相を示す。

問台付き坏の2点は坏よりやや大振りであるが、ロクロ使川成形内面無澗整の底部が回娠糸切り離し

の坏に「ハ」字状に広がる高台を付す器形で、口縁端部が小さく外反する以外は坏とI司槻である。

弧の11点はロクロ使用成形の5点(64～68) と不使用の6点(59～63.69)ある。口縁部～底部を

残す個体が2点（59.68）のみであり、詳細は不明である。ロクロ使用成形の外面は、体部中位～口縁

部がロクロ成形猟のみを磯し下半にヘラケズリ調磁を付し、内面は休部上位からへラナデ洲堕される例

がある。

器形は個体差があるが、体部が若干膨らむ2点（66.67）と一般的な筒形のものに分けられ、口縁部

は上方に引き出され受口状となる。なお、67は鉢の可能性も考えられる。ロクロ不便用成形の個体は

59のみが完形で他は口縁部破片である。体部の器面調整は外面がヘラケズリ捌堕の3点(60･63･69)

とヘラナデ調整の3点(59･61･62)がある。器形には体部が膨らむ2点(62･69)の他は所謂長胴形

であり、ともに口縁部は短く内外面ともヨコナデ調整され外反もしくは外傾する。

須忠淵一外面に並行叩き具痕、内面に無文当て具浪を付す大躍の脚部付近(70)や休部(71～73)の破

片が4点の出土である。

その他一鉄製品として紡錘車1点（74）と断面方形の棒状をなす器種不明1点（75）がある。

週櫛の時期

出土した遡物の槻相から平安時代前期の9世紀前半～中葉頃に位mづけられると推測される。

(4) RAO4竪穴住居跡

遺柵 （第121Xl、写真図版5)

<位 Ⅲ> RAO3堅穴住居跡の東約lOmで、グリツドー1Hl8u区～同18v区付近に位Ⅷする。

<検出状況〉 Ⅲ屑の上面で黒褐色に広がる黒褐色シルトによって確認されたが、南西隅部と西壁部分

を残す広い範囲が撹乱を受けており、壁の掘り込みが浅いこともあり全体的なことは不明である。

<m複状況〉 特に噸複する辿櫛も無く単独で検出された。

<平面形･規模〉 検出された壁の方向から見て平面形は正方形か長方形をなすと推測されるが、南壁で約

1.60m・西壁3.lOm部分が検出されたのみであり、全体的なことは不明である。

<埋 土〉 4胴に細分されているが、 l～3層は暗褐色や黄褐色のシルト粒が混在した照褐色のシルト

であり、 4燗は歯褐色の砂賀シルトである。全体としてやや締まりがあり、堆仙状況の観察では自然埋没に

よる堆禎と推測された。
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<壁・床面〉 残存する西壁は床而から内湾気味に大きく外傾するが、明瞭に残存する壁で15cmの深さがあ

り、その他は後世の撹乱により磯存しないため不明である。撹乱の無い床面は一部が段丘礫府の上面を露出

させるものの、ほとんどはⅢﾉ付

の髄褐色シルトで柵築され、南

西隅部付近は広く貼床が観察さ

れ、中央部分の一部に堅くしま

る部分があり、家内部の使われ

方に影響されたと考えられる。

<床而の施設〉 検出された床面

の範囲では搬洲・貯蔵穴とも検

出されていない。

<柱 穴〉 縦穴状の小土坑

は検出されていない。

〈カマド〉 我作し検lllされ

た範朋1期では検l1lされていない

ことから、後世の撹乱により削

平されたものと棚1111される。

辿物 ("38IXI76～79、

写真図版32）

埋土内や床面から出土している

が餓的には少蹴であり、土師器

1点と須忠器3点を掴戦した。

土師器一埋土上部から休部下

位～口縁部を残す坏（76）

が1点の川上である。ロクにが1点の川上である。ロクロ

⑤
声
旦
神
摺
詮
。
、
ヨ

ー

“

０

１

’

０

少
Ｏ
ｒ
ｌ
Ｉ
１
１
旧
旧
旧
旧
Ⅲ
肥
Ⅷ
叩

一

T-1H17U
輯

ﾄト

_ム

{'.1,,,8,

1_ ALa122.400m
ｰ

風
Ｍ
ｕ
４

1 75Ⅵ《M川棚シルト粘性卿しまりあり（lAl<蹄まるト 10Ⅵ{3/4
珊柵色ブ回ツク状に5％台む。異物少、翁むぽ
2 1〔jYI《3/z jM側シルトとIOYH5細仇糾砂筒シルト｛増山）の趾1．18

m竹やや綱しまりjｸリ
3 1〔ﾊ'R3/Z胤糾シルトと10YR5/6批褐砂閥シルト蝿111）の況上14

帖代やや剥しfりめり
‘1 ｛地1111 】(ﾊ'R5/8国糊砂阿シルト帖竹なLLをりあり

１
１
、
〕

２
６

1m

第12図RAO4竪穴住居跡

仙川成形されIﾉﾘ外面ともロクロナデ調整痕のみを残す所洲赤焼き上器の範

畷に入るもので、下端の状況から本来は高台を付す器形の可能性が強い。底部の状況は不lﾘ1であるが、

体部は僅かな丸味を持ち大きく外傾する器形である。

須恵器－3点の出土であるが、いずれも蝿上中・下位からの出tである。器弧は77が翌の体部上端～頚

部下端、78は瓶の口縁部、79は火劉の岡部破片である。77．78はロクロ使用成形され、ロクロナデ狼

以外の調整痕は無い。79は外面に並行叩き具痕、内面に無文凸面の当て具痕を付し、ロクロ使用有無

は判然としない。3点とも破片での出士のため器形等全体的なことは不明である。

辿柵の時期

出土した遺物の榔相から平安時代前IUlの911t紀後半代頃に位皿づけられると推測される。

(5) RAO5竪穴住居跡

辿柵 ("13～15IXI、写典図版6,7)

<位 世> -lH23o区～Ⅲ231区付近でRAO4竪穴住居跡の南西約1 1mに位趾する。

<検出状況〉 Ⅲ刷上Ihiで黙褐色の広がりとして確認された。

<iⅡ複状況〉 腓作による後世の捌乱や椛穴状小l:坑とのWi:板はあるが、膿穴伽鋤との爪槻はない。
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<賦複状況〉 耕作による後世の撹乱や柱穴状小土坑との重複はあるが、竪穴住居跡との重複はない。

<平面形･規模〉 北東一南西約7m、南東一北西約7.5m、床面積約52.5㎡の広さを持つ大型の住居跡であり、

平面形は南東一北西にやや長くなる略方形をなし、中軸方向はN-38｡ -Eを示す。

<埋 土〉 大半はシルトまたはシルト質土の堆槻であるが、色調や混入物等によりl7層に細分されてい

る。全体的に見ると上位層は黒褐色や暗褐色・黄褐色をなし若干しまりのあるシルトで、 7層まではほぼ平

面的な堆積状況を示し、自然埋没による堆禎の可能性が大きい。下位厨はややしまりと粘性のある照褐色や

暗褐色シルトが堆樹し、全体として焼土粒や炭化物粒の混入・混在が見られ、特に西壁よりの股下屑は焼土

と炭化物の掴が観察され、この住居跡が火災で焼失した可能性の強いことを示している。下位脚の堆楓状況

が複雑な様相を示すこともその傍証となろう。また、出土した炭化材の樹種同定では建築部材と推測される

物はほとんどがクリ材、屋根材と推測される材にカヤなどが使用されている。

<壁・床而〉 蝋はやや外傾して立ち上がり、深さは30dn～20qn前後で、西に寄るほど深くなる傾向があ

る。床面はほぼⅢ燗の黄褐色土で柵築されるが、一部分に段丘礫層の上面が露出する。全体として倣かな

起伏があり、中央部が高く壁よりがやや低くなる傾向が見られる。

<床而の施波〉 壁澗・貯撒穴とも検出されていない。

<柱 穴〉 床面から柱穴状の小土坑が14基検出されている。規模は95dn×70cnl～30qn×25cm、深さ

21叩～54dnの範囲とバラツキが大きいほか、位置関係も不規則でありいずれが主柱穴となるのか明確

でない。

〈カマド〉 北東壁の中央やや北東隅部寄りの1号、北東壁北東隅部寄りに2号、南東唾南東隅部寄りに

3号の併せて3基櫛築されているが、袖部等の残存状態により3号カマドがもっとも新しいことは事実で

あるが、 1 ．2号カマドの新旧関係は不明である。

1号カマド 袖部の他燃焼部・煙道部・煙出し部などが残存し、住居跡が廃棄の時に使用されていたカ

マドであることを示す。袖部は極暗褐色のシルトで櫛築され礫や土師器などによる荊強材は猟い．左右と

も壁から70dnほど延び、それぞれ70dn×25～30dnの規模がある。燃焼部は70ml×35dnほどの広さがあり、

ほぼ全面に最大厨厚5dnの焼土が広がり、支脚は壁から20m位離れた床面に径55dn、屑厚4dnほどの桐円

形状に広がっている。煙道部は澗状に検出されたことから掘り込み式と推測され、底面が火床面と同じ面

から次第に深くなって北東に約2.0m延び、煙出し部は深さ45dn位の深さがある。埋土は色網によってlO

厨に細分さるが、いずれもシルトや砂質シルトが混入し、ややしまりがある。

2号カマド 袖部は盛存していないので不明であるが、燃焼部の焼土と煙道部が検出された。燃焼部の

焼土は壁から20dn位離れた床面に径55dn、層厚4anほどの楕円形状に広がっている。煙道部は澗状に検出

されたことにより、掘り込み式と推測され、奥壁で若干高くなった後、次第に深くなって南東に約l.6m

延び、煙出し部は深さ45m位の深さがある。埋土は色調によってlO層に細分さるが、いずれもシルトや砂

質シルトが混入し、ややしまりがある。

3号カマド 煙迫部と煙出し部そして燃焼部の焼土のみが残存し、その他の部分は不明である。燃焼部

の焼土は壁から15qnほど離れた床面に径40dnほどの略円形状に広がっている。煙道部は掘り込み式として

検出されたが、奥蝋と同じ面から次第に深くなって南東に約l.4m延び、煙出し部は深さ45cm位の深さが

あり、壁はほぼ垂IIに立ち上がる。埋土は色鯛によってlO届に細分さるが、いずれもシルトや砂質シルト

が混入し、ややしまりがある。
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1，10YR2/2肌掲砂剛シル|・ しfりあり帖蹴やや珊叫化物牝2％塊人

I0YR副I鵬1.1仏パミス（伽一例）小ブロック1％椛人
210Y“/:10m川也シルトしよりめり帖作やや飢晄、仏バミスブ回ツク
’''0～小）5船．I0YR8/6101胸凋仏小ブロック 似化物紬ごく少賦塊人
3 I()YR〃3冊剃也シルトしよりllp船側:やや釧胤化物#i微軸4人
4 IOVR3/ljM掛色シルI， し全り'10 帖桃やや勘【
5．10YR4/2灰州u色シルI，し上りあり鮎佛墹1()YR6ﾉ61ﾘI胸Iu仏ブロッ

ク微吸翻入
6．IOYR2/3照御世シルト（3と同財》

7 】oYR3/2脚禍色シルトとlOYIW4間色シル1,の潔i： し土りなし帖仙あ
り

8．IOYR1.7/l肌色シル卜 し士りあり靴仙削IOYR7/8仇1N位小ブロッ

クl鮎，炭化物#網蝿醜人
9．IOYR4/4MI他シルI,とlOYR3ﾉ2M1禍也シル1.の呪’ し上りあり鮎fl側

10．10YR3/l剛1M曲シルI，し＆I)あり軸例独j､初11Wに馴螂

冊】も弘刷二包介6YR4/8州M也娩I:Z6靴・10Ⅵ16/61ﾘl仇測仏小
ブロック1％脱化116％醜人

11 1()YI剛/4蛸IH仏シルl・ しょりIIIWl‘やや餓小棚少、H1人
12 1()YRM洲iQ色シル1、しホリありH11fやや剃

13，1()YR2ハM1色シル1° し＆リタ)り帖胤やや州6YR6ﾉ棚l小
褐色仇lブロック3%塊人
小1 l()YR3/3剛測色シルI・ し上りややjJり帖Ⅱ.やや錨

5YR5畑lVI小褐色仇l小プﾛｯｸ､脚化物I鯛0粥況人
15，lOYR3ﾉ311N禍色シルトと5YR5/8亦掛也娩上の艶1．しまりあ
り粘性やや刺

16 lOYR8/8咽mlu仏シルト し山りあり鮎、やや恥O
IOVR3/2出紺色シル1,20郷肌人

t17．5YR6/8祁禍仏娩i，し土りありW,性なし

2m

第13図RAO5竪穴住居跡( 1 )
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第14図RAO5竪穴住居跡(2)

遺物 （第38～47図、写典図版26．32～39図）

埋土内や床面から土師器38点、須恵器20点、鉄製品8点など大猛の遺物が出土している。

土師器-38点には坏24点(80～89･91～97.99～105･lO8～llO)、高台付き坏4点(90･98･106･107)、

"10点(111～120)が含まれる。

坏の24点はすべてロクロ使用成形であるが、内面がミガキ後蝋色処理されるl5点(81～85･87･88･

92.95.97.lOO.lO2･104･105.109.1 10)と無処理の9点(86.89･91･93･94.96･lOl･103.108)

がある。前者は底部から体部が髄かな丸味を持って大きく外傾する共通の器形をなし、一部の口縁端部
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1 75Ⅷ2/l鳳巴シルトし上り上り帖促やや劇SⅧ5/“1＊関心塊I．IOYR7/8仇
掘色プ回ヅク執健30発．隅化01 1小15恥8仏
1 1()YRI7/1冊色シルト しとりややあり帖倣やや劇
25Y脚/8小間色坑上し＊りﾀり鶴忙強炭化街働剖IRI兜魂人
a 10YR3ﾉ3哨榔GI.と5YR5ﾉ8町I象褐色晩上の盤上し坐りあり帖性やや科カマド
ヒ晶婿感日の刷偏？
4 10YR2/3幾閏色シルトしゑりなし賂性強炭化撫粒l兇配入
5 10ⅧW‘$哨肖巴シルトし上りなし帖性強IOYR5焔凋粥色15発混入
6 IOYR4/4側色シルトと”YR5/8働糊色シルトの腱上しまりあり粘性やや璃
725YR4倦律栂色晩tしまりややめり鮎、弱IOYR3f2風紀噂l･20％離人
7 25YR4細＊褐色鍵上し上り\』やあり帖俳やや科I0YR蛇圏褐色上15,熱人
8急YR5/8邸褐色シルI， L上りあり帖侃劇10Ⅷ3/2蝿仇掲GIS鞘唖度 隈化物
姓蛍賦汎人
9 10YR班8負掲巴シルト陰lOY卿4/3腱ぶい蘭測色シルト御璽’ し＊り上り鮎、やや
剥茜5YR5ﾉ8刺＊測色長1プuワク10擶呪入
g 10YR7凋枕侭色シルトし上りあり賂性料IOYR2/3畿褐世卜”鮎乱入
10．lOYR7ﾉ8徴⑨色シルトし上りあり鮎、劇10源2/3里錨唖4.5鼬劃入
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9-11
1 I0YR野2鼠褐色シルトしまりややあり粘性やや瀞曝#&人
2．IOYR郡2胤掲色シルトしまりをし帖伐強I0YR2ﾉ21M褐色ブロック20％・I0YR7/6WI的褐色プ、ツク5弗況入
3 IOYR2ﾉ1蝋色シルト し土りあり岾外強

4 IOYR2ﾉ1臓他シルトし上りあり帖冊強IOYR7綿mf侭柵色ブロック10乳j・sYR4/8齢褐色呪iとプt】ケクl究規人
5 10YR2ﾉ3風榔色シルト しとりややめり帖、絵10Ⅷ7凪WI碗糊也ブロック徹帆況入
G UOYR〃‘1哨卿仏シルI・ し上りややなし帖例やや強5Y繩/8が把色仇上徹小ブ【]ツクl鮎 腿化物彼慨吐血人
7 IOYR4/6脚他シルト，し上りあり鮎側やや劇Ⅲ制岨塊？
8 10YR2鰯照禍色シルI， しまりみり帖性や竿強I0YR7/I隅rlパミス（'rQ-nl小ブロック侭峨醜人
9 lOYR加叩I黄褐色砂蘭シルトし全りあり帖性やや燭IOYI⑬/2』蘭禍色110弘斑状に混入 ・躯健剥い腕眼'二よる麗但あり，カマド上潔卿迩の柵薬屑か？
l0－ IOYR4/Z灰錠褐色シルトし忠りあり粘倫やや斜lOYR3/蝿褐色 IOYR8/8就栂色・sYR5ｨ8印l鍬禍也娩1‘4【〕恥斑状に混入脱化狗粧撤僧氾入
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12．5YR5BWl赤禍色娩l しまりややあり帖協.やや劇IOYRW3輔楜也ブ画ツク10剥脱人
13, lOYR3/2瓜掲也シルト し土りあり粘制:やや胴lOYR7ﾉ‘1にぷい腕樋也・5YR5旧W岬脚色晩Iブロック20粍呪人 1W4脚
14．2．5YR4/8赤褐色仇上しまりあり帖惟刺火lド脇
15．2．5YR4/8榊日色仇tとlOYR3/2M燗山上の肌,こし成りあり粘仲卿
16 IOYR3/2肌1M色シルI・ し上りなし帖Ⅵやや明2.6YR2錨蛸州M色娩lプtコック5り6桃人
17 10Ⅵ〃ﾉ8釣1W砂Wシルトしよりめり帖11脚l()Y”/1M他シル1.30軸艶人則l4M
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[jヅクl{)％呪人

3．1{)YR必/馴州側仏シルト し上りややめり帖他制i 5YRJ1/8齢叫色焼1狗小ブ
ロック15渦呪入

イカマドⅢ

'1 1()YR2/2Ⅲ側也シルI‘ し土りあり帖惟やや脚脱化1M粒1％混入
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l lOYR田8WI仇掲幽シルトとIOYR3/l側糊勉シルトの帥＋ し土りやや上りM竹やや鋤 1W唯上
2．SYR4脇赤紺色焼I： し膿りあり粘性鯛
3．lOYR4ﾉ3腱ぷい関脚色シルトL上りあり朗惟仙
4．10YIWl熱色シルトしまりややあり粘性錨5YR釘8Wl弗掲＆晩1.ブロック侭射醜人
5．lOYR4/4褐色シルトとsYR5/“I鍬掛色娩&”製1．しまりめり軸靴やや妙I火蛎那？
G，10YR醒閲禍色シルトしよりあり粘蛇やや瀞IOYR4/2鵬碗脚色10弱‘I0Y1f7/”l岱榔色プロヅク15狗
擾度．5Ⅷ認明俸褐色焼土ブロック・炭化物紘微鯖鎚人
7．10YR7/6酬碗側色砂侭シルト咽、層）とlOYR2層胤褐色シルトの没＋し＊りややあり帖峨やや野9W
との界謝付近力'焼成を受けて涯色幅YR郭珊赤褐色ト
8△ 10YH釘I劇糊色シルトし我りややめり柚件やや蝋lOYR7/8WI謝側仏プ掴チク30鮎側幽眺人
9．lOYR3ﾉI凧褐色シルト しとりあり帖惟やや傷lOYR7/6岬I仇間色ブロック10兜，5YR駒柵I亦柵色娩I
ブロック15発脚阪81人
l()．10YR2〃洲色シルトLとりあり貼作やや叫IOYR7/8叩I例削色ヅロリク15艶幡南腕人
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第15図RAO5竪穴住居跡(3)

－27



は小さく外反する。底部の切り離しは|可転糸切り離しであり、ほとんどは無鯛整であるが84．85．97．

lOO･105などの個体は一部または全面をヘラナデ再調整する。また、87の体部外面に「本」の墨藩が

ある。

高台付き坏は90.98.106.107の4点であるが、完形は90のみで他は体部下位～高台部を残す破片で

ある。すべてロクロ使用成形され、回転糸切り離しの底部に「ハ」状に高台を貼り付けた器形であり、

90以外の内面はミガキ後黒色処理される。坏部の器形は一般的な坏と同様であるが、90のみは特別大

型であり一般的な個体の1.5倍ほどの大きさである。

塾のlO点(lll～120)は、lllと118の2点はロクロ使用成形であるが他は不便用成形である。ロ

クロ使用成形の2点は体部下位～口縁部を残すlllと体部中位～底部を残すll8であるが、外面はロク

ロ成形の後へラケズリ調整、内面はヘラナデかヘラケズリ調整され、底面は全面へラケズリやナデ澗盤

である。体部に若干ふくらみを持ち頚部で窄み、口縁部は外反し端部が直口気味となる器形である。ロ

クロ不使用成形の個体は115の小型鉢以外は破片での出土である。基本的に紐巻き上げロクロ仕上げで

あるが、体部の外面はヘラケズリを主体にヘラナデで調整され、内面はヘラナデやカキメの翻整であり、

基本的にはロクロ使用成形の個体と同棟である。体部が長胴の個体(112･ll4･119)は頚部で擁く窄

み口縁部が外傾する器形を示し、底部の周囲が突出する例もある。大きさは定かでないが大小関係があ

ることは事実である。

須恵器-20点には坏4点(99･121～123)、壷12点(124～l31.133～138)、喪4点(132･139･140)

を含む。

坏はすべてロクロ使用成形されl21と122は完形またはほぼ完形である。体部は内外面ともロクロ使

用成形痕のみを残し、底部は回転糸切り離し照調整であり、体部が底部からほぼ直線的に外傾する器形

である。

壷の12点(124～129･131.133～138)には一般に長頚瓶となる9点(124～l29.131･133･134)

が含まれ、特に底部の縁に低く断面三角形の高台を付す4点(124.127･133･134)は長頚瓶であろう。

すべてロクロ使用成形され屑部から上位はロクロ成形痕、屑部から下位はヘラケズリかヘラナデまたは

カキメによる調整があり、 134の刑部には並行叩き具痕が若干観察される。内面はほとんどロクロ成形

痕のみであるが、底部よりにヘラナデ調整される例もある。底部から体部が大きく外傾し屑部で丸味を

持って頚部で窄み、口縁部が大きく外反して端部は縁帯状の受口となる器形が多い。また、頚部の下端

に突帯を付す例が3点あり、生産地に東北地方と他地域が想定される。一般的な壷は5点(l30･135~

138)でそれも広口形である。高台が撫いこと、広口であること、などを除くと形や調整等長頚瓶とし

た個体と特徴は大同小異であるが、大小関係が大きい。

喪の4点(130･132･139･140)は、体部外面に並行か格子目叩き具痕、内面に放射状・上位に放射

状下位に並行、無文凸面の当て具痕を付す所調大喪の3点(132･139･140) と、広口壷的な1点

(130)がある。130はロクロ使用成形され体部上位～口縁部はロクロナデ渕整のみであるが体部下半は

外面へラケズリ、内面へラナデ調整痕がある。底面は手持ちへラケズリ調整され、体部は丸味を持ちな

がら外傾し、肩部に最大径を持って頚部で窄み、大きく外反する口縁部は端部が縁帯状をなし受口にな

る。大裂は脚部に峨大径を持って頚部で大きく粗み、口縁部が外反して端部が縁帯状の受口となる。

その他一鉄製品の8点には刀子3点(141･142･l44)、釘4点(143.145～l47)、槍鉋1点(148)がある。

遺構の時期

出土した遺物の槻相から平安時代前期の9世紀前半代に位睡づけられると推測される。
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(6) RAO6竪穴住居跡

遺櫛 （第l6～17図、写真図版8･9)

<位 間> IH2m区～同2p区付近、 RAO5竪穴{}掘跡の南西約9mに位極する。

<検出状況〉 Ⅲ届上面で黒褐色の腹がりとして確縄された。

<璽複状況〉 後世の柱穴状土坑のほか大きな撹乱は無いが、東側がRAO7竪穴住居跡と重複し、当住居跡

の方が新しい遺櫛である。

<平im形･規樅〉 東一西約7～6,50m、南一北約6.50m、床而槻約44㎡の広さを持つ大型の住居跡であり、

平面形に若干歪みはあるももほぼ方形をなし、中軸方向はN-76｡ -Wを示す。

<埋 土〉 大半は黒色～褐色を示すシルトまたはシルト質土の堆積であるが、亜複するRAO7竪穴住居

跡の埋土も含め色調や混入物等により17卿に細分されている。全体的に見ると若干しまりと粘性のある鼎樹

色と購褐色のシルトが大半を占め、壁際の埋土内には砿の崩落と推測される褐色シルトの堆俄が観察される

ほか、地山起源の明黄褐色のシルト粒を混入させる。堆積状況の観察では、壁際では外部からの流入を示す

斜め堆槻であるが、中央部はほぼ平面的な堆欲状況であり、全体として自然堆禎により埋没したものと推察

される。

<鞭・床而〉 壁の深さは35cm～20cm前後でやや外傾して立ち上がり、床而には蒋干の起伏は見られる

もののほぼ平坦であり、水平状態の部分が多い。床面は東壁寄り面積約3/lは段丘礫慰に地山起源の明黄

褐色シルトで貼床されるが、その他はⅢ屑で櫛築され、カマド寄りの而積約3/2は踏みしめにより堅くし

まる。

<床面の施設〉 南壁際と北壁際の床面に壁澗が棚られているほか、貯蔵穴状の土坑は検出されていない。

南壁際の壁潤は幅・深さとも最大lOCmで、中央やや西寄りにl.85mの長さがある。一方、北壁際は幅最大

20dn，深さ約lOdnで、ほぼ中央に一部断続するが4.05mの是さがある。実測図には西壁際の北隅部寄りに

土坑が2基記職されているが、貯蔵穴とするには規模が小型であり、否定的である。

<柱 穴〉 床面から柱穴状の小土坑が20基検出されている。規模は95dII×70cm～30dn×25qn、深さ

9an～24dnとバラツキが大きく、位置関係も不規則でありいずれが主柱穴となるのか明確でない。

〈カマド〉 西壁の中央やや北隅部よりに櫛築され、袖部の他燃焼部・煙道部・煙出し部などが磯存し、

袖部は崩落した天井部が被さる形で検出された。袖部は左右とも芯に礫を補強剤として配脱し、それに褐色

シルトを貼り付けて構築しており、袖部は長さ80dn～60cm、幅40cm～30cmほどである。燃焼部は60dnx

30cmほどの広さがあり、焚き口部から燃焼部中央付近まで畑大隅厚5mlの焼土が広がり、焚き口部から30

cmの位朏に支脚が設世されている。煙適部は奥飛の床面から俄かに低くなって西にl .6m延びた利俄き式で

櫛築され、煙りだし口は径約40cmの楕円形をなし、深さは約45cmである。埋土は黒色や黙褐色、赤褐色を

なし、ややしまりと粘性をもつシルトが堆積し、色調や混入物の違いなどによりl2屑に細分され、下層には

焼土粒や炭化物粒が混在している。

巡物 （第47～49図、写真図版40～41図）

埋土内や床面から土師器15点と須忠器13点、鉄製品2点、土製品1点が出土している。

土師器一坏7点(149～l55)、高台付き坏1点(16)、鯉6点(157～159･161～163)がある。

坏はすべてロクロ使用成形であるが、内而がミガキ後無色処理される3点(149･150･152) と蝋色処

理の無い4点(151･152.154.l55)があり、底部は基本的には回転糸切り離しであるが149～!51はヘ

ラナデ再調整があり、 149とl55は体部下端にヘラケズリ調整、 149の底面には判読不能の鍋播が付され

る。休部は底部から軽い丸味を持って外伽し端部が幟く外反気味となる個体が多い。
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高台付き坏1点(156)はロクロ使用成形内外面ともヘラミガキ後黒色処理され、底部の切り離しは

定かでないが「八j字状の間台を貼り付ける。坏部の器形は他の坏とほぼ同様である。

弧の6点(157～159.161～163)は、ロクロ使用成形される2点(158･161) とロクロ不便用成

形のその他とある。前者の158は体部下位～底部を残し外面へラナデやヘラケズリ、内面がヘラナデ、

底面もヘラケズリ調整される。全体的なことは不明であるが、口縁部は外反して縁帯状をなし受口状に

なる。ロクロ不使用成形の個体は体部外面がヘラケズリ、内面がヘラナデ調整され、底面に水薬痕を付

す個体が多い。底部から外側する体部はﾙ1部に駁大径を持って頚部で窄み口緑部が小さく外反する器形

を示す。

渦の1点(160)は口縁部～体部上位を残す破片であり、詳細は定かでないが、内外面にロクロ調彊

痕を残し、体部～口緑部が軽く外反する器形らしい。

須恩器-13点には坏5点(164～168)、髄5点(169.173～176)、喪3点(170～172)がある。

坏は口緑部～底部まで残すのは168の1点のみで他は口縁部破片2点(164･166) と底部破片2点

(165･167)である。いずれもロクロ使川成形され底部が回転糸切り離しで168は若干へラナデ調整さ

れる。

蛍の中には所捌艮頚瓶と推測される2点(175･176)のほか高台が付される2点(169･173) も艮

頚瓶である可能性が高い。商台を付す2点はともに体部が球状に膨らみ、169の外面はヘラケズリ、内

面がヘラナデ澗厳されるが、 173は内外面ともロクロナデ痕のみである。その他は頚部か口緑部を強存

する破片であるが、口縁部が頚部から大きく外反し端部が織聯状の受口となる。なお、頚部には突Wifが

付される東北型も観察される。

弧の3点は脚部上位～口織部を残す170のほかは体部破片である。体部の外面はいずれも並行叩き具

猟を持ち、内面には並行や放射状の当て具痕を付す。

その他一鉄製品が2点と鮒羽口が1点出土している。鉄製品の1点(178)は器翻不明であるが、177は

断面が丸棒状の素材を環状に丸めた製品である。179は総羽口の小破片である。

遺栂の時期

出土した遺物の槻相から平安時代前期の9世紀頃に位紐づけられると推測される。

(7) RAO7竪穴住居跡

遺櫛 （第16～17図、写典図版9)

<位 世> IH2p区付近でRAO6竪穴住居跡の東に約2.5mずれる形で亜複する。

<検出状況〉 Ⅲ層上面で黒褐色の広がりとして確認された。

<m複状況> RAO6住居跡が、複し、南西部分の約55%を削平しており、東壁と北壁は全体が検出さ

れたが、西壁と南亜は一部を弧して削平を受けており残存せず、当住居跡の方が古い辿柵である。

<平面形規模〉 残存する壁からの計測では束一四約5.30m、南一北約5.7mの規模で、本来の床而梱は約

30.2㎡の広さと推測される。平面形に若干歪みはあるももほぼ方形をなすものと推定され、中軸方向は

N-76｡ -Wを示す。

<塊 土〉 大半は蝋色～褐色を示すシルトまたはシルト質土の堆槙であるが、、複するRAO6竪穴住居

跡の埋土も含め色鯛や混入物聯により17脚に細分されている。全体的に見ると若干締まりと粘性のある黒褐

色と暗褐色のシルトが大半を占め、壁際の埋土内には壁の崩落と推測される褐色シルトの堆積が観察される

ほか、地山起猟の明黄悶色のシルト粒を混入させる。堆槻状況の観察では、壁際では外部からの流入を示す

－32－



斜め堆欄であるが、中央部はほぼ平面的な堆積状況であり、全体として自然堆槻により埋没したものと推察

される。

<壁・床面〉 壁の深さは35dn～20dn削後でやや外傾して立ち上がり、床面には若干の起伏は見られるも

ののほぼ平坦であり、水平状態の部分が多い。床面は東壁寄り面俄約3/lは段丘礫卿に地山起源の明黄褐

色シルトで貼床されるが、その他はⅢ層で構築され、カマド寄りの面撹約3/2は踏みしめにより堅く締ま

る。

<床而の施投〉 南盤際と北蛾際の床面に壁澗が掘られているほか、貯蔵穴状の士坑は検出されていない。

南壁際の壁澗は幅・深さとも最大lOdnで、中央やや西寄りに1.85mの長さがある。一方、北壁際は蝿最大

20cm、深さ約lOdnで、ほぼ中央に一部断続するが4.05mの長さがある。実測図には西醗際の北隅部寄りに

土坑が2基記職されているが、貯蔵穴とするには規模が小型であり、否定的である。

<柱 穴〉 床而から柱穴状の小土坑が20基検出されている。規模は95cm×70cm～30dn×25cm、深さ

13cm～27mlの範囲とバラツキが大きいほか、位置関係も不規則でありいずれが主柱穴となるのか明確でな

い。

〈カマド〉 西醗の中央やや北隅部よりに柵築され、袖部の他燃焼部・煙迫部・煙lllし部などが磯存し、

袖部はml落した天井部が被さる形で検出された。袖部は左右とも芯に礫をWI強材として配皿し、それに褐

色シルトを貼り付けて柳築しており、袖部は長さ80dn～60dn、鯛40dn～30dnほどである。燃焼部は60dnx

30dnほどの広さがあり、焚き口部から燃焼部中央付近まで最大層厚5dnの焼土が広がり、焚き口部から30

mの位慨に支脚が設阻されている。煙道部は奥壁の床而から僅かに低くなって西に1.6m延びた剥枇き式

で柵築され、煙りだし口は径約40qllの楕円形をなし、深さは約45dTIである。埋土は黒色や黒褐色、赤褐色

をなし、ややしまりと粘性をもつシルトが堆積し、色調や混入物の通いなどにより12層に細分され、下層

には焼土粒や炭化物粒が混在している。

遺物 （第50図、写真図版41～42図）

埋土内や床面から土師器19点、須恵器2点、鉄製品2点、石製品1点の出土であるが、賦的には少ない。

土師器一坏7点(180'182･183.185･188.190)、高台付き坏2点(181･184)、弧2点(189･191)

が含まれる。

坏7点はすべてロクロ使用成形、190以外は内面へラミガキ後鼎色処理され、底部は回蛎糸切り離し

で一部(182･185･186)手持ちへラケズリ調整される。底部から軽い丸味を持って体部が外傾する器

形で、端部が若干外反する個体が多い。

問台付き坏の2点(181 '184)は体部下位～底部を磯す破片であり詳細は不lﾘlであるが、いわゆる一

般的な坏に澗台を貼り付けた形と推測されるが、181には内面黒色がない。

翌の2点(189･191)は、ロクロ使用成形(189) とロクロ不使用成形(191)があるものの、前者

は休部下位～底部、後背は口縁部～体部上位を残す破片のため全体的なことは定かでない。前者は底部

が回転糸切り離しされ体部の内外面ともロクロナデ痕があり、後者は体部外面へラケズリ、内面ハケメ、

口縁部は内外面ともヨコナデ調整される。体部に最大径があり、頚部で軽く窄み口縁部が外反する器形

である。

須忠器一坏1点(192)、壷1点(193)ある。坏はロクロ使川成形、底部回転糸切り離し無綱擬で、体部

が幽かに丸味を持ち外傾する器形である。壷はロクロ使用成形された口頚部のみを残存する個体である。

その他一鉄製品(195･196)は器種不明の2である。石製品(194)は小型の砥石である。

過栂の時期

出土した辿物の棟相から平安時代前期の9世紀前半代に偶すると推測される。
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(8) RAO8竪穴住居跡（旧名称RAll)

道柵 （第18図、写真図版10)

<位 慨> RAO5竪穴住居跡の東約8mで、－1H21u区～m2Iv区付近に位liYする。

<検lll状況〉 Ⅲ脳の上面で無褐色に広がる照褐色シルトによって確認されたが、北部とI櫛部が後世の

撹乱による削平を受けており、南西壁と北西畷噛東壁の一部を検出したのみである。

<砿扱状況〉撹乱により詳細は不詳であるが、特に皿似する遺椛も無く単独で検出された。

<Vim形･肌椣〉 検出された南関暇の長さ7mからみて全体脱樅は7m×？とｲ側ﾘすることができ、平而形は

｣方形か瞳方形をなすと推測される。巾軸方向断定Ⅲ来ないが南西壁がN-27-Wを示す。
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<埋 土〉 大全体が5厨に細分されているが、 l ･2個は黒褐色のシルト、3層は黒色のシルト、4屑

は明赤褐色の焼土、褐色のシルトであり、全体に焼土粒や炭化物粒が混入する。堆積状況の観察では自然

肌没による堆槻と推測された。また、埋土内に焼土や炭化物を多く含むなどから焼失住居である可能性が

ある。

<壁．床面〉 残存する南西壁は床面から外傾し、約20cmの深さがある。残存状態が悪く詳細は不明であ

るが、床は基本的にⅢ層で棡築されるが東寄りの一部段丘礫胸が露出している。北部には黒褐色シルトと

混合したシルトによる貼床も観察され、蹄みしめにより堅く締まる。

<床面の施設〉 検出された床面の範囲では壁潤・貯蔵穴とも検出されていない。

<柱 穴〉 柱穴状の小土坑はl l基検出されているが、規模・位鯉関係とも不揃いであり、いずれが主

柱穴を櫛成するかは不明である。

〈カマド〉 検出範囲では存在を縦認していないことから、後世の撹乱により削平されたか、東盤に股

皿されていた可能性が強い。

遺物 （第51～54図、写真図版42～44図）

埋土内や床面から土師器7点、須忠器18点、鉄製品1点lll土している。

土師器一土師器には坏4点(198･200･201･203)、高台付き坏2点(199.202)、翌1点(204)が含ま

れる。

坏はすべてロクロ使用成形で底部回転糸切り離し無調稲であるが、内面はミガキ後黒色処理の2点

(198･201)と無処理の2点(200･203)がある。体部が底部から若干丸味を持って外側する器形はす

べてに共通する特徴である。

高台付き坏の2点(199･201)には、体部下位～高台部を残す前者と高台部のみを欠失する後者があ

り、ロクロ使用成形された一般的な坏に擶台部を貼り付けた器形と推測される。

型はロクロ不便用成形された休部～口縁部を残す破片であるが、休部は外面へラケズリ、内面がヘラ

ナデ、口縁部は内外面ともヨコナデで調整される。

弧瓜器一坏2点、壷6点、翌lO点出土している。

坏2点(205･206)はロクロ使用成形、底部が回転糸切り隠し熊調溌で、器形は前者が体部に倣かな

丸味を持って外傾、後者は直線的に外傾し、ともに端部は継ぐ外反する。

壷の6点（207～212)には口縁部のみを残す4点(207～2IO)と、底部から口縁部まで残存する

2点(211･212)がある。前者の内207･208は長頚瓶的な雰囲気を持ち、他の2点は弧的な器形を推

測させ、すべてロクロ使用成形されている。後者2点の内21 1は遡的な血であるし、 212は底部に高台

を付す等長頚瓶的な壷と言えよう。2点ともロクロ使用成形であるが、後者は体部外面がヘラケズリ訓

礎される他、体部下端に並行叩き具痕を僅かに残す。底部の切り離しは211では回転糸切り離し無調整

である。

喪はlO点(213～222)と多いが、完形品はまったく出土していない。破片の状況から外面に並行叩

き具痕を付す所謂大饗が8点(213～216．219～222)と壷的な器形を推測させる2点(217．218)

がある。大喪は内面に同心円 (213･222)、放射状(214･219･220･221)の当て具痕があり、斑的な

器形とした個体は無文である。すべて休部が大きく膨らみ口縁部は外反や繭線的に外傾する共通の器形

であるが、大喪の底部は丸底となろう。口緑端部は上方に引き出されて緑帯状の受口と、肥陣させて外

折させる例がある。

その他一鉄製品は1点（223）の出土であるが、器種は片刃となり鉈状利器の残欠の可能性がある。
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遺構の時期

出土した遺物の様相から平安時代前期の9世紀前半代に位榧づけられると推測される。

2．住居跡状遺構

4棟の検出であるが、竪穴住居跡に比較して平面形や壁高はほぼ近似した状況を示すが｡、カマドや床面

から焼土が検出されないこと、規模が若干小型であること、などから住居跡状遺櫛として区別した。

(1)REO1住居跡状遺構（旧名称RAO8)

遺構 （第I9図、写真図版ll図）

〈位 m> -IH24s区～IH25t付近で、REO2住肘跡状通櫛は西北西に約24mの距離がある。

<検MI状況〉 Ⅲ闇の上面で鼎褐色の埋土が露出したことにより確認した。皿複する週櫛もなく単独で検出

された。

<規模と形状〉 東一西l.90m、南一北l.80mの規模を持ち、平面形は東西方向が僅かに長い略方形をなし、

床の面棚は約3.40㎡である。

<埋 土〉 黒褐色シルトが主体をなし、褐色シルトの粒が若干混在する。

<壁・床面〉 壁高は東23dII、西22qlI、南25m、北24dnほどあり、床面からやや外傾する部分もあるが、

ほぼ直立気味に立ち上がる。

<柱 穴〉 床面内外ともに柱穴と推測されるような規模の土坑は検出されていないので不Iﾘlである。

〈カマド〉 カマドに伴うと推測される遺構、焼土とも検出されていないので、カマドは設泄されていな

いものと理解される。

遺物 （第54図224、写真図版44図）

南西壁際床面付近から、内外面黒色され高台を付した土師器坏が出土している。

土師器一完形の高台付き坏1点（224）が出土している。ロクロ使用成形され内外面ともミガキ後黒色処

理され、底部の切り離しはヘラナデ調整で不明であるが、「ハj字状の高台を貼り付けている。体部か

丸味を持って外傾し、全体的な騨囲気は高台付き碗と言える。

遺栂の性格と時期

出土した土師器の器形から平安時代前期の遺構と推測されるが、性格については不明である。

(2) REO2住居跡状遺構（旧名称RDl5)

遇構 （第19図、写真図版ll図）

<位 置> -IH22g区付近で、REO4住居跡状過櫛は北東にに約12mの距離がある。

<検出状況〉 Ⅲ届の上面で鼎褐色に広がる埋土が検出されたことにより確認した。新期の柱穴状小土坑と

の璽複は見られるが、竪穴住居跡や掘立柱建物跡との璽複はない。

<規模と形状〉 北東一南西2.10m、北西一南東2.00mの規模を持ち、平面形は北東一南西方向が僅かに長

い略方形をなし、床の面槻は約4.20㎡である。

<理 土〉 黒褐色シルトが主体をなすが、床面付近に鼎色シルトが届状に堆椴する。

<壁・床面〉 壁高は東28dn、西30m、南35dn、北28qIIほどあり、一部は床面からやや外傾するが、ほぼ

脚立気味に立ち上がる。床面は凹凸が著しいものの、貼床などの処慨は確認されていない。

<柱 穴〉 床面内外ともに柱穴状の土坑は検出されていないので不明である。
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〈カマド〉 焼土等カマドに伴うと推測される遺栂は検出していないので、設世しなかったと理解される。
遺物 （第54図225、写真図版19図）

埋土内から土師器が出土している。

土師器一ロクロ使用成形され内面がミガキ後熟色処理され、底部の切り離しはヘラナデ調砿で不明な体部
中位～底部を残す破片である。

遺構の性格と時期

出土した辿物から平安時代の遺柵と推測される。

(3) REO3住居跡状遺構（旧名称RD16)
遺構 （第19図、写真図版ll図）

<位 慨> -lH22b区付近に位慨する。

<検出状況> llb層～Ⅲ層上面で黒色シルトの広がりとして検出された。

<璽複状況〉 北側がRDI7土坑と顛複し、新旧関係は当遺櫛の方が古い。

<規模と形状〉 規模は、検出面で東西l.8m×南北l.7m、底而が束西l.45m×南北l .5m、壁高50cmであ

り、平面形は突辺隅丸のほぼ方形に近い形状をなし、約3m2の広さがある。

<埋 土〉 上位は黒色シルト、下位が黒褐色シルト、最下部の壁際には褐色砂質シルトが堆積してお

り、中位の黒褐色シルトにも地lllの褐色シルト粒が混入する。

<壁・床而〉 盤は底面から軽く外傾して立ち上がるが、直線的な部分とやや不規則な部分がある。底面

は東側が若干低くなり、全体として軽い起伏があるが堅い。また、西壁よりには地山礫層が露出する。

<柱 穴〉 底面や周辺部からも柱穴状土坑は検出されていない。

〈カマド〉 没Ⅲされていない。底面に焼成の痕跡は見受けられない。

遺物 （第54図226、写真図版19図）

埋土内から土師器が出土している。

土師器一ロクロ使用成形され内面がミガキ後熟色処理され、底部が回転糸切り離しの体部中位～底部を残

す破片である。

遺椴の性格と時期

出土した遺物から平安時代の遺構と推測される。

(4) REO4住居跡状遺櫛（旧名称RD28)

遺構 （第19図、写真図版l1図）

<位 間> -1Hl7j区付近に位慨する。

<検出状況> llb周上面で黒色シルトの広がりとして検出された。

<顛複状況〉 亜複する遺構は無い。

<規模と形状〉 規模は、検出面で東西1.8m×南北1.9m、底面が東西1.55m×南北1.6m、壁高18mであ

り、平面形はやや不鞭な突辺隅丸のほぼ方形に近い形状であるが、南東隅部が軽く外方に突lllする。

<埋 土〉 鼎櫛色シルトの単胸である。

<壁・床面〉 壁は底面から大きく外傾して立ち上がり、直線的な部分とやや不規則な部分がある。底面

は東側が若干低くなるが、全体としてはほぼ平坦で水平に近い。
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<柱 穴〉 底面や周辺部からも柱穴を構成する土坑の検出は無い。

〈カマド〉設置されていない。底面に焼土簿焼成を受けた痕跡は無い。

遺物

埋土内から土師器が出土している。

遺構の性格と時期

出土した遺物から平安時代の遺櫛と推測される。

3．掘立柱建物跡
当遺跡の発掘調査では4棟の掘立柱建物跡が検出されている。いずれも9本の柱が田の字状に配磁される

ほか、 3棟がほぼ直線的かつ等|Ⅲ隔に配世するなど、共通した特徴がある。ほぼ同時期に建設された建物と

考えることが出来よう。

(1) RBO2掘立柱建物跡

遺栂 〈第20図、写真図版l2図）

<位 世〉 グリッドーlH21e区付近でRBO3掘立柱建物跡の南西約5mに位皿する。

<検出状況〉 Ⅲ層の上面で柱穴が円形の黒色シルトの土層変化として検出された。

<璽複状況〉 新期のRGll澗跡と亜複し、当週柵の方が古い遺柵である。

<埋 土〉 埋土は柱穴によって単屑～5掴に細分と違いはあるが、基本的にはやや粘性のある黒褐色か

暗褐色のシルトが堆積し、全体としてしまりがある。

<規模と形状〉 全体規模が南東一北西3.40m、南西一北東3.40mであり、平面形態は若干の歪みはあるも

ののほぼ正方形に近い。中軸方向はN-50｡ -Eを示す。

<柱穴配置〉 柱穴の配置関係を見ると、中間の柱位置は中心から若干ずれるものの各柱列の交点すべての

9箇所に田の字状に配置するいわゆる総柱建物である。

<柱間寸法〉 南東一北西3.40mにはほぼ中Ⅲlのl .70mに、南西一北東3.40mは北東から1.80m+1.60m

であり、各柱列には微妙に述いがあるものの、許容誤差の範囲と考えられる。

<柱穴規模〉 径約68m～36dnとややバラツキがあるものの50ml以上の例が多く、平面形は円形か梢円形

である。深さは55dn～25dnと若干の差があるものの30dnの深さがもっとも多い。

遺物 （第57～58図271･275･276、写真図版47図）

埋土内から内外面に並行叩き具痕を付す須忠器大拠の体部破片が1点(271) と、鍋の口織部破片1点、

高台付き坏1点が出土している。275はロクロ使用成形で外面がヘラケズリ調繋され、内面はロクロナ

デ調整される口縁部破片である。276はロクロ使用成形で内面黒色処理がなく、一般的な坏の底部に高

台を貼り付けた形である。

性格と時期

出＋遺物などから時期や性格を明示出来る状況ではないが、平安時代の築落を櫛成する稲倉的な性梢が想

定される。
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第20図RBO2掘立柱建物跡

(2) RBO3掘立柱建物跡

遺構 （第21図、写真図版12図）

<位 置〉 グリッド-1H21e区付近でRBO3号掘立柱建物跡の南西約5mに位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ届の上面で円形の黒色シルトの広がりとして検出されたる。

<重複状況〉 新期のRGll澗跡と重複する以外はまったく重複しない。当遺構の方が古い遺樹である。

<埋 土〉 埋土は柱穴によって単層～5層に細分と違いはあるが、基本的にはやや粘性のある黒褐色か

暗褐色のシルトが堆積し、全体としてしまりがある。

<規模と形状〉 全体規模が南東一北西3.40m、南西一北東3.40mであり、平面形態は若干の歪みはあるも

ののほぼ正方形に近い。中軸方向はN-32｡ -Eを示す。

<柱穴配置〉 柱穴の配置関係を見ると、中間の柱位置は中心から若干ずれるものの各柱列の交点すべての

9箇所にmの字状に配慨するいわゆる総柱建物である。
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第21図RBO3掘立柱建物跡

<柱間寸法〉 南東一北西3.40mはl.70mのほぼ等間に、南西一北東3.40mは北東からl.80m+1.60mに

分劉されており、各柱列には微妙に遮いがあるものの、許容誤麓の範囲と考えられる。

<柱穴規模〉 径約80qlI～37qIIとややバラツキがあるものの40dn～40dn前後の例が多く、平面形は円形か

楕円形である。深さは56m～17qTIと大きな差があるが、30dn台がもっとも多い。

遺物

遺物は出土していない。

性格と時期

遺物の出土が無いので時期を明示出来ないが、柱穴配邇から稲倉的な性格の述物跡と推測され、築落を櫛

成する迫櫛と判断される。
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第22図RBO4掘立柱建物跡

(3) RBO4掘立柱建物跡

遺構 （第22図、写真図版l2図）

<位 固〉 グリッド-1H17g区付近でRBo3号掘立柱越物跡の北東約5mに位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ層の上面で柱穴が円形の蝋色シルトとして検出された。

<重複状況〉 他遺樹との亜複はまったく無く、単独で検出された。

<埋 土〉 埋土は柱穴によって単層～5層と連いはあるが、基本的にはやや粘性のある黒褐色か暗褐色

のシルトが堆積する共通性が見られ、全体としてしまりがある。

<規模と形状〉 全体規模が南東一北西3.30m、南西一北東3.20mであり、平面形態は若干の歪みはあるも

ののほぼ正方形に近い。中軸方向はN-36｡ -Eを示す。

<柱穴配置〉 柱穴の配置関係を見ると、中間の柱位悶は中心から若干ずれるものの各柱列の交点すべての

9箇所に田の字状に配皿するいわゆる総柱述物である。
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<柱間寸法〉 南東一北西3.60mにはほぼ中間の1.65mに、南西一北東3.20mは北東からl.50m+l.70m

であり、各柱列には微妙な出入りがあるものの、許容誤差の範囲と言うことが出来よう。

<柱穴規模〉 径約67m～33cmとバラツキがあるものの40cm以上の例が多く、平im形は円形か梢l'l形であ

る。深さは36cm～16cmと差があり30cm～20dnがもっとも多い。

遺物 （第58図272～274、写真図版47図）

柱穴内から須忠器が3点出土している。

須恵器の3点（272～274）は、272は外面に並行叩き具痕、内而にiti海波文の当て具浪を付す大遜の

肩部上位破片である。273は壷（もしくは長頚瓶）の口縁端部の破片であり、274は外面の屑部上位はロ

クロナデし下位をヘラケズリ調整、内面はヘラナデやカキメ調整される澱もしくは壷の熱の休部破片であ

る。

性格と時期

遺物の出土が無いので時期や性格を明示出来ないが、平安時代の集落に伴う稲倉的な性格が想定される。
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(4)RBO5掘立柱建物跡

遺構 （第23図、写真図版13図）

<位 慨〉 グリッド-1H21n区付近でRBo2号掘立柱廸物跡の東約18mに位閥する。

<検出状況〉 Ⅲ層の上面で柱穴が円形の黒色シルトとして検出された。

<重複状況〉 他遺構との重複はまったく無く、単独で検出された。

<埋 土〉 埋土は柱穴によって単燗～5燗と違いはあるが、蛙本的には他の建物跡と同榔、やや粘性の

ある黒褐色か暗褐色のシルトが唯樹する共通性が見られ、全体としてしまりがある。

<規模と形状〉 全体規模が南東一北西3.30m、南西一北東3.30mであり、平面形態は若干の歪みはあるも

ののほぼ正方形に近い。中軸方向はN-34｡ -Eを示す。

<柱穴配澗〉 柱穴の配慨関係を見ると、中IⅢの柱位慨は中心から着干ずれるものの各柱列の交点すべての

9箇所に田の字状に配鯉するいわゆる総柱建物である。

<柱間寸法〉 南東一北西3.30mにはほぼ中間のl.65mに、南西一北東3.30mは北東からl.55m+l.65m

であり、各柱列には微妙な差はあるものの、許容誤麓の範囲と言うことが出来よう。

<柱穴配W(> 径約79dn～61dnと差はあるがほぼ70dn削後の例が多く、平面形は円形か梢円形である。深

さは39ml～24dnの範囲と差はあるもののほぼ一定しており、全体として良く揃っている。

遺物 （第54図228～230、写真図版44図）

埋土内から土師器が出土している。

土師器一ロクロ不便用成形された拠の体部～頚部、体部～口縁部、口縁部の破片が3点（228～230)出

土している。体部外面はヘラケズリ（230)、ハケメ（228)、内面はヘラナデやハケメ調整され、口縁

部は内外面ともヨコナデである。

性格と時期

出土した遺物から平安時代前期の集落に伴う稲倉的な性桁が想定される。

4．土坑
土坑は27基の検出であるが、そのほとんどが所属時期・用途などを明確に示す資料は得られていないこと

から、時期・性格とも不明の例が多い。

(1) RDO5土坑

遺構 （第24図、写真図版14)

<位 置〉 グリッドー1Hl7a区に位田する。

<検出状況〉 Ⅱb屑中にRD05･06･07土坑の3基が、復して検出された。1lb燗は蝋色土であるが、

埋土はやや灰黒褐色気味を示している。

<重複状況> RDO6･07土坑と重複している。埋土断面の状況からRDO6土坑が新しい。また、RDO7

土坑は平面的な状況から当遺櫛の方が新しい。

<規模と形状〉 平面形は梢円形、断面形は浅い皿状をなし、規模は検出面の開口部で径118dn×lOOdn、底

部径89dn×74dn、深さ約22dnである。

<埋 土〉 黒褐色シルト主体の単屑である。
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<壁・底面〉 壁は外傾して級やかに立ち上がる。底部付近に焼土及び炭化材を検出しているが、その性格

は不明である。

遺物

出土していない。

性格と時期

遺物の出土がないため時期・性桁とも不明である。

(2) RDO6土坑

遺栂 （第24図、写真図版l4)

<位 慨〉 グリッドーlG17y、一lH17a区にまたがって位徹する。

<検出状況> IIb屑中にRDO5･06･07土坑の各土坑と亜復して検出された。Ⅱb層は黒色土であるが、

埋土はやや灰黒褐色気味を示している。

<重複状況〉 埋土断面の状況からRDO5より古く、 RDO7土坑より新しい。

<形状･規模〉 平面形は不躯円形、断面形は浅い皿状をなし、規模は検出面のIIM口部で径170dn×147dn、

底部径140ml×120ml、深さ約28dnである。

<埋 土〉 黒褐色シルトが主体の単胴である。

<壁・底面〉 壁は断面の状況からすると外傾して級やかに立ち上がると推測されるが、他の土坑との璽

複により、全容を把握出来ない部分がある。底部付近に焼土及び炭化材を検lllしているが、その性格は不

明である。

遺物

出土していない。

性格と時期

出i遺物がないため時期・性格等定かでない。

(3) RDO7土坑

遺構 （第24図、写真図版l4)

<位 慨〉 グリッド－lG17yに位髄する。

<検出状況> IIbW'l'にRDO5･06･07土坑の各土坑と亜復して検出された。llb剛は黒色土であるが、

埋土はやや灰黒褐色気味を示している。

<重複状況> RDO5土坑、RDO7土坑に記戦したとおりである。

<形状･規模〉 平面形は梢円形、断面形は洩いⅢl状をなし、規模は検出面のllll口部で径96cm×75cm、底部

径78cm×57cm、深さ約lOdnである。

<埋 土〉 灰黒褐色シルトが主体のlli脚である。

<壁・底面> RDO6土坑との、複により全容の把握が出来ないが、西側壁は緩やかに外傾して立ち上が

ると推測される。

遺物

出土していない。
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性格と時期

出土遺物がないため時期・性格等定かでない。

(4) RDO8土坑

遺構 （第24図、写真図版15)

<位 慨〉 グリッドーlH22e区に位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ脳上面で照褐色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況〉 重複する遺構は無く単独で検出された。

<形状･規模〉 平面形は円形、断面形は皿形より深い播鉢状で、規模は検出面の開口部で径200cm×200cII1、

庇部従64cm×64cm、深さ約39cmである。

<塊 土〉 黒褐色シルトが主体的に堆枇する。

<壁・底面〉 壁は緩やかに外傾している。底部中央には地山礫層が露出している。

遺物 （第55図232、写真図版45）

tllli器小破片5点、捌忠器小破片5点（壷・遜体部破片）が1l1土している。また、鞠羽口の破片と推測さ

れる土製品232も1点出土している。

性格と時期

出土遺物から平安時代の土坑である可能性が強い。

(5) RDO9土坑

遺構 （第24図、写真図版15)

<位 側〉 グリッドーlH22f区に位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ屑上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況〉 重複遺構は無く単独で検出された。

<形状･規模〉 平面形は円形、断面形揃鉢状をなし、規模は検出面開口部で径192cm×l85cm、底部径67dn

x56cIn、深さ約42dnである。

<埋 土〉 黒色～黒褐色シルトが主体的に堆積する。

<壁・底面〉 壁は底面の中央付近から緩やかに外傾して立ち上がり、開口部付近でやや直立気味になる。

遺物 （第55図233、写典図版45）

土師器懇の体部破片が1点（233）出土している。外面がヘラケズリ、内面ハケメで調整される。

性格と時期

出土した遺物から平安時代の士坑と推測される。

(6)RDIO土坑

遺櫛 （第24図、写真図版15）

<位 li!(> グリッドー1H24f区に位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ層上面で黒色シルトの山がりとして検出された。

<重複状況〉 重複遺構は無く単独で検出された。
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<形状･規模〉 平面形はほぼ円形、断面形が皿状をなし、規模は検出面の開口部で径186dn×162dn、底部

径131cm×56dTI、深さ約24dnである。

<塊 士〉 黒色シルトが主体的に唯欄する。黒色土巾にはlﾘl戯褐色土の小塊が点在している。

<鞭・底面〉 壁は緩やかに外側して立ち上がる。

遺物 （第55図234、写典図版45）

埋土内から土師器の間台付き坏が1点出土している。ロクロ便〃I成形され、内面ミガキ後IM色処理の坏

に高台を付した形である。

性格と時期

出土した遺物から平安時代の-t坑と推測される。

(7) RD1 1土坑

道櫛 （第24図、写真図版15)

<位 砥〉 グリッドーIH25g区に位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ燗上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<皿複状況〉 璽複遺櫛は紙く単独で検出された。

<形状･規模〉 平面形は不整l'l形、断面形が鍋底状をなし、検出面のUM口部で径104ml×103dn、底部が径

74dn×58dn、深さ30dnの規棋である。

<埋 土〉 黒褐色シルトが張体的に唯欄する。

<壁・底面〉 壁は直立気味に立ち上がり底面は平坦である。

遺物 （第55図235、写典図版45）

埋士上部から土師器坏あるいは鉢の底部と推測される破片（内面照色処ml!)が出土している。

性格と時期

出土した遺物から平安時代の土坑である可能性が強い。

(8) RD12土坑

道樹 （第24図、写真図版I6)

<位 腫〉 グリッドー1H22c区に位掴する。

<検出状況〉 Ⅲ胴上而でI府褐色シルトの広がりとして検111された。

<m複状況〉 重複遺櫛は猟く巾独で検出された。

<形状･規模〉 平面形は隅丸三角形、断面形が皿状をなし、検出面の1M口部で径142cm×74dn、底部径135

ml×58cm、深さlldIIの規模である。

<塊 土〉 黒褐色シルトが主体的に堆俄する。

<砿・底面〉 壁は直立し、底面の北西側に地山礫屑が露出している。

遺物

陶磁器の破片と土師器の破ﾊ･が数点出－1:している。

性格と時期

遺物の出土は有るが陶磁器を含むことや、形状や深さから土坑であるか否か疑問のある遺柵である。
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(9)RD14土坑

遺樹 （第24図、写真図版16)

<IM W(> グリッドlH2g区に位慨する。

<検III状況〉 Ⅲ屑上面で熟褐色シルトの腹がりとして検出された。

<砺複状況> RD20土坑とIIi複しており、平面及び断面から当土坑の方が新しい遺構である。

<形状･規模〉 平面形はほぼl'l形、断而形が鍋底状をなし、検出面のIIM口部で径98m×84dn、底部径71ml

x42qn、深さ29dnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色シルトが主体的に堆積する。

<砿・底面〉 壁はやや直立気味に立ち上がり、底面には凹凸がある。

遺物

土師器の小破片と陶磁器の小破片が数点出土している。

性格と時期

遺物の出土はあるものの陶磁器片を含むことから最近の土坑と推測される。

(10)RD17土坑

遺構 （第24図、写真図版16)

<位 慨〉 グリツドー1H22bと一IH22c区にまたがって位皿する。

<検出状況〉 Ⅲ屑上面で1M褐色シルトの広がりとして検出された。

<噸複状況> REO3土坑と砿複しているが、平面及び断面の観察で新旧関係を明確にし得なかった。

<形状･規模〉 平面形は隅丸方形状、断面形皿状をなし、検出面の開口部で径lOOdn×103cm、底部径85cm

x77cm、深さ20cmの規模である。

<理 土〉 黒褐色シルトが主体的に堆横する。

<壁・底面〉 外傾しながら立ち上がる。

遺物

出土していない。

性格と時期

遺物の出土が無いので時期・性格とも不明である。

(ll) RD18土坑

道構 （第24図、写真図版l6)

<位 職〉 グリッドー1H18dlxに位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ屑上面で暗褐色シルI､の広がりとして検出された。

<爪複状況> RZO3澗跡と亜襖しているが、平面及び断面の観察で新旧関係を明確にし得なかった。

<形状･規模〉 平面形は円形、断面形ビーカー状をなし、検出面の開口部で径l90dn×190qII、底部径159

m×159cm、深さ36dnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色～暗褐色のシルトが主体的に堆積する。

<壁・底面〉 壁は直立に立ち上がる。底面の約2/3には地山の礫卿が鱒出している。

過物 ・

土lili器と鏡忠器の小破片が川土している。
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性格と時期

出土し遺物から平安時代の土坑である可能性が強い。

(12) RD22土坑

遺構 （第24図、写真図版17)

<位 温〉 グリッドー1HI9b･-1H19c区にまたがって位置する。

<検出状況> m刑上面で熟色シルトの広がりとして検出された。

<亜複状況> RZO21'I形周澗遺構の南側部分と爪複しているが、新旧関係については明確にし得なかっ

た。

<形状･規模〉 平面形は不整形、断面形は丸鍋底状をなし、検出面の開口部で筏221cm×64dn、底部経194

dn×36cm、深さ32dnの規模である。

<埋 土〉 黒色のシルトが主体的に堆積する。

<壁・底面〉 壁は比較的綴やかに立ち上がり、底面にはほぼ全面に地山礫屑が露出している。

遺物

出土していない。

性格と時期

遺物が出土していないことや埋土の黒色-|:が比'l晩的新規の土と推測されることから近現代の土坑の可能

性がある。

(13) RD23土坑

過栂 （第25図、写典図版17)

<位 置〉 グリッドーIH20b区に位樋する。

<検出状況〉 Ⅲ層上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<璽複状況> RGll澗跡を倣っており、より新しいものである。

<形状.規模〉 平面形は柵円形、断面形は鍋底状をなし、検出面の開口部で経183dn×86cm、底部径132dn

x58dn、深さ25qnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色のシルトが主体的に堆積するが、埋土上位には木根痕が入り込んでいる。

<壁・底面〉 壁は外傾しながら緩やかに立ち上がり、北西側には地山瞭脚が箙出している。

遺物

須恵器謹体部破片が3点出土している。

性格と時期

出土した遺物から平安時代の士坑の可能性がある。

(14)RD24土坑

道構 （第25図、写真図版17）

<位 世〉 グリッドーlHI7k・一lHl8k区に位慨する。

<検出状況〉 調査区中央部の礫層露出域で黒褐色シルトの広がりとして検IIIされた。

<皿複状況〉 頭複遺柵は脈い。
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<形状･規模〉 平面形は梢円形、断面形は鍋底状をなし、検出面の開口部で径196cm×141dn、底部径148

m×113cm、深さ42cmの規模である。

<埋 土〉 照褐色のシルトが主体的に唯槻するが、埋士下位は砂や疎が主体である。

<盤・底面〉 盤は外慨しながら綴やかに立ち上がり、開口部付近では直立気味となる。一部に地山礫閣

が露出し壁や底面は拳大の礫や砂で構成される。

遺物

出土していない。

性格と時期

一応、土坑として登録したが、遺物が出土しないことや埋土の黒色上が比較的新規の土と推測されるこ

とから近現代の耕作に伴う土坑の可能性がある。

(15) RD25土坑

遺構 （第25図、写真図版18)

<位 慨〉 グリツドーlH19i区に位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ卿上面で暗黒褐色～黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況〉 璽複遺櫛は無い。

<形状･規模〉 平面形は梢円形、断面形は丸鍋底状をなし、検出面のIIW口部で径llOdn×82dn、底部径90

m×53dn、深さ35dnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色のシルトが主体的に堆槙するが、埋土中に焼土小塊や炭化材が混入する。

<壁・底面〉 壁は級やかに立ち上がり、底面は丸味をおびている。

遺物

土師器坏（ロクロ使用・内面黒色処理？）底部片、須忠器喪体部破片がIII土している。

性格と時期

出土した遺物から平安時代の土坑の可能性がある。

(16)RD26土坑

巡構 （第25図、写真図版18)

<位 鯉〉 グリッドーlH22k区に位剛する。

<検出状況〉 Ⅲ胸上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況〉 当土坑下部でPP145と重複しているが、当土坑が新しい遺櫛である。

<形状･規模〉 平面形は円形、断面形は皿状をなし、検出面の開口部で径ll5dn×lO3dn、底部従103dnx

85dII、深さ15dnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色のシルトが主体的に堆椴するが、黄褐色シルト小塊が混入する。

<壁・底面〉 壁は級やかに立ち上がり、底面は丸味をおびている。

遺物

出土していない。

性格と時期

遺物の出土がないので断定できないが、埋土の状況から近現代の土坑である可能性が強い。
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(17) RD27土坑

遺構 （第25図、写真図版18)

<位 慨〉 グリッドーlHl7h･-1H18h区に位髄する。

<検出状況〉 調査区中央部礫屑露111域で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況〉 ない。

<形状･規模〉 平面形は不整隅丸長方形状、断面形は皿状をなし、検出面の開口部で径197qn×95dn、底部

径l86dn×79dn、深さ25dnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色のシルトが主体的に堆祇する。

<壁・底面〉 土坑周辺は礫層が露出する区域であり、壁・底面も同様に礫が露出する。

遺物

土師器小破片（躍滅が著しい)、須忠器到体部破片が出土している。

性格と時期

遺物の出土があるものの埋土の状況から近現代の土坑である可能性が強い。

(18) RD29土坑

遺構 （第25図、写真図版18)

<位 髄〉 グリッドーlHl9c区に位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ卿の上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況> RDO2土坑と里複しているが、平面や断面の観察で当土坑が古い土坑である。

<形状･規模〉 平面形は隅丸方形状、断面形は皿状をなし、検出面の開口部で径93dn×70dn、底部径86dn

x59dn、深さ9cmの規模である。

<埋 土〉 鼎褐色のシルトが主体的に堆樹するが、焼土塊が僅かに混入する。

<壁・底面〉 全体として浅く、壁・底面ともⅢ層であるが、一部不規則である。

遺物

出土していない。

性格と時期

出土遺物が無いので断定出来ないが、埋土の状況から近現代の土坑、もしくは耕作に伴う掘り込みの可

能性が強い。

(19) RD30土坑

遺構 （第25図、写真図版19)

<位 紐〉 グリッドlH3m区に位世する。

<検出状況〉 Ⅲ屑の上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況〉 砿複する遺構はない。

<形状･規模〉 平面形は円状、断面形は不磁形をなし、検出面の開口部で径100cm×100Cm、底部径100

m× lOOdn、深さ23dnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色のシルトが主体的に堆積するが、下部は黒褐色シルトと黄褐色シルトが混在する。

また、検出面で焼土塊が確認されたほか、埋土中位の一部に炭化物が点在する。
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<壁・底面〉 壁はほぼ直立であるが、底面の起伏が著しく不規則である。

遺物

土師器の小破片が出土している。

性格と時期

土師器の破片が出土しているものの、埋土の状況から近現代の士坑の可能性が強い。

(20) RD31土坑

遺構 （第25図、写真図版l9)

<位 置〉 グリッド－1H201と一lH21 1区に位面する。

<検出状況〉 Ⅲ屑の上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<咽複状況> m複する遡柵はない。

<形状･規模〉 平面形は長楕円形、断面形は皿形をなし、検出面の開口部で径138dn×62叩、底部径ll9dn

x43dn、深さ14dnの規模である。

<埋 土〉 黒褐色のシルトが主体的に堆柵する。

<壁・底面〉 壁は級やかに立ち上がり、底面は平坦である。

遺物 （第55図230、写真図版）

土師器坏と翌の小破片が5点出土している。230は翌の体部下端～底部ほを残す破片であるが、ロクロ不

便用成形されたと推測され、底面に砂を付満させる砂底である。

性格と時期

土師器の破片が出土しており、平安時代の可能性が強い。

(21)RD32土坑

遺構 （第25図、写真図版19)

<位 図〉 グリッドーlHl8c区に位側する。

<検出状況〉 Ⅲ屑上面で、 RZO2を網査中に、黒色シルト域部分とRGO9と皿複して検出された。

<箪複状況〉 平面形からRGO9より当土坑の方が古いと推測されるが、主体部との新旧関係は断定出来

ない。

<形状規模〉 平面形はほぼITI形、断面形は丸底鍋状をなし、検出而のIM口部で径lOlcm×90ml、底部径

67dn×52dn、深さ24mlの規模である。

<埋 土〉 黒褐色のシルトが主体的に堆積する。

<壁・底面〉 壁はやや外傾しながら立ち_上がり、壁・底面とも地lll礫刷が露出する。

過物

出土していない。

性格と時期

不明である。
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(22) RD33土坑

遺構 （第25図、写真図版l9)

<位 慨〉 グリッド－1H24k･-1H25k区にまたがって位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ燗上面で梢円形状の土師器と鋭忠器を出土する黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<重複状況〉 重複する遺構は無い。

<形状･規模〉 平面形はほぼ円形、断面形は丸底鍋状をなし、検出面のIIM口部で径lOldn×90cm、底部径

67cm×52dn、深さ24cmの規模である。

<埋 土〉 鼎褐色のシルトが主体的に唯欄する。

<壁・底面〉 壁はやや外傾しながら立ち上がり、蝿・底面とも地山礫屑が鰐出する。

遺物 （第55図237～239、写真図版45）

埋土内から土師器坏2点と（237.238）須忠器大遜1点（239）のほか小破片が出土している。

土師器坏の2点はロクロ使用成形で内面ミガキ後黒色処理され底部が回転糸切り雄しと共通するが、

237は体部下端がヘラケズリ、238は底面がヘラナデによる再調整がある。

須恵器大鎚（239）は休部～口縁部を残す個体である。ロクロ使用成形され屑部～口縁部はロクロナデ猟

のみを付し、刑部より下位は外面に並行叩き典痕にヘラナデ痕、内面には並行当て具痕が付されている。

性格と時期

出士した遺物により平安時代9世紀代の辿柵と推測される。

(23) RD37土坑

遺構 （第図、写真図版）

〈位 ir> グリッドー1HI5p区･RAO3のカマド西脇付近に位柵する。

〈検出状況〉 Ⅲ卿上面においてRAO3のプランの一部として検出した。当初はRAO3に伴うものとも考え

られたが、精査の結果、別遺構として確認された。

〈皿複状況> RAO3と型複しているが、撹乱によりRAO3との新旧関係はlﾘIらかではない。

<形状･規模〉 平面形はIﾙ1口部径52ml×48dnのやや柵円形で、断面形は丸底鍋状、深さ24qnである。

<埋 土〉 黒褐色のシルトの単層である。拳大の礫や土師器片をやや多く含んでいる。

<砿・底面〉 蝿はやや外傾しており、底面は伽かにくぼむ。

遺物 （第56図245～249、写真図版）

埋土内から土師器の坏（245.246）と艶（247～249）が出土している。

ロクロ不使用成形の坏（245）は内外両面ともに黒色処理されている。一方、246はロクロ使用で、かつ

内面黒色処理されないものであり、出土した杯2点には時期藤があると推測される。また、翌は2点（247.

248）がロクロ使用、1点（249）がロクロ不使用のものである。

性格と時期

出土した遺物から、平安時代の土坑と推測される。
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5．陥し穴状遺構
滴状をなす繩文時代の陥し穴状遺柵が2壁検出されている。

(1) RD20陥し穴状遺構

遺構 （第25図、写真図版l7)

<位 Ⅲ〉 グリッド1Hlf '1H2f ･ 1H2g区にまたがって位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ胸上面で黒色シルトの広がりとして検出された。

<重複状況> RD14土坑と里複しているが、平面及び断面の観察で当土坑の方が古い遺榊である。

<形状･規模〉 検出面の開口部で長径367ml×短径54qn、底部の長径343ml×短径8an、深さ61"の規模を

持ち、平面形は細長い澗状、断面形が淵斗状をなし、長軸方向はN-50°－Wを示す。

<埋 土〉 上部は黒色のシルト、巾～下部は黒褐色シルトが主体であり、盤際は壁の崩落土と推測さ

れる黒褐色シルトと褐色シルトの混合土になっている。

<砿・底面〉 壁は上部まで底面からやや外傾してほぼ直線的に立ち上がり、開口部付近では大きく外傾

する。底面はやや中央が謹む嫌相を示す。

遺物

遺物は出土していない。

性格と時期

遺物の出土は無いが細文時代中期以降と推測される。

(2) RD38陥し穴状遺櫛

遺櫛 （第25図）

<位 慨〉 グリッドーlh24w区に位掴する。

<検出状況〉 調査区北西端、拡恨部分のIIb層上面で褐色シルトの広がりとして検出した。本来はlla

胴から掘り込まれた可能性がある。

<亜複状況〉 皿複する遺櫛は熊い°

<形状.規模〉 検出面の開口部で長軸330cm×短軸80dn、底部長軸285ml×短軸20dn、深さ70dnの規模で、

平面形は細長い澗状、断面形はV字に近い漏斗状をなし、長軸方向はほぼ南北を示す。

<理 土> jM褐色シルト～褐色砂闘シルトが堆枇し、 4IMに細分される。

<壁・底面〉 底部はほぼ直線的で、やや丸味を持つ底面から壁面が外傾する。

遺物

出土していない。

性格と時期

縄文時代中期以降の遺椛と推測される。
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6．池状遺構
1基検出した。池跡とした根拠は、当土坑から東西方向に澗跡(RG12･ 13．14)が延びているが、新

旧関係の観察では新旧関係を明賊に判別できず、むしろ同時存在し洲跡と一体となる土坑と解釈した方が理

解し易かったことによる。

(1) RZO3池状遺構

遺構 （第26図、写真図版22）

<位 置〉 グリッド1H3r区に位匝し、北半約50%は調査範囲外に延びる。

<検出状況〉 Ⅲ屑上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<璽複状況〉 当池跡には東西に澗跡(RG12･13･14)が延びるが、本来は砿複関係として鮒査したが、

新旧関係を明瞭に判断出来なかった。むしろ同時存在した遺椛と解釈された。

<形状･規模〉 検出面で長径5m×短径2.8m、底面の径1.9m×l.9m、深さ95cmの規模があり、平面形は

楕円形と推測され、断面形は大小の皿を霞ねたような形である。

<埋 土〉 黒褐色シルトが主体であるが、上位層は比較的粘性．しまりともあり、下屑は褐灰色シル

トで、粘性。しまりとも上位層より弱い。なお、最下層の6．7層は帯水状態で沈殿した粘土状態の土で

あり、腐葉や植物の根等の堆積物が観察されている。また、 5層と6層の間には十和田A降下火山灰の堆

積が確認されている。

<壁・底面〉 本来は底面が平坦で壁が外傾するやや深めのⅢ形と推測されるが、調査後の現状では大小の

皿を重ね合わせたような形である。

遺物 （第56図251～252、写真図版46)

土師器の破片が48点出土しているが、臓滅が箸しいことと小破片のため復元された物はない。土師器坏の

底部片1点と須恵器大認の体部破片1点を掲戦した。

性格と時期

埋土内にAD915年降下とされる十和田A降下火山灰の堆積が確認されていることと、出土した遺物が平

安時代の土師器と須恵器のみであることから、平安時代の遺櫛と言えるが、機能・性格については取りあえ

ず池跡としたが、埋土の観察により帯水していたことは事実と思うが、池跡であるかは今後検討を要する。
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第26図RZO3池跡

7．溝跡

9条検出したが、一部は長い例もあるが、短く完結する例もあり、性格を明確に出来なかった。また、所

属時期にしても、平安時代の土師器や須忠器を出土した例も存在するが、埋土の観察ではそれほど古い堆椴

状況と判断出来ない。おそらくは近現代の澗跡が大半であろうと推測される。

(1) RGO9溝跡

遺構 （第27図、写真図版23）

<位 囮〉 グリッドー1Hl8a～－1Hl2q区にまたがって位世する。捌査区の北半をおよそ南西一

北東に横断する形で延びており、束半分が4次調査範囲、西半分が3次調査範囲にまたがる。

<検出状況〉 Ⅲ層上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<m複状況〉当洞跡の西端部分でRZO2とRD32と亜復している。埋土などの観察からRZO2より当週

櫛が新しく、 RD32との新旧関係は明確にし得なかった。

<形状･規模〉 形状はほぼ直線的に延びるが、西端部は調査区境付近で止まり、東端部は北東側の調査範囲
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外にさらに延びる。規模は検出された総延長約35m、帆は検出面で24cm～34cm、朧面で14dn～20cmであ

り、深さは地点によってバラツキはあるものの概ね8dn～24cmの脆囲であるが、澗の西半・中央・北東側

の高低鑑についてレベル数値で比鮫すると、顕著な違いが照いことから、検出面の高低差によるものと推測

される。長軸の方向はN-65°－Eを示す。

<埋 土〉 ほぼ黒褐色シルト主体の単層であり、地点による大きな違いは見られないが一部に砂質シ

ルトや砂が入り込んでいる。また、型及び底面に地山礫屑の露出する部分がある。

<壁・底而〉 断面形がほぼ全域でU字状であり、地点による逓はほとんど無い。

遺物

土師器と須忠器の小破片が数点出土している。

性格と時期

遺榊の皿複による新旧関係では古填時代以降、出土過物からでは平安時代以降の澗跡となるが、埋土の状

況では近現代の過櫛である可能性が窺える。

(2) RG1 1澗跡

遺樹 （第27図、写真図版23．24）

<位 脛〉 グリッドー1H20b～一IH20g区にまたがって位踵する。

<検出状況〉 Ⅲ燗上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<m複状況〉 中央部～東半にかけてppl99・pp224と、複する。埋土の状態から当澗跡が古い遺柵である。

<形状･規模〉 形状はほぼ東西方向に直線的に延びるが、澗査区西側で現代の撹乱及びⅡ層黒色土の落ち

込み等によって分断されている様相を示す。東側は次第に埋土が浅くなり、一lH20g付近の礫層に差し掛

かると過綱が検出出来なくなる。検出された総延長約llm40dnほどで、綱は検出而で26dn～53dn、底面で

15dn～35dn、深さ13dnほどである。底面の高低差に顕著な差は見られない。

<埋 土〉 黒褐色シルト～暗褐色シルトが堆積している。

<壁・底面〉 断面形がほぼ全域で皿状であり、地点による差は猟い。

遺物

出土していない。

性格と時期

時期を決定する質料は得られていないが、埋土の状況から近現代の満跡の可能性が強い。

(3)RG12溝跡

遺樹 （第27図、写真図版24）

<位 慨〉 グリッド1H3s～1H3y区にまたがって位iYし、 RZO3池跡から東に延び東端は湖査

範囲外にさらに延びる。

<検出状況〉 Ⅲ層上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された。

<砿複状況〉 西端部がRZO3池跡と爪複もしくは接続するが、椚査の結果新旧関係よりも同時存在の過

櫛と泌識された。

<形状･規模〉 規模は、検出面で幅0.8m～l.80m、底面の鯛52dn～85dn、深さ50dnであり、検出された

延長は12mである。断面形はU字状をなす。
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<埋 土〉 鼠上層は黒褐色シルトであるが、中位屑は賀褐色や暗褐色のシルトが堆積し、最下屑は灰

黄褐色シルトでる。層で多少の通いはあるがどの屑にも粘性はあるものの、しまりはあまり見られない。

<砿・底面〉 地点によって若干異なるが、やや丸味を持つ底面から外傾して立ち上がる。

遺物

出土していない。

性格と時期

池跡の一部を柵成する過櫛であることから、平安時代の週櫛と言えよう。

(4)RG13溝跡

過柵 （第27図、写真図版24）

<位 Ⅲ〉 グリッド1H5d～1H3q区にまたがって位皿し、 RZO3池跡から西に延び西端は調査

範囲外にさらに延びる。

<検出状況〉 Ⅲ屑上面で黒褐色シルトの広がりとして検出された｡

<皿複状況） 東端部がRG14澗跡と相対しているが、検出時には離れていたが、本来は接続し同一の澗

跡の可能性が強い。現状では亜複する過柵は無い。

<形状･規模〉 規模は、検出面で幅28”～52dn、底面の幅18dn～36dn、深さlOdn～15mlであり、検出さ

れた延長は26mである。断面形はU字状をなす。

<埋 土〉 最上刑は凧褐色シルトであるが、中位刑は黄褐色や暗褐色のシルトが堆椴し、殿下厨は灰

黄褐色シルトとRG12澗跡と同椴である。

<壁・底面〉 地点によって若干異なるが、やや丸味を持つ底面から外傾して立ち上がり深い皿形に近い。

巡物

出土していない。

性格と時期

池跡ととした土坑に付随する澗跡とすれば、平安時代に位沮づけられる。

(5) RG14潤跡（旧名称RZO3)

遺構 （第28図、写真図版24）

〈位 慨〉 グリッドーlHI4c区に位剛し、北東側にRG15澗跡が位漣する。

〈検出状況〉 Ⅲ燗上面で鼎褐色シルトの広がりとして検出した。

〈形状･規模〉 検出された総延長約4mほどで、幅は検出面で8cm～l6dn、底面で3cm～7dn、深さ2cm～lO

mlと浅く、形状はほぼ直線的で両端は完結しこれに続く様相の澗は無い。長軸の方向はN-34°－Eを示す。

〈埋 土〉 黒褐色シルトー砂質シルトが主体的に堆猟している。

<壁・底面〉 断面形はU字状～柵り鉢状を示し、底面には小穴が連続して検出されたが、柵列の様相とも

異なり性格不明である。

巡物

出土していない。

性格と時期

時期を決定する資料は得られていないが、埋土の状況から近現代の遺櫛の可能性が強い。
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(6) RG15溝跡（旧名称RZO4)

遺櫛 （第28図、写真図版24）

<位 画〉 グリッドーlHl4c・一lH14cg区にまたがって位泄し、北西Imの場所に規模・形状

の近似するRGl4溝跡が位置する。

<検出状況〉 調査区北西端のⅡb舸中で灰黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<亜複状況〉 亜複する週櫛は無い。

<形状規模〉 検出された総延長約lm77mlほどで、幅は検出面で31dn、底面でlOdn、深さ25dnである。

両端とも完結する様相を示し、形状は澗状型の陥し穴状遺櫛的であるが、深さが25dnと洩く断定出来ない

ので、取りあえず澗跡とした。艮軸の方向はN-48°－Eを示す。

<埋 土〉 蝋色～黒褐色シルトが主体的に堆積している。

<壁・底面〉 検出面・壁・底面ともIIb層の黒色土中にあり、埋土との判別が困難であるが、断面形は柵

り鉢状を示す。

遺物

出土していない。

性格と時期

時期を決定する資料は得られていないが、埋土の状況から近現代の辿柵の可能性が強い。
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(7) RG16溝跡（旧名称RZO5)

週構 （第28図、写真図版25）

〈位 慨〉 グリッド－1H2c・－1H3cg区にまたがって位伍し、北東側にRG17澗跡が位慨する。

〈検出状況〉 Ⅲ層上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<璽複状況〉 重複する遺構は無い。

<形状･規模〉 検出された総延長約4mほどで、帆は検出面で8cm～16clll、底而で3dn～7cm、深さ2cm～10

dnと浅く、形状はほぼ悩線的で両端は完結しこれに続く槻相の洲は無い。艮軸の方向はN-34°－Eを示す。

<埋 土〉 黒褐色シルトー砂質シルトが主体的に堆欄している。

<壁・底面〉 断面形はU字状～摺り鉢状を示し、底面には小穴が連続して検出されが、柵列の様相と も

異なり性桁不明である。

遺物

出土していない。

性格と時期

時期を決定する資料は得られていないが、埋土の状況から近現代の通櫛の可能性が強い。

(8) RG17溝跡（旧名称RZO6)

遺櫛 （第28図、写真図版25）

<位 慨〉 グリッドー1H2dに位概し、南西側に並行するようにRG16澗跡が位1i!(する。

<検出状況〉 Ⅲ層上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<剛複状況> in複する遺櫛は無い。〈形状･規模〉検出された総延長約lm79cmほどで、棚は検出面で22

dn～28qn、底面で6dn～lOdn、深さ8dn～l6cmである。形状はほぼ直線的で両端は完結し、これに続く様棚

の澗は無い。長軸方向はN-38°一Eを示す。

<埋 土〉 黒褐色シルトー砂質シルトが主体的に堆樹している。

<壁・底面〉 断面形はU字状を示し、底而はやや不整形で起伏がある。

遺物

出土していない。

性格と時期

時期を決定する資料は得られていないが、埋土の状況から近現代の遺柵の可能性が強い。

8．円形周溝遺構

2基検出している。当初は古頃的な墳墓の区両に伴う澗跡と推測していたが、輔衡で主体部が未検出であ

ることから、既述の性格を念頭に側きながらも周澗辿柵とした。

(1) RZOl円形周溝

遺柵 （第29図、写真図版20･21)

<位 慨〉 調査区の南側グリッドIHlk～lH21区にまたがって位置する。

<検出状況〉 Ⅲ層上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<m複状況〉 当周澗遺榊内にRZO4上脳墓とRZO5土峨墓が検出されているが、 RZO4土職墓以外は直

接的な、複関係ではない。新旧関係は当土坑の方が11『い遡柵である。
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<形状･規模〉 平面形は環状に巡る満であるが、規模は、外径が東西5m40dn×南北4m70dn、内傾が東

西4ml4dn×南北3m42であり、全体形が正円ではなく東西にやや長くなる梢円形的である。周澗の蝿は

検出面で32dn～86dn、底面で12dn～32dnであり、深さは12dn～25dnと、位慨によって帆・深さとも着干

の差がある。

<埋 土〉 上半は黒褐色シルト主体であり、下半は黒褐色シルトに黄褐色シルトが小塊状で混在する。

<壁・底面〉 断面形がほぼ全域でU字状～拙り鉢状であるが、盤は底面からI尚立気味に立ち上がった後、

級やかに外傾する。なお、周澗で区画された内部では既述した別遺櫛の検出はあったが、当週柵に伴う土

坑等の検出は無い。

遺物 （第56図250、写真図版46）

周澗の塊土内から土師器と須忠器の破片が数十点出土しているが、土師器の破片は全体として賑滅が鞘し

いため、本報告では鎖忠器の体部破片1点（250）を掲戦した。

須恵器-250は外面に並行叩き具痕、内面に並行のち無文凸面の当て具痕が付される。所捌大劉の体部破

片である。

性格と時期

出土遺物では平安時代の巡櫛となるが、破片での出土であり決定的では無い。性格も決定付ける資料は得

られていないが、これまでの調査経験から平安時代の墳墓を区画した瀬である可能性が考えられる。

(2) RZO2円形周満

遺樹 （第29図、写真図版21)

<位 紐〉 調査区の北西側グリッドーIH17b～－1H19d区にまたがって位腿する。

<検出状況> llb卿～Ⅲ肘上面で黒褐色シルトの広がりとして検出した。

<m複状況〉 当周満遺櫛を横断するようにRGO9が、周溝北東部でRDO5と亜複関係にあるが、当遺柵

よりいずれも新しい遺櫛である。さらに、南部でRD18・RD22･RD29とも亜複するが、 RD22は明確

でなかったが他の2週櫛は当週櫛よりも新しい遺櫛である。

<形状･規模〉 平面形は環状に巡る澗であるが、規模は、外径が東西6m25cm×南北6m28cm、内径が東

西5m65cm×南北5m30であり、全体形がほぼ正円に近い。周満の幅は検出面で21dn～65dn、底面で16dn

~46dnであり、深さは3dn～20cmと、位潰によって幅・深さとも若干の差がある。

<埋 土〉 北側は胤辺がIIb胸の蝋色シルトであり、埋土は蝋色シルト～鼎褐色シルトが主体である

が、一部は黒褐色～崎褐色シルトが主体である。

<壁・底面〉 断面形は、 IIb掴の広がる北側はU字状をなし他より深く、西～南側は周澗の掘り込みが

洩いため断面形も皿状をなし、埋土も昭褐色シルトが主体である。東側は洲の掘り込みが明離に検lllされ

ないことから、全体か蝿蹄形となる可能性もあるが、かろうじて照褐色～暗褐色シルトが断続的に続くこ

とから、環状に全周するものと推測した。周満で区画された内部から当遺櫛に関連すると考えられる遺櫛は

検出されていない。

遺物

埋土内から土師器と須忠器の破片が出土しているが、全体として摩滅が著しい。

性格と時期

出土した週物が少且のため時期を明確にし難いが、先のRZOl円形周適桐と同棟の性桁が組定される。
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9．土墳墓

3基検出している。人骨の磯存は不良であったが、出土したHﾘ秘品から近世～近代頃の墓鯛と判断された。

(1) RZO4土職墓

遺構 （第30図、写真図版22)

<位 慨〉 グリッドlH21区に位慨する。

<検出状況〉 Ⅲ鬮の上面で撹乱によると推測される黒褐色シルトと地山褐色シルトの混合土の広がりと

して検出された。

<Ⅲ複状況> RZO1周澗週柵と東端部が唾復しているが、当遺綱の方が新しい遺櫛である。

<形状･規模〉 長径l.3m×短径95dn、深さ約35dnほどの規模があり、平面形は隅丸長方形気味で断而形は

深皿状に近い。

<埋 土〉 埋土は7層に細分されているが、中央部に棺跡の痕跡と推測される黒褐色シルトが堆積す

るほか、その周辺を畷褐色や熟褐色のシルトに地山黄褐色シルトが混在する土がl届を取り囲むように堆

俄し、どの卿も混合比率の多少はあるが大I剛小異と言える。

遺物 （第56～57図253～259、写真図版46．47）

埋土下部から人骨の下顎骨辺や歯のほか、銅製の柄鏡や陶磁器・櫛などが出土している。

柄鏡の鏡部は径l l .2mの正門で鏡而は伽かな凸面で簸文、背面は緑に鯛2.5mmの高さ2nnほど、さらに3

ml内側にも径5.8qnで幅2.5"の突幣が全周し、外区に「藤原光長」の銘、内区には蝶が3匹鋤出されている。

文様のない部分は魚子地である。柄部は幅2qn、長さ8dnの直方体である。

257は型作りの平面が凸レンズ状をなす紅皿で、体部外而は菊花の花弁状をなし口縁部は輪花となる。

その他として鉄釘1点（253)、カミソリ状の鉄製品残欠1点（254)、楠き櫛残欠1点（255)、柧類不明

1点（256）がある。また、数珠棟のガラス小玉79点（258）が、歯および柄鏡周辺から出土している。

性格と時期

出土した柄鏡の時期から近世～近代初期頃の土城墓と言えよう。

(2) RZO5土職墓

遺櫛 （第30図、写真図版23）

<位 慨〉 グリッド1H3k区に位il!iする。

<検出状況〉 Ⅲ屑上面で土坑と推測される黒褐色シルトと褐色シルトの混合土の広がりとして検出した。

<堕複状況〉 里複する遺櫛は無く単独で検出された。

<形状･規模〉 長径l,2m×短径lm、深さ約40dnほどの規模があり、平面形は隅丸長方形気味で断面形は

平坦な底面から壁が軽く直線的に外噸する深皿状に近い。

<埋 土〉 埋土は3屑に細分されるが、中央部分に棺跡の痕跡となる黒褐色シルトが堆積し、その周

囲を取り囲むように暗褐色や！M褐色のシルトに地山黄褐色シルトを混椛する土が堆積し、どの屑も混合比

鼎の誰はあるが大同小異と言える。

遺物 （第57図261～267、写真図版47)

底面付近の埋土内から板状の木片と鉄釘のほか銭貨「寛永通資」が出土している。鉄釘1点（260）は尖

端部を欠失する。銭貨はいずれも「寛永通資」であるが、寛文13年以前に鋳造の3点(265～267) と寛文

年|Ⅲ鋤造の2点（262.264)、さらに破損のため銭文が不明な2点(261･263)がある。
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5．10YR5/8阿桐色砂間シルト 帖性劇し土りあり瓢褐色ブロック（IOYR2/3｝を斑に30％含む

6，10YR6/8明興褐色シルト粘性脳しまりあり凧褐色ブロック（IOYR2/3）を現匡5％含む
7．10YR2/3鯏掛巴土とI0YR6/8明黄褐色tの艶t粘性やや強し上りややなし 〈比串6：4）

AL･122.3"'
ｰ

■
ご
「”

CL｡122.300m
0－－

《
Ｕ
「

お
￥

K■(盛】〆唾I

０
二 RZ⑪昼

1 ． lOYR3ﾉ2

2．10YR7/6

3．10YR6/8

肌褐色シルト輪性やや羽しまりあり 貝橿色ブロック（10YR7/8｝15％含む
ql閃褐色シルト 粘性弱しまりあり瓢褐色ブロック〔IOYR3/l～10YR3/2ト 40兜含む

qI闘掛巴ｼﾙﾄ 帖性脚しまりあり黒掲色プﾛｯｸ〔IOYR3ﾉ2) 30％含む

-W3, ベ
RZO6

I・ IOYR2尼黒褐色シルト 帖性01、 し&りあり

2．IOYR2/I 鼠色シルト粘侭中し＆りなし
焼l税．炭化物10％含む RAO6

3．IOYR2/2鼠褐色シルト 帖性11’ し皮り11， 褐色ブロック 0 2m
（I仇'R4心）7％含む

－
4．IOYR2腫思褐色シルト 貼愉010 し&り118

5．IOWR2/2田円巴'七lOYR4/も卿色1もの型1Z（里の脚舗上？）
粘性中L2り0ID

6．IOYR2/2風刺巴I;とlOYR4j'6町色1,の劃1，略性G10 し＆りO1D RZ“･嶋

、AL｡122.4oCm8
ｰ ‐

蕊裂璽

第30図RZO4～O6土曠墓

性格と時期

人骨の出土は無いが、銭貨の出土や埋土の状況から近世17世紀代の土曠墓と考えられる。

(3) RZO6土城墓（旧名称RD34)

道構 （第30図、写真図版20)

<位 置〉 調査区の南側グリッド1H4eに位掴する。

<検出状況〉 Ⅲ屑上而で鼎褐色シルトの広がりとして検lllした。

<璽複状況〉 亜複する辿柵は猟い°
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<形状･規模〉 平面形は不整円形、断面形は鍋底状をなし、規模は開口部径95cm×81cm、底面は47dnx45

dn、深さ20qnである。

<埋 土〉 黒褐色シルトが主体であるが、黄褐色シルトが小塊状で混在し、人為的に埋め戻された槻相

を示す。また、中位～下部には焼土や炭化材も混在する。

<壁・底面〉 底面はやや丸味を持ち壁は軽く外傾気味に立ち上がる。

遺物 （第56図241～244,写典図版45）

人骨は磯存していないが、副弗された貨幣「寛永通貿」が4枚出土している。

性格と時期

出土した週物の貨幣がすべて俗に古寛永通寶銭と言われる寛文年間より古い時期の鋳造であり、17世紀前

半代の墓脳と推測される。

10.柱穴状土坑
当週跡の調査範囲から柱穴状の小土坑が約544基ほど検出されているが、当地は発掘調査直前まで畑地と

して耕作されていたことや地点により炎土が繩いなどにより無数の小土坑が散征して検出された。

これらの小土坑にはいわゆる掘立柱建物の柱穴を櫛成する土坑も含まれる可能性があるものの、大多数は規

模が小さいこと、規模に比較して全体として浅いこと、断面形が先細りの模形で打ち込み土坑が多いこと、

埋土の状態が新しい様相を示す例が多いことなどから、大半は耕作もしくは至近の腿敷に係る杭穴的な土坑

である可能性が強い。また、これらの柱穴の中から掘立柱建物として把握された例が既述の4棟以外には難

いこともこの結論に至った傍証である。本来であれば、現地調査の中で所謂柱穴状土坑と耕作に係わる杭穴

的な柱穴状土坑とは区別するべきであったが、一括で処理をしている現状では実測図だけで両者を判断し区

分することは不可能であるため、本稿ではすべてを柱穴状土坑として一括して柱穴状土坑配皿図を褐戦し、

それに伴う個別の計測一覧表を掲職し報告に換える。

ll.遺構外の出土遺物
粗掘りや過櫛検出巾に麦土から出土した過物は本項に一括したが、土師器7点、須恩器5点、石製品・石

器2点の合わせて14点出土している。以下では種類毎に一括する。

土師器－7点の出土であるが中に坏1点（280)、高台付き坏3点(277･281･283)、認3点(278･282･

287）が含まれる。278以外はロクロ使用成形されるが、坏の1点（280）は内面非蝋色処理で底面は回蛎

糸切り離し無調整である。高台付き坏の3点は一般的な坏に高台を貼り付けた形と推測されるが、いずれも

高台部を欠損しており、詳細は定かでない。甕の3点はロクロ使用成形の2点（282.287）とロクロ不便用

成形の1点（278）がある。前者282は外面の一部にヘラケズリ調整があり、内面はロクロナデのみである。

287は内外面ともロクロナデ調整のみである。

須恵器一坏1点（284)、壷もしく長凱瓶2点（285.286)、壷1点（279)、翌1点（288）がある。す

べてロクロ使用成形されるが、坏は底部回転糸切り離し無調整、285.286は高台を付すことから長頚瓶と推

測される。

石製品の2点は290は自然礫であるが砕石的な様相であるし、289は縄文時代の削器である。
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△:一諺または痩跨のみ ×:不処印(杯･高台付坏）O:内面のみ。:内外面興趣蝿印凡例

側戟

掛り

砿卸

nl)

形真

岡版
出土地点・墹位 劉極 色調

外面調便

口緑・頭部 体郁 底部

内面詞？

n緑鄙 休部 底部
1M色

処剛

１

I】腿

f測恢：Cl

庇羅

1

器高

肪比

(命ｲi物、色詞淳）
備 辱

I 20 27 RAO1 ．2号カマド剛聯郎圃i： 士騨語 坏 2.5YR2／I赤瓢 ロクロナデ ロクロナ･デ ー ロクロナデ ヘラミガキ ◎ (12.2） 13.71 金泓jW彰 反転実測

2 3 27 RAO1 ･a｡7，9、】1， 12，37 土卿器 坪 lOYR7／3鈍 u簡橿 ロクロナデ ロクロナデ 囲転j 切り痩 ロクロナデ ロクロナデ ヘラミガキ △ 13，7 5,5 5 6 金愛f\多

3 21 27 RAOl・皿-9 土閃謡 坏 10YR7／4鈍 0曲侭 ロクロナデ 阿藍』 切り紅 ロクロナデヮ ロクロナデゥ × 6．0 12 11
へ日郡恥ﾕタ

4

5

24

11

27

27

RAO】・a-49

RAO】‐a-52

士陶器

士陣圏

坏

坪

7.5YR7／4脚

5YR7／3鈍L

LO柾

画 ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

間低弗勝

H鮭』

切り痕

§切り疵 ロクロナデ

ヘラミガキ

ロクロナデ

ヘラミガキ

ロクロナデ

○

×

ー

10，9

(5

4

0）

7

12

4

21

3

金墾蝿を『ﾔむ

灯配宙む【1mm】

6 7 27 RAO1・a｡33 卜瞳鰹 坏 5YR6／4鈍【 画 ロクロナデ ロクロナデ 閤伝』 切り鯉 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラナデ？ ○ 13．2 4 8 4 5 金翼卸多 一睡厘軽実濁

7 8 27 MOI・a-35 十唾堅 圷 5YR7／3蝿い檀 ロクロナデ ロクロナデ、

へラナデ

目鮭糸切り痕 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 12．8 5 2 4 5 全罫母少 、紀鐸内外面に煙状の側堀卿

8 I 27 RAOl 。 M束睡･3．4．6 卜魎哩 jf IOYR6／6価 ロクロナデ ロクロナデ 目転糸切り虹 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 12．7 5 7 4 3

9 5 27“01 。 同車函-19 土騨謝 坏 10YR2／I黒 ロクロナデ 目鮭糸切り疵 ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 5 0 5 1 愈蛍母徴、 醒面陰刻印『×」

10 2 27 RAO1 ．W東錘･7 土鱒闘 坏 l0YR7／6侭 ロクロナデ ロクロナデ 闘転糸切り戒 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 12，7 6 4 3 5 金雷〃少 反鱈実測

Ⅱ 4 27 RAOl・a･'3 上鱒田 坏 5YR6／4屍い樋 ロクロナデ ロクロナデ 岡転糸切り虹 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 13．8 5 4 4-9 金震蹄多 外函隠線刻【逆I大j･子状）

2 6 27 RAOI・a44 土騨囲 坏 7.5YR8／4海鈎橿 ロクロナデ ロクロナデ 岡転糸切り摸 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 15．0 4 7 4-8 砂粒禽む(1mm）

3 9 27 RAOI・南半ベル ､、牝内 土騨剖 坏 ロクロナデ ロクロナデ 糾能齢切り蝋 ロクロナデ へラナデ ヘラナデ? × 11．9 3 6 3.8 砂粧少

4

5

9

2

27

27

RAOI・I葡半鄙函

繩01・北西

土騨盛

土騨器

坏

坏

２
－
１

5YR2／I凧

DYR7／6個

ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ 岡砥糸切り？

ロクロナデ ヘラミガキ

不剛 不明

⑨

×

114.4）

5 0

13-91

14.11 砂粒符し<多

反転実測

腫転突測。I砂旺｣？

6 0 27 RAOI・a47 土騨圏・高台坏 7 5YR7／6檀 ロクロナデ ロクロナデ 月による両調堅 ロクロナデ ロクロナデ ヘラミガキ ○ 14．3 9 0 6.3 愈劃蹄少 外面に鯉銅(上下2段のI八j）

7 5 27 RAOI・I苅梨呂圃t 上飼盟・高台坏 7 5YR7／6樋 ロクロナデ 一 ロクロナデ × (7 81 13．01

8 4 27 RAOI ･a-7．9 土騨器 皇 5 rR6／6樋 ロクロナデ 画クロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー 110.21 砂飽田紐

9 3 28 RAO1・a判5．47 士騨密 良 7 5YR7／3罠い唖 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー (21．2） 114．Ⅱ 砂粧少 内面8こ煤少唖付団

20 2 28 RAO1・a･’1 土騨密 受 ７ 5YR6／4鈍い笹 ー ヘラケズリ I]j詞蔑 ヘラナデ ヘラナデ (8.0） 16.71 砂粒高しく多

21 7 28 RAOI ･a-40 卜鱈鴎 昼 5 rR5／8別が褐 ヘラナデ ヘラケズリ ヘラナデ ヘラナデ 110.11 砂韓多

22 3 28 RAOI・a-38 t騨圏 良 2 5YR5／8 一 木襲鯉 17.4） 11.21 砂胞多く含む(2mm）

23 8 28 RAOI・a-45 上鱒圏 鹿 5YR7／6個 ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ ヘラケズリ 113．21 砂粒冴し<夢

24 ⑧ 28 RAO1・滝I虫a-22 十西鴎 鉢 5YR6／6種 回クロナデ ヘラケズリ ロクロナデ ヘラケズリ IR 21 砂粒必‐金垂腿少 25と団一側惇か？

25

26

5

37

28

28

RAOI・a－I5

RAOl・a-7、北閤ソテ1,1近

土騨圏

麺血盟

鉢

坏

ー申■■ｰ〆シnm

lOY5／1灰

ロクロナデ ヘラケズリ

ロクロナデ

一

脚転糸切り縦

ロクロナデ ヘラケズリ

ロクロナデ ロクロナデ × 15.2）

18

I】

81

81

砂粒多｡金没IW少

亦褐

24と同一便体か？職？

27 33 28 1畝01・北東邸覆上 錘哩理 好； 10Y4／1灰 ロクロナデ ロクロナデ ー × 13 61 灰

28 29 28 I砿01 ．北東部唖上 迩哩圏 壷 5YR2／1黙I ロクロナデ ﾛクロナデ ロクロナーデ ロクロナデ 一 (13.2） 17 71 亦禍 腫転実測。外面に障則あり？

29 30 28 RAO1・北東鄙田世 篭唾理 蛍 7.5YR3／11 褐 ー ロクロナデ ロクロナデ 一 17 81 剛が綱色 31 ．32と同一鯛停か？

30 32 28 MOI・北単扉租上 麺哩聖 壷 2 5YR2／11 冊 ロクロナデ ロクロナデ ー 17 61 Wjが棚色 30．31と聞一個停か？

31 31 28 RAO1・北栗鄙租上 弱哩理 壱 I )YR3／2黒褐 ﾛクロナデ ロクロナデ 一 {6 21 叫鍬網色 30．32と閃 ・似停か？

32 35 28 RAO1・カマド2観週醒自．⑪．28 麺哩狸 愛 ７ 5Y2／1瓢 タタキメ ー Jiて側劉 16 41 灰 当て具観は浬胴又

33 36 28 RAOl・a｡28 麺哩理 鹿 2 5Y5／I興灰 タタキメ 屯iて興碩 113.81 瓢縄 外面一鄙にナテ

34 34 29 RAOI・a-2 刎哩灘 嚢 7 5Y2／1黒 タタキメ ユピナデ 一 118.01 瓢

41 38 29 RAO2・No．8 土鱒認 聾 7 5YR6／4鈍い檀 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ ヨコナデ ハケメ ヘラケズリ (20､2） 11－9 31．4 砂随行む(2mm火） 39と接合

42 41 29 RAO2・No．7 鍾血理 坏 2.5Y6／3蝿い此 ロクロナデ ロクロナデ、

へラナデ

闘転糸切り、

再詞彊

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × (15．4》 6．3 5．4 蝿い侭 一節反転実測

43 42 30 脚2．NO‘5 鐙哩邸 蛍 N5／I灰 ー ロクロナデ、

へラナデ

ヘラケズリ ロクロナデ ロクロナデ 11．4 117.11

44 58 30 RAO3・spC．C‐焼tド(峠伽付近） 土間器 坏 IOYR5／4純い曲褐 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラミガキ 0 (14.1〉 14.51 金欝I寸介む

45 49 30 RAO3･カマドイj腿”庇面1､I近 士脚器・坏 7.5YR6／6慨 ロクロナデ ロクロナデ 閨転糸切り縦

・一鋒側調整

あり

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 15．7 5．6 4．5

46 59 30 RAO3 カマド筐pi【四t 土騨闇 坪 l0YR7／4純い質橿 ロクロナデ ロクロナデ 一 ロクロナデ ヘラミガキ ○ 112．0） 14.61 金ZW含む n鋒蟹破片

47 47 30 RAO3 床閏No．11 十個鴎 坏 7.5YR7／3鈍い値 ﾛクロナデ ロクロナデ 圏蛭糸切り鰹 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ I 4.4） 6．4 5 I 金愛fW少 反転実測

48 73 30 RAO3 田12?(侭土中） 土瞬器 圷 7 5YR8／3温黄価 ロクロナデ ロクロナデ 岡転糸切り復 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ （ 5.2） (8.0） 4 8 企窒偲ぞ多く命む n睡怒～底呂墜かけて観〃

49 54 30 鼬03 租 lユ 士騨器 圷 7 5YR7／4屍い檀 ロクロナデ ロクロナデ × 13 5】

50 56 30 RAO3 画 k上位 土開園 坪 7 5YR7／6樋 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 1 5．0） 14 81 漢1Wごく園田

51 53 30 恥03 画fk位 ＋睡鴎 圷 7 5YR7／4蝿い栂 ロクロナデ ロクロナデ × 13 11

52 43 30 RAO3 ブロック⑪ t騨酎 坏 7 5YR6／4暁い樋 ロクロナデ ロクロナデ 卿調整 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ （ 5．0 (6．0） 4 4 金鴛母少

53

54

44

46

30

30

RAO3

RAO3

覆土 上位払取

”tI:位北取

土飼闘

土騨器

坏

坏

７
－
７

5YR6／4鈍い樋

5YR6／4鍵い価

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

叫詞盤

岡艇へラケ

ズリ再調笈

ロクロナテp

ロクロナデ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

○

○

1 5．0

15．0

6

6

2

2

4

4

7

7

金愛母画皿

愈鴛側少m含む

55 45 30 RAO3 覆+･卜竹牝商 士騨欝 坪 7 5YR6／6m ロクロナデ ロクロナデ 舛低糸切り樅 ロクロナテロ ロクロナデ ロクロナデ × 14．3 6 0 4 6 砂粒含む(2mm人》

56 48 30 恥03 床面No．3 上瞬路・j 1台坪 7 5YR7／6N ロクロナデ ロクロナデ 阿転糸切り幌 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × (15.0） 8 6 6 8 砂粒介む(2mm大） 高台付

57 72 30 RAO3 カマド臨掴型駆 土湧器 坏 5 rR7／4鈍卜 柾 ロクロナデ ロクロナデ 岨 O） I 7 砂粒含む 嘉台部破片1／2囲仔

58 61 30 RAO3 カマド付近柾拠經分 土Z晦劉 坪 ７ 5YR8／4浬閃樋 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナテロ ロクロナデ × 3 4 砂粒宙む12mm火）

59 50 31 RAO3・束聖羅画t中～ド他No．9 十個鰐・喪 5YR4／8亦褐 ヨコナデ へラナデ 水藁慎 ヨコナデ ヘラナデ ヘラナデ 13．0 8．6 {5.01 砂粒介む(3mm） 【』緑静は垣<外腿、停邸l利§

～園冠付近が蛾大閑雅
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登録
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脚駁
出土地点・刷位 器侭 色調

外面調霊

n緑・甑羅 体鄙 唾部

内面調！

iI緑忽 体部 庇鄙
1M色

処理

可
。
Ⅲ
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庇惟

1

圏高

時 t

(含ｲj物、色調淳）
信 毎

60 51 3 RAO3 貼り床幌栗土用 ｛一筋器 鹿 7.5YR5／3純い褐 ヘラケズリ ヘラケズリ ハケメ ハケメ 9．0 14.71 砂粒含む(3mm】

61 55 3 RAO3 函l・ ｝全位 士踊蕗 露 7.5YR6／4艶い樋 ロクロナデ ヘラナデ ロクロナデ ヘラナデ ー 14.31 ロクロ填形

62 57 3 RAO3 画I･脹竹 t騨滞 麺 7.5YR7／6樋 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ、

ヘラナデ

ヨコナデ、

ヘラナデ

(18-4） 16.51 砂租少。

63 60 3 Iい03 カマド鴎pi【硬土 l･笛鯉 皇 l0YR8／4漉黄檀 ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ ハケメ 17.21 1 P粒含む(2mm火） 11騨鄙破片、I】騨鼻哩蝕〈外歴

64 64 31 M03 北西毎硬十f位 t騨濁 更 7.5YR6／6樋 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 17.71 雲f弘砂粒含む

2mm小）

[1弾轟砿片．ロクロ嘆形

65 63 31 RAO3 唖上検出函 土騨圏 塁 7.5YR6／6侭 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 15.41 砂粒含む 1mm火） rU琵鄙砿片、ロクロ成形

66 65 3 RAO3 カマド付謡屈劉冨 土騨認 狸 5YR6／6価 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラナデ

ロクロナデ ロクロナデ 〔17.3） 110.51 砂粒少、『む IU韓迩～停鄙上予陞かけて1

／6残存

67 66 3 RAO3 カマド付玉詞凰揮 上瞬器 毘 7.5YR7／4鈍い侭 ロクロナデ ロクロナデ．

ヘラケズリ

ヘラケズリ ロクロナデ ロクロナデ ヘラナデ (18．1） (10.11 16．2 砂粒含む 1mm火） 皿廊鄙～旺鄙にかけて残〃

68且JK. 52却牟 3QF

■
■
■
■
■

Ⅱ

■

lAO3 力‘ ド付近圃遡毎分 土騨器 鹿 5YR8／4淡柾 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロク回ナデ ロクロナデ ロクロナデ 14．7 7，5 15．0 園砂粒少 ロクロ睡形

69 62 3
■
■
■
■

■
■
■
■
■

ポ■
■
■
■
■■

’RAO3 力･ ,ド付近麺且掘分 f-匿器 蝿 7.5YR6／4純い柾 ヨコナデ
－

ヘラケズリ
－－

ヨコナデ ヘラナ･デ
－ー－一

16.21
一

砂粒含む 3mm)
－

『ロ且画琢確ﾛ÷ 『ロ冨翫g◆価I’唾15

70 76 3
■
■
■
■
■
■
■

I
－

RAO3 床I【No．2 罰哩型 鹿 10YR5／l灰 タタキメ ユピナデ 一 灰 眼轟～屑郎にかけての破j;。

71 79 3
■

■

Ｐ
IRAO3 力. ド煙出鄙 篭唖盟 受 51副／'昭繋灰 タタキメ ユビナデ 踊緊灰 搾曄硬狩

72 78 3 I い03 力。.ド理nil硬止 麺哩理 鹿 2.5YR4／1画灰 タタキメ ユピナデ 一 一 釘灰 停掘喧片

73 82 3 I RAO3 圃 :上位rrO-a用よりl娘） 劉哩墨 鰹 5Y5／1灰 タタキメ 当て具喰 灰 停鄙醗片

76 85 3 RAO4
＝

圃 :上位 t鋒雷 坪 7.5YR7／4鹿い柾 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × （ 1.91 I。4.5 砂種含む 1J卸～停暉にかけての霞片

I 7 3 い“

一

貼I §幌泉土、覆t中一下位 廼型理 現 N4／0灰 ロクロナデ ロクロナデ 一 － I；3.8 灰 同母破片

I 86 3 RA“ 鮎I §偶蕊土．画上中一ド位 鋼忠器 壱 7.5YR2／I照 ロクロナデ ロクロナデ （ 7.8） 1. -0 恩 、配轟破片

I 8 3 I醜04
一

圃
一

｡｛l･酎ベルト内I 麺哩理 理 5Y3／Iオリーブ黒 タタキメ ユビナデ ー オリーブ瓢

80 1 02 3 RAO5 力。pドl左ソデ観扇I 上騨器 坏 7.5YR7／6柾 ロクロナデ ロクロナデ 阿伝糸切り視 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナテ， × （ 5,2） 15,41 15.71 1 粒を含む 囚鄙

I 7 3 RAO5 力、pドIai脇床歯 t瞬器 坏 5YR7／4鈍い樋 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り疵 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ （ 4.0） 6 8 4 6 1 粒含む(2mm） 匪踊打近を中心に爪硬が残る

I I Ⅸ； 3 I弧05 力. ドI左ソデ幌！ 1 1 ド他 土騨響 坏 lOYR8／4浬黄極 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り側 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 4．1 6 1 5 3 1 粒を含む

83 1 〕9 32 RAO5 力．'ド2煙出鄙圃 :I 位 土岬窃 坏 5YR5／8明赤禍 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り領 ロクロナデ へラミガキ ヘラミガキ ○ 4.6 5 8 5 2 1 金霊母を含む 】／Z塊存

84 03 32 l弧05 床面、カマド1画 t 上騨器 坏 5YR6／6樋 ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへラケ

ズリ卿調懐

ヘラミガキ ヘラミガキ △ (13.6） (6 2） 4 I 金謹母を多く含む I／5現仔、厚置が召しい

85 00 32 蝿05 カマド2煙出晶四k 土騨囲 坏 I0YR7／6樋 ロクロナデ ロクロナデ 目転へラケ

ズリ側興捜

ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 6 2 14 71 金雲母を含む

86 01 32 蝿05 カマド3煙出毎田上 土騨器 坏 5YR6／6侭 ロクロナデ ロクロナデ 目転糸切り砿 ロクロナデ ロクロナデ ﾛクロナデ × 112．01 (6 O） ５ 2 砂粒を含む 胴釘Iあカレやき」

87 104 32 RAO5 P4国土、蛭十訂庄 土鐸翻 圷 5YR7／6侭 ロクロナデ ロクロナデ 目軽糸切り、

再調愚

ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ △ (14．01 6 0 4 6 金雲廊多． 外回腫型西(1大jI 1-｣)．

88 91 32 RAO5 床面 t騨器 坏 7.5YR7／6種 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切りの

後再調雷

ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ △ 14．3 6 8 4 9 金雲舜を多く含む 停鄙外面中程に爪虹あり

89 163 33 RAO5 P2.床面 上騨器 坏 5YR7／3錦い棺 ロクロナデ 回転糸切り棋 ロクロナデ ロクロナデ × 5 8 11 71 砂粒を含む 庇陥醒片

90 108 33 RAO5 ブロック③、画上l独、味血 k騨器・高台坪 IOYR6／4艶い極 ロクロナテ’ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラミガキ

ロクロナテ‘ × 20－9 12，1 I ､5 砂極含む(3mm） -.部RAO3垣f:出f畦j;･と按

命

91 90 33 RAO5 床面面卜(焼土卿面） 土騨鴎 坏 IOYR8／2艇 ﾛクロナデ ロクロナデ 岡転糸切り祝 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 14．0 6 5
炉
■
四 4 砂粒含む

92 105 33 RAO5 Pl6盟土．床閏、l茜 f･缶鴎 坏 IOYR8／6戯極 ロクロナデ ロクロナデ 側鋼羨 ヘラミガキ ヘラミガキ ○ (14.0） (6 I） 4 8 金霊母を含む 円外山とも犀翼が吾しい

93 140 ”RAO5 床間血1屯 t鱒圏 坏 5YR7／6檀 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 14 41 砂種を含む

94 166 33 恥05 カマド2娯畳露上位.貼味 十踵里 坪 5YR7／6侭 ロクロナデ 同転糸切り痩 ロクロナデ ロクロナデ × 6 2 12 01 砂粒を含む 醍駆唖片

95 92 33“05 貼床倶豪士 十唖鴎 坏 IOYR8／6貧侭 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り躯 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ △ 14．4 6 0 4 4 金雲母を多く含む 全停的に摩種が否しい

96 93 33 RAO5 ブロック”、田 ニド他 土騨認 坏 7.5YR7／6唖 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り侭 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 15．3 6 0 5 6 砂紅を含む

97 89 33 RAO5 ブロプク“、田f刈ロード位 土岬霊・坪 7.5YR7／2明褐灰 ロクロナデ ロクロナデ 手持ちへラケ

ズリ円訓醗

ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 13．9 6 5 4．4 金雲母を含む

98 55 33 I軌05 ブロック④、画上中一ド位 土騨器・高台坏 lOYR3／1珊褐 ロクロナデ 菊花状 ヘラミガキ ヘラミガキ ◎ (7 6】 11.81 金雲母を含む 旺露玻片

99 14 33 RAO5 田土下位 璽哩理 坏 5Y7／2灰白 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラナデ

ヘラナデ ヘラナデ 一

16.11 灰白 UI醐蹄唖片

46 33 RAO5

k位）

プロッ掴､画f- 12位(火111脱肘より 土踊器 坏 7.5YH8／4浅黄檀 ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 5，8 13.41 金雲即替含む 願滅が野しい

54 33 臥05

より 11

ブロック③、四kM釧火111灰晒

Ⅲ）

上師醗 坏 5YR6／6柾 ロクロナデ、

ヘラナデ

閤転糸切り疵 ロクロナデ ロクロナデ × 5．7 12.51 砂柱･金望母を少田

含む

､匠騨坂ハ．

150 33 RAO5 国土I届(火山灰肘よりI狸） 士騨認 坏 7.5YR5／4艶い褐 ロクロナデ、

ヘラナデ

回転糸切り疵 ヘラミガキ ヘラミガキ 0 5．0 13.31 金雲母を含む 旺匪瞳片

95 33 剛05 北壁際 上箇嬰 坏 lOYR8／6批糧 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 14.1 5．8 5.0 砂粒を含む 宝椰的に犀置が膏しい

94 33 士蝉囲 坏 7,5YR8／4浬寅樋 ロクロナデ ロクロナデ 図転糸切り観 ヘラミガキ ヘラミガキ へラ ガキ ○ 14．0 6 0 4.4 l／2現仔

57 33

’
５
５

０
０

眺
聡

ブロック⑪
ブロック⑨

土騨鴎・坪 7,5YR6／4蝿い侭 ロクロナデ 手持ちへラケ

ズリl\調捷

ヘラミガキ へラ ガキ 0 6 8 11.71 金雲母を含む

金雲母を含む

展駆頃片

I I 67 33 1 RAO5 商壁際上謡 ＋騨鴎・高台坏 5Y2／2オリーブ則 ヘラミガキ 菊花状 へラ ガキ 。 8 9 12.31

I 071 I 59 訂3 士蝉盟・高合坏 7.5YR2／2冊褐 一 ロクロナデ ロクロナデ ヘラミガキ へラ ガキ ｡ ー 17【 11．81 金露繩羅含む 醗冠磑胎

II
■
■
Ｄ
Ｂ
■

■
■
Ｄ
Ｂ
■
■

081 111

091 III

23

21

34 1

猟

皿U．

RAO5

ブロックqp

ブロック⑪、P4団上

上面器・坏

土踊器舎坏

7.5YR7／6侭

7.5YR7／4純い笹

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

一 ロクロナデ

ヘラミガキ

ロクロナデ

ヘラミガキ

一 ×

○

(16．4） (6 2 4.5

5.0

砂粒を含む

金雲母を含む 【I廊鄙砿片
■
Ⅱ
Ｂ
■
lOl 168 34 RAO5 ブロック⑪ 土踊圏・坪 5YR5／6明赤褐 ロクロナデ 回転象切り疵 ヘラミガキ ○ 一 4 8 1.7 砂種藍含む 旺露瞳片
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卜

敏
昭

掲
耐

登緑

碕吟

写真

図版
出土地点・刷位 圏種 色飼

外面調笹

口縁・題鄙 体露 庇脇

内面調1

、緑鐸 体鐸 庭部
肌色

処昭

垂
宝
脾

n径

f測値gcl

底径

I

圏高

臘土

(介ｲi物、色調等）
鯛 毎

1 11 125 34 剛05．カマド1国上 士騨認・異 5YR6／8個 ﾛｸﾛﾅﾃﾞ ロクロナデ、

へラケズリ

ロクロナデ ヘラナデ (17.2） 121.41 砂穂を含む ロクロ成形

1 12 137 34 RAO5･カマドlpiQ3 上瞬盟・更 5YR5／6口l弗褐 ヨコナデ ヘラケズリ ■■■ ヨコナデ ハケメ (18．5〉 1浬劃 砂飽含む(2mm大｝

1 13 110 34 恥05・カマドlNO3･pil4mI： 上瞬器・鹿 7.5YR7／6個 ヨコナデ ヘラケズリ ー ヨコナデ ハケメ 22．7 125.21 砂極含む(2mm大） 峨大閖挺の体郁 上手から刷曄

にかけて内筒し、11騨躍は岨

<外反する

1 14 133 34 恥05 カマド2煙迦厚田t： 土瞬器 愛 5YR5／6馴亦褐 ヨコナデ ヘラナデ 一 ヨコナデ ヘラナデ
一 112．21 砂粒を含む

1 15 107 34 RAO5 PIO田上、床画血上 土飼罰 鹿 7.5YR6／4純い樋 ヨコナデ ヘラケズリ、

ヘラナデ

水賎蜘 ヨコナデ ヘラナデ ヘラケズリ 】1．5 7,8 7.3 砂粒合む(2mm） 底部に水菜虹、全体的に銀ん
でいる

16 11 幻4 1Rm5 P2函士一嘩面 :脚1
上
P 竪 2，5YR5／6馴赤妃 ヘラケズリ 水圃価 ヘラナデ へラナデ 10．8 18.5 砂聴含む(2mm大）

施転迦顛一座墨唖鈴
17

118

148

109

34 1

35

RAO5

RAO5

四､.H［、 F鯉、ブロック妙

風土上位(火山暁刷より上位）

:鹿I
I

F

土陣雪

函

喪

7.5YR5／6個

l0YR7／4純い閃侭

ヘラケズリ

ロクロナデ．

ヘラケズリ

水蘭弧

ヘラケズリ

ヘラナデ

ロクロナデ、

へラミガキ

へラナデ

ロクロナデ 0

10．4

8.0

I2.7

13．4

砂粒含む(2mm火）

砂粒行む(2）司

19 117 35 …5 四陸12位 火山灰晒より1z位） 士踊器 皇 5YR5／4鈍い亦褐 ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ ヘラナデ 16 21 1 I含む(2mm火）

120 161 35 …5 ブロック、 f暉哩 畳 7.5YR6／6樋 へラナデ、

ヘラケズリ

砂旺．本国疵 ヘラナデ ヘラナデ ー (15.2） 12 41 砂飽を含む 砂匪I一理

121 96 35 恥05 カマドl■i:1名位No．I 璽哩聾 坏 7.5YR8／2陵、 ロクロナデ ロクロナデ 阿鮭糸切り瓜 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 4．1 (6-0） 5 3 金翼却を含む 煙唾不良、旺露I/3．11卸鰹

I/2欠樋

22 98 35 …5 カマド2館出鄙画I鷺』8位 酒唖堅 坪 5Y8／l灰『I ロクロナデ ロクロナデ 閤低糸切り疵 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ （ 6.2） 6．4 4 9

23 158 35 鼬05 ブロック妙 調理理 坏 lOYR7／4闘い賀個 ロクロナデ 閤鮭糸切り虹 ロクロナデ ロクロナデ 6‘2 12 OI I 金窒蝿を含む ハ 成不良、底犀破片

124 177 35 RAO5 P3、床曲風l： 麺理型 壷 5BG2／1門冊 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラケズリ

飼佗状 ロクロナデ ロクロナデ ヘラナデ 1.0 9．1 22.8 向肌 外曲の剥濡が召しい

125 392 35 RAO5 極上ド位 調理理 壷 2,5GY2／1肌 ロクロナデ ロクロナデ 2.0 16.61 肌 口緑郎破片、I細点41.1近・友

tド1と催告

126 393 35 1RAO5 ブロック②、田kqIO～ド位 盃哩里 蛍 7.5Y5／l灰 ロクロナデ ー ロクロナデ 一 一 〈 4.01 15．01 1 艇 11樺墨磯叶

127 390 35 1 槽点41 |近・I筏tFj 罰哩理 坏 2.5Y8／3淡仇 ロクロナデ 閑鮭糸切り疵 ー ロクロナデ ロクロナデ 。■■ 6，0 12.21 1 洩閃 RAO5かRA1I腫鰯風か？

128 395 35 I鞘05 ブロック” 廻哩翌 壷 IOYR1.7／1瓢 ロクロナデ ロクロナデ (13．2） 16.51 風 IRBO5ppl2･mi:M虹』
と按合

129 171 35 蝿05 ブロックq” 罰哩聖 壷 IOYR2／I風 ロクロナデ ロクロナデ 鱒花状 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 一 10．0 118.41 1 瓢

130 169 36 恥05．ブロック① 廻理覇・聾 5Y5／1暁 ロクロナデ ロクロナデ．

ヘラケズリ．

ヘラナデ

ヘラナデ ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラナデ

ヘラナデ 15．8 10．9 32.7 陵 ブロック“､、P4･瞳k瓜'二

筋と擬古

131 170 36 岬5・ブロック② 劃理容・壷 2.5Y5／2朗伏閃 ロクロナデ ロクロナデ H鮭糸切り、

叫劉隈

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 6－2 110.31 灰側

132 179 36 RAO5・ブロック② 麺哩理・型 IOYR6／1灰 ロクロナデ タタキメ ー ロクロナデ 罰て具捌 26．0 138.81 艇

133 172 36 R綱5．ブロック③ 刺哩罫・壷 lOYR8／3洩償侭 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラケズリ．

ヘラナデ

ﾛクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 10．2 124.11 洩岡慨 ブロック①、画上F位.画I：

上位(火山灰胴上)と組合

134 174 37 R釦5・ブロック③ 鋼忠器・澄 2.5Y4／3オリーブ柵 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラナデ、

タタキメ

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 14．2 1 1．2 29．1 オリーブ糊 ブロック“と按缶､外面体耶

中哩にロクロナデでinしSれ
なかったタタキメの喚鴎あり

73 37 ”5 ブロック④ 鐙哩塞 壷 7.5Y6／1灰 ロクロナデ ロクロナテ

ヘラナテ

例砥糸切り

．鄙叫劉懐

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 11．8 8－4 11 9 灰 ブロック①、mk0ID～15紅、

刺1.MJI火111灰墹l:)と樋命

75 37 鮎05 ブロック⑤ 麺忠路 壷 I0YR1､7／I凪 ロクロナデ ロクロナテ

ヘラケズ

ヘラケズリ ロクロナデ ロクロナデ、

ハケメ

ハケメ 13．4 8‘1 21 3 隅 ブロック唖､と恨合

76 37 鮎05 ブロプク“ 璽哩墨 壷 7.5Y6／l伏 ロクロナデ ロクロナテ

ヘラケズ

ヘラケズリ、

閉創捌

ロクロナデ ロクロナテロ ー 13．0 9．4 20 5 灰 唖上中～F値と眠窃．内国の

剥落が唇しい

78 38 恥05 ブロック⑦ 鋼理器 壷 7.5YR1 .7／I瓜 ロクロナデ ロクロナデ．

へラケズリ

一 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラナデ

19．8 34 0 剛 ブロック…．函I刈0～ 下

位と接合

139 180 詔 RAO5・ブロック⑥ 麺型理・墨 N4／0灰 ロクロナデ タタキメ．

ヘラナデ

ー ロクロナデ 罰て興蜘、

ヘラナデ

46．3 138.01 灰 床面、ブロック…

⑬、東側掴乱.mtlも位.硬化
下位;RAO6床面⑥と鯉介、タ
タキメ:平行B，jiて11:自足

140 181 39 RAO5・ブロック② 麺哩里・豊 N6／0灰 ロクロナデ タタキメ ー ロクロナデ 判て典筑 51.8 176.81 灰 ブロック…”．I刑瓶

4付近戎士jと按介、タタキメ：

平ffB
■
■
■
■
■■■

196 40 鮎06 貼床観纂上 上瞬塁 坏 5YR6／4兇い侭 ロクロナデ ロクロナデ r伸らへラケ

ズリ↓【』型憾

ヘラミガキ

｜
》

キガ君

、
拝
フヘ ヘラミガキ

1■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ヘラミガキ

0

－

△

(14-4） （5‘9）

－

イ5．21

5

｜
瞼

I

｜
別

金翌偲を含む

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

全雪1選を含む

底部に凪簡ｲi(堕片のため篭

害は不印I 『十』

歴麺分$将Lい■
■
■
■■

■
■
■
■■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

213

204

40

40

RAO6

RAO6

貼床硯憂仁

PI6肛上

上騨囲

上騨謡

坏

坏

5YR7／4純ぃ

7.5YR6／6f

ロ ー

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

岡

I

一

I鮭糸切1
－

砥離切 I疵 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ
ー

×
占凸一＝屯

(15．71 (8,0）
日P

15 0
一
亜『巡＊1画q＝U肌UUgr l/4現僻。

■
■
■
■■

210 40 恥06 極上下位 土騨器 坏 2.5YR7／6笹 ロクロナデ M鱈糸切りの

組-･鰹Jj調懐

ロクロナデ ロクロナデ × 一 5.2 14 01 砂瞳含む 唾邸砿片

■
Ⅱ
■
■
53 190 頸 RA“ 圃土下位 二鍾器 』f 7.5YR7／4鈍い侭 ロクロナデ ロクロナデ ー ロクロナデ ヘラミガキ ○ (16．0） 14 51 金溜母を念む 、艶郵一停廊堕片

154 212 40 繩06．カマド圃上l:位 t騨器・坏 5YR5／4具いが側 ロクロナデ H僅糸切り疵 ロクロナデ ロクロナデ × 4.7 13.71 砂粒含む

(2～3mm大）

唾鐸瞳片



掲載

番踊

登雌

舟3｝

閲
版

平
岡 出土地点・肘位 器種 色調

外面調露

、緑・顕思 体羅 魔怒

内面詞！

口緑鄙 体怒 底郵
肌色

処理

』

1Iif

f測航：Cl

斑径

I

圏高

脇士

(含ｲj物、色男淳）
個 辱

55 82 40 RAO6 ブロック！ 上瞬器・坏 5YR6／8樋 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラナデ

脚転糸切り疵 ロクロナデ

ヘラミガキ

ロクロナデ ロクロナデ × 13"8 5．0 4．8 砂粒を命む

561 1 83 40 RAO6 ブロック！ k瞬謝・高合坏 7.5YR1 ,7／I洲 ﾛクロナデ ロクロナデ 鴬花状 一 ヘラミガキ ヘラミガキ ◎ (17.0） 15 01 金震蝿を含む

57 16 40 RAO6 カマド応一縞 上岬器 聾 lOYR7／6樋 ヘラケズリ ヘラケズリ

水紫痕

ヘラナデ ヘラナデ 一 14．2 14 01 砂粒含む(3～4mm

大）

既邸曜片、水蕊蝋

58 85 40 RAO6 カマド圃土 土晦器 狸 5YR5／3塊い赤禍 ヘラケズリ．

ヘラナデ

ヘラナデ ヘラナデ 1 1 ，4 9 9

59 17 40 RAO6 カマド支脚 土瞬器 曇 5YR3／I胤褐 ヘラケズリ、

ヘラナデ

水葉撰 ヨコナデ

ョコナデ

ヘラナデ ヘラナデ 8．6 13 01 砂粒含む(2mm） 旺鄙破片、木鰯須

601 ”40 RA“ 床血No．9 土鱒圏 現 5YR7／8樋 ロクロナデ ロクロナデ ー ロクロナデ ﾛクロナデ × 7 61 砂稔命む(2mm） 山辱露喧片

61 1 94 40 恥06 P1 上踊盤 皇 IOYR7／2純い貫緬 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ (20.11 5 91 金璽ノリを多く含む 、騨塞破片

62 配 40 RA酷 画f･化付、1石 土騨囲 狸 7.5YR8／6浬負極 ヨコナデ ヘラケズリ ロクロナデ ヘラナテ (24.0） 113.71 砂粒稀む(2～3mm

大）

回葬轟～体謬破片

】63 84 40 1 6 【輻覆土 土騨器 聾 5YR5／4腱いあ 棚 ヨコナデ へラケズリ 本箪螺 ロクロナデ ヘラナデ ハケメ 14．3ト 9 0 15．
■
■
Ⅱ
』 64 225 4 I 6 P1 鍋皿型 坏 2 5Y4／1画ル ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 15．0） 13 0 侭侠 口葬鄙砿凡．

1 65 239 4 I 6 p】 罰哩哩 坏 2 5Y7／3洩り ロクロナデ 脚鮭！§切り I ロクロナデ ロクロナデ ロクロ ･デ (6 0） 12 2 洩鈎 醍郎玻片

1 66 237 4 I
’

６ 覆土ﾙﾆ位 麺血理 坏 7 5Y8／2腱『 ロクロナデ 脚艇】F切り I ロクロナデ ロクロ。･デ ー 一 4 9 11 2 灰白 嘩砺破坊(醍郎の約1／2吸作）

】67 186 4 I 6 "f‐12位 麺理型 坏 7 5Y8／2灰I’ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 4■■ 13 6 灰rI色 口騨部破片

1 68 219 4 I RAO6 P5覆土庵･7、田I:ド位 溺哩理 坏 2.識 I／7日lオリー プ贋 ロクロナデ ロクロナデ 阿鮭糸切り ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ Ⅱ5.2） ｲ6 l） 5 2 明オリーブ灰 凹嘩歴～庇鄙破片

169 236 41 RAO6・床面砥、覆土下位 劉哩聖・壷 7.5YR2／1肌 ロクロナデ．

ヘラケズリ．

ヘラナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ、

ヘラナデ

へラナデ 一 19.7） 16.31 洲 品白付

I 70 220 41 RAO6 麺f上位．園土中一下位 迩哩塁 皇 7.5Y6／1灰 ロクロナデ タタキメ へラミガキ 趣iて l襖 ー を1．2 18.71 灰

I 71 232 4 RAO6 カマドPI 麺哩器 墨 5BG2／1尚珊 タタキメ 屯iて l劉 110.51 商風

I 72 231 4 RAO6 床面 麺哩理 受 5Y6／1灰 タタキメ ○tて I観 110.71 灰

1 731 235 4 RAO6 PI 鍾哩理 壷 釘4／1灰 ロクロナデ ロク種 ナデ ロクロナデ 7.2 18.21 艇 圓台付

I 741 221 4 RAO6 PI 遡哩饗 壷 7.5YR3／1珊掲 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロク頂 ナデ 一 16．5 15.11 瓢掲 口韓部破片

I 751 229 4 RAO6 租土ド位 廼坦罫・長頚蛍 N3／0鴫灰 ロクロナデ ー 一

18.71 晒灰 國澤硬片

’761 22 4 RAO6
一

圃土中値 斌哩謡・艮頚壷 7.釘R6／2吠褐 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー 《11．5） 15.91 灰糊 1 1廊鄙破片

I 801 52 4 I RAO7 カマド煙出穏画上 t騨謝・坏 7.5YR6／6樋 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラミガキ 一 ○ (14．2） 15．01 金雪蠅ぞ含む 口錘部破片

I 81 1 68 4 I RAO7 蜂l･掴 t脚謝・高台坏 7.5YR7／8曲樋 一 ロクロナデ M転糸切り蝋 ロクロナデ ロクロナデ × （8-0） 12.剖 砂粒含む(1mm） 踊台部のみ1／4現作

I 82 58 4 I 砿07 貼床欄築土(焼士混人刷） 土鱒盟・坏 7.5YR7／3純い樋 ロクロナデ ロクロナデ 『時&ヘラヶズリ ロクロナデ ロクロナデ △ (14.2） ー 4．6 金丞1Wを含む 内外山とも摩置が厨しぃ

83 48 4 I RAO7 貼床閏築上(焼上型人屑） 麺哩塞・坏 2,5Y8／2灰rl ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー 14.01 灰『I

184 262 41 RAO7・圃上 t飼割・高台坪 7.5YR7／3鈍い樋 笥佗状 ー ロクロナデ △ 17.2） 12.11 童震側と含む 踊台轟塊存、醍露Iこ蜘花状の

痩跡がある．全体的健摩域が

碁しい

185 265 42 RAO7・P1画土 土瞬認・坏 7.5YR7／4錦い侭 ロクロナデ 円詞堅

鴻詞整

ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 6.2 13.81 金震Iりぞ含む 旺冠匿片、側面厚浸している

186 240 42 RAO7・覆土一括 上騨器・坏 5YR8／3淡檀 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

卿調整

郷調僅

ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 14．5 6,1 5－1 金武鮒を含む 11距鄙の一鄙を陣いて岨ぱ現

存、内烈は3／4がとんでい
ろ．

1 87 255 42 RAO7 1羽覆土 騨器 坏 IOYR7／4鈍い歯僚 ロクロナデ ロクロナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ (17．2） I5.61 金雲fWを命む 11師部破片

88 267 42 RAO7 ”極 i： 士鮮麗 坏 5YR7／8樋 ｰ ロクロナデ ﾄｲ砿糸切り蝋 一 ロクロナデ △ 5.6 11.31 金震剛を念む 旺鄙砥片、脚外画とも原画が

符し<蝿色処踊がとんでいる

89 263 42 RAO7 硬土 i:餌聖 更 7.5YR8／8仇俺 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー 7,2 13.61 砂粒含む(2mm火） ロクロ腿形の墨の旺部

90 259 42 RAO7 翻十12伯、回 tド位 t:騨濁 坏 5YR7／4屍い侭 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 5‘0 12.11 砂救命む(2mm） 内外面とも犀漣が將しい、擁

付近陣カーボンの付舸杓fIり
91 254 42 RAO7 貼床硯築上(同面No．11 廿伍鴎 良 5YR7／8価 ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ ハケメ 118.0） 19.51 砂粒含む(2mm大》 田個み虹が明睡に班ろ

92 269 42 RAO7 P2画 十 罰血盟 坏 5Y8／2灰、 ロクロナデ ロクロナデ 閏低糸切り蝋 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ (14.0） (5.8） 14.81 灰、 口曄鄙から唾鄙にかlﾅて庇歴

は1／2．n緑璽11／6呪〃

1 93 27Z 42 RAO7 カマド煙出毘画士 邇哩理 壷 7.5YR6／l縄陵 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー (20.71 16.61 縄灰

97 284 42 蝿“ 床面脚j丙壁犀 罰哩塞 坏 2.5YR8／2灰｢I ロクロナデ ロクロナデ 閏蛭糸切り蜘 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 14．4 5．1 5－6 灰向 【】唖鄙破片

98 282 42 Iい08 床面8 土鱒囲 坏 IOYR7／4鯉い仇笹 一 ロクロナデ 一 ヘラミガキ ヘラミガキ ○ (5-5） I】､31 金雷蝿を含む
■
。
■
Ⅱ 99 283 42 RAO8 床面､it？ 十鱈鴎・I 1台坪 5YR7／3純い樋 ロクロナデ ロクロナデ × 一 (8.0） 12‘91 砂粒含む 醍距顎叶

2“ 276 42 RAO8・I盛土下』(検出面?） l･暉鴎・坏 5YR6／4鏡い慨 ロクロナデ ロクロナデ 岡転糸切り摸 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × 12．5 5，0 3.9 砂粒含む(1mm） 色の上腿に比べて聴上が良伺

『箇点4付近jと扱命.鯆詞『あか

やき』土盟｡本刃跡出土の110では
硯回【唾鋤I歴化l_ 哩昼力吸い)．

201 275 42 Iい08・北内部麺i､ 12位 十鐸圏・坏 IOYR7／3児い此樋 ロクロナデ ロクロナデ 闘低糸切り痕 へラミガキ ヘラミガキ ○ 14，8 6．0 5-2 金雲師ぞ含む

202 274 42 1い08.繭西部覆十卜位 土鱒圏・坏 7,5YR7／4塊い樋 ロクロナデ ロクロナデ 葡佗帆 へラミガキ ヘラミガキ ○ (13.8） 14.91 金雲母を含む 内外閲とも摩滅している

間台部欠掴､内外面とも庫試し

ており､特健内面が顧吾である
203 277 42 R知8．侮東隅画璽悪分 f暉雪・坏 7.5YR8／4洩閃樋 ロクロナデ ロクロナデ 間僅糸切り観 ロクロナデ ﾛクロナデ ロクロナデ × (14.31 (5.2） 5.1 砂粒含む(1mm） 内外画とも犀滅が再しい

204 278 42 RAll・北西歴圃土中一下位 十画露・皇 2．5YR6／6枢 ヨコナデ へラケズリ ヨコナデ ヘラナデ ー

18.91 砂粒含む12mm火） 回韓辱が斑<外反する小咽毘

の口緑鄙～体諺破片



掲稜

碕号

登録

喬吟

琴風

図版
川上地点・屑位 剖侭 色調

外面調醗

口緯・頚部 体鄙 庇鄙

内面西1

口緑鄙 体鄙

P

し

底鄙
馴色

処理

a

【1径

閲例：Cl

旺径

I

盟高

MI:

(含ｲi物、色到淳）
鰯 零

205 286 42 RAO8 pit⑦、焼t四面卜 亜凹型 坏 IOYR7／2負い醐慨 ロクロナデ ロクロナデ 倒鮭糸切り疵 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー (15.2》 5.8 4．6 鐘い員褐 庇記腱唾窩『十J？

2“ 285 42 勉08 ブロック①、焼土刷画上 鍾哩型 坏 lOYR7／2蝿い閃個 ロクロナデ ロクロナデ H低糸切り娩 ﾛクロナデ ロクロナデ ロクロナデ (14,8） 5．8 4．9 鈍い典Mj

207 295 42 RAO8 1N東隅床面 鋼忠囲 壷 l0YR3／I洲栂 ロクロナデ ロクロナデ 15.21 珊褐 、輝郎から顕鄙$こかけて躯仔。

賂亜唖か？

208 293 42 RAO8 』上関、唾亟 麺山理 ざ 7.5Y5／I ビ ロクロナデ 一 一 ロクロナデ ー 一 1盆91 陵 11 罰酷片

209

210

294

291

42

42

RAO8

RAO8

貼床硯憂土

剛束母田士卜位

軍哩H垂

掴血盟

壷

琶

5Y5／ID

lOYR1.7／ 肌

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ ー

I3．21

_21

灰

瓢

口籾

口

一

鳳邸破片

211 289 43 睡
位

ブロック①、pp83、画i刈0～ド 麺哩理 蛍 5B3／1町IF 灰 ロクロナデ ロクロナデ 閲軽糸切り狐 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ (1 1 ．5） (7.4） 113.31 瞬淘灰 RAO5・国土と扱宙．図画l：

で御元窪測

212 288 43 RAO8・ブロック① 弧忠盟・壷 l0YR1.7／1期 ロクロナデ ロクロナデ．

ヘラケズリ．

ヘラナデ

ロクロナデ ロクロナテ、 ロクロナデ ー (15.7） (9.6） 31．3 黒 RAO5ブロック唖Dと腿而

2 3 3“ 43 RAO8 ブロック① 副忠器 夏 7.5Y2／ 黙 ロクロナデ タタキメ ﾛクロナテ 弓て典蜘 (41.0） 131.01 灘 I-1H21vグリッド・反上卜洲

掴色lElと姫合

2 4 303 43 RAO8 ブロック① 畑忠劉 現 7.5YR3／ 肌柵 タタキメ ー ､%て叫棋 (45.6） 111.51 烈側 RAO6床面;ppIO7田k;”
1 12画tと接合

2 5 301 43 RAO8 ブロック① 姻哩型 髭 7.5Y4／ 腿 タタキメ 岨iて兇卿 122且 灰

2 6 305 43 RA08 ブロック① 劉哩理 狸 7.5YR3／ 胤禍 クタキメ 州て叫側 123.0 1M褐

217

218

292

290

44

44

RAO8・ブロック②

RAO8・ブロック②

鋼忠器・鹿

劃哩翌・壷

7.5Y6／I朕

2.5Y6／I闘吠

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ、

ナデ

ー

16.51

17.91

灰

！ ！

興吠

『1縁鄙破片、ロクロナデで洞

えきらなかったタタキメがあ
ろ‐

11緑鄙破片

219 302 44 恥08．ブロック” 劃哩濁・異 5B3／1画I内伏 タタキメ 邦て興蝋 (44．4） 122.41 明尚伏 “5ブロック②､カマド6K八

0";RDO9mt;RDI6田l為．
IH18i･11脳と接合

220 299 44“08 ブロック② 舸息野・狸 N7／0版1,1 タタキメ
凶

てI 蝋 18 61 伏向

221 297 44 RAO8 ブロック② 畑忠謝・皇 7.5Y8／l灰rI タタキメ
叫

てI 領 112 .91 域｢I

222 296 44 RAO8 ブロック② 釧恵瀞・狸 N3／0町灰 タタキメ
Ⅵ

て！ 疵 19 11 明灰

224 273 44 R陰01 内1K際床閏側12 l;瞬器・轟筒坏 lOYR2／11M ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラナデ、

崎花状

ヘラミガキ へラミガキ ヘラミガキ ◎ (15,8） 7．8 7 0 金盤側を少、含む 閏甑胤也処理。門外山とGj-。

掘割藩Lている

225 320 44 REO2 頂t t瞬詔・畳 7.5YR7／4民い樋 ロクロナデ ヘラミガキ ○ lE 71 金雲Iuを念む

226 324 44 RI§03 砥1も t騨認・坏 7 5YR6／3蝿い褐 ロクロナデ 間鮭糸切り硯 ヘラミガキ ヘラミガキ △ 5．2 12 51 内熟がとんでいる。顧邸ｴ比

鮫的良目

227 3”44 RBO5 p距画土中～下位 t闘圏・高台坏 7 5YR7／4鈍い柾 ロクロナデ 旬佗状 ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 12 21 金窒〃を含む 醒銘碇片、高台犀欠掴

228 3鮨“ R'ぬ5 pp7mt中～下位 t跨囲 受 2 5YR5／6日Iが柵 ヨコナデ ハケメ．

ヘラナデ

ヨコナデ へラナデ (19．51 一 i11.01 砂粒含む(2mm） 【1繩部～体房醒ハ.。【1弾錘阻

題<外反している

229 307 44 R'ぬ5 pp7田土中～下位 i:瞬器 鹿 7.5YR7／3艶い樋 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ
一 (22．0） I4.1l 砂粒含む12mm） 口緑邸碇片。、卸歴は画く外

座Lている

230 308 44 R“5・”7国土中～F位 &瞬謝 皇 5YR6／6侭 ヨコナデ へラケズリ ヨコナデ ハケメ 124.31 砂粒含む(2mm｝ 11鋒部・底鄙欠唖、停郷脚

Ⅳ2雛存

231 314 45 ”551(RBO6・ppI)田上 舸哩閉 狸 lOY5／l吠 タクキメ ､1て側鎖 19.51 灰

233 316 45 RI〕09 剛半歴田土 t師器 良 2.5YR2／3種略赤禍 ヘラケズリ ハケメ 17.91 砂粒含む(2mm）

234 318 45 RDIO 削半郎田化 f:騨劉・商台坏 5Y2／l瓢 ヘラミガキ 旬花状、

ナデ

ヘラミガキ 。 18.0） 12_61 金淺押を含む 戚部～高台部破片、岡fr煽は

1ﾉ2理存

235 319 45 RI〕11 北＊部圃1－MJ k騨昭・高台jf 7.5YR6／3鈍ぃ禍 ロクロナデ、

ヘラナデ

葡佗状、

ﾅｰﾃﾞ

ヘラミガキ ○ 6.8 11.91 全愛蹄を命む 底鄙～畠台鄙殴片

236 326 45 RD31 樋 k騨認・狸 51頂5／6印I弗期 砂庇 ハケメ ハケメ (9.0） 12.Ⅱ 金識脚を念む 砂醒t霊

237 330 45 RD33 束’1鄙唖上 i:騨鴎・坏 7.5YR7／6個 ロクロナデ ﾛｸﾛﾅテ、

ナデ

周鮭糸切り虹 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ △ (17.5） (8.0） 16.71 金盤蹄を含む 内瓢処理がとんでいる。

238 329 45 Rn”・「I尚側奏t鯛褐色土』？ l:的酎・坏 5YH7／4闘い侭 ロクロナデ ロクロナデ ITJ国技？ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ 15．1 6．3 5.1 灰 底面は切り曜しの劉凹が、尋

れているものの摩翼力噌し<、

どのような再詞堕がifわれた

239 328 45 RD33 『I判例炎上照褐色t｣？ 馴恵間 琵 5Y6／l脈 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラナデ

ー ﾛクロナデ ロクロナデ．

‘Jiて叫蜘

(18．0） 135_71 金翌Iりを 『む かば不明

245 331 46 RI)37 底面 1:瞬圏 坏 2.5GYZ／11M ヘラミガキ へラミガキ 卵押ちヘラケ

ズリ側調優

ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ◎ (12.0〉 6．0 4 、 砂粒含む 1mm） 閏面照色処曜

246 334 46 RD37 庇血 k騨囲 坏 5YR6／8樋 ロクロナデ ロクロナデ 岡鮭糸切り蜘 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ × I 4.2） (6．0） 4 9 砂救命む 2mm）

247 332 46 RD37 旺曲 t騨囲 皇 7.5YR8／4洩仇柾 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ （ 5．6） 5 9 n縄認磁鮎－11錘堅瞳蝕<外腫

248 335 46 RD37 庇面 t騨圏 更 7.5YR7／4鈍い紐 ﾛｸﾛﾅﾃﾞ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ （ 7.0） 5 7 I 砂粒含
一

む 1mm） 、綬掘酸片

249 336 46 RD37 庇面 k鋳認 夏 5YR4／8鰍棚 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ
『
口
、 3 I 砂飽含む 2mm） 、錘認霞片.1U騨琵【夕叫く外以

250 339 46 RZO1 111束毎田士 劃理理 皇 7.5YR2／I肌 一 タタキメ 趣iて閲使
一 ７ 4 I 蝋

251 340 46 RZO3・画土(上踊ベルト内） t踊割・坏 5YR7／4純い樋 ロクロナデ ヘラミガキ △ 一 (7.8） 11.41 金溌fﾘを含む 底部破片。内外面とも厚翼ｶロ

聾しい



＜陶磁器＞

＜石器類＞

掲戟

岳号

登録

罰号

興
騒

平
岡 出土地点・料仙 盟穐 色調

口縁・皿郁

外血調整

体鄙 底部

内面詞！

11緑鄙 体部 班臨
無色

処理

１

、征

+測餌：cI

庇緑

1

圏高

飴i名

(含荷物、色副専） 焔 辱

252 342 46 RZO4・fl閤側糎土？ 罰哩型 翌 N3／0罰灰 タタキメ ナデ 8．2 晴灰

268 400 47 RGI2.蝿上 麺哩哩 鹿 N2／0期 タタキメ 一 ー ナデ 111．61 肌 刷踊破片、円凹の当て叫捌が

ナデによって禰されている
269 345 47 ”17・覆士 剰理翌 坏 5Y6／2灰オリーブ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 一 一 13.41 1J鞁郡破片

270 344 47 ppl7・麺上 上陣密 坏 IOYR5／6批褐 ヘラケズリ、

ヘラナデ

手持ちへラケ

ズリ郷調笈

ヘラミガキ ヘラミガキ ○ (6‘O） 12.41 金雲母を少し含む 既郎峨席。

271 347 47 RBO2 劃理理 畳 5Y5／1灰 タタキメ 郭て興痩 ー

I 0．71 灰

272 3釦 47 RBO4 罰坦塾 漫 IⅨ〕3／1噺緑灰 タタキメ 当て興虹 I』4．31
273 351 47 RBO4 麺厘塞 壷 7.5Y2／l瓢 ロクロナデ ロクロナデ (14．61 ー I‘4．01 璽 既皿壷のIU尋三唖片

274 352 47 RBO4 須息器 菅 IOY2／I蝋 ロクロナデ．

ヘラケズリ

カキメ、

ハケメ

ー 一

118.71 黒

275 356 47 RBO2 十画鴎 増 7.5YR7／6笹 ロクロナデ ヘラケズリ － ロクロナデ ロクロナデ 4．8 5．6 I 砂粒含む(2mm） 蝿か？

276 360 47 RBO2 上瞬器 高台坏 IOYR7／4鈍い黄柾 ロクロナデ 葡花状、ナデ 一 △？ 8，6 2．9 I 金雲蝿を詠む M外向とも犀滅が吾しぃ
277 382 48 ･1H19pグリッド t踊蕗 肉台坏 5YR8／4換価 ロクロナデ ナデ ヘラミガキ ヘラミガキ ○ ー

12.31 金雲母を少、含む

’且“ﾛ峨庁、踊台鄙欠掴、「h、

点4付近･斐土下Iと娘介
278 383 48 ･1 {19pグリッド 上瞬器 理 5YR5／4境い赤褐 ヘラケズリ 木策痩、砂庇 へラナデ I2．8 I 砂粒含む 3mm火） 旺姪;ぷ察虹、砂鰹
279 388 48 ｡’l2Ivグリッド 罰哩盟 壷 2.5Y6／I 灰 ロクロナデ ロクロナデ 一

I8．1 I 薗灰 I醜05カマド3検拠面か？
280 379 48 加点41.1近・「麦土ド」 上飼雪 坏 7.5YR7／4屍い侭 ロクロナデ 月億糸切り瓜 ロクロナデ × 5.2 11.31 金雲蹄を 『む 厚興か轟し<班露況は不良．

RAO5かRAllに僧団か？
281 378 48 関点41．1近・『異土下」 t騨認 高台圷 10YR1‘7／I風 ヘラミガキ 菊花状 ヘラミガキ ◎ 12.31 全塞蹄を 『む RAO5かRAIl陞鰯圏か？
282 377 48 閥点41．1近・『戎上ド」 上薗密 毘 7.5YR5／3屍い褐 ロクロナデ ロクロナデ、

ヘラケズリ

ロクロナデ ロクロナデ 15 91 砂粒含む 2mm） ロクロ睡形t碑田琵．I】輝犀

破片RAO5かRAII睡母唾か？
283 381 48 現代Ⅸ束側・『麦上下褐色Iろ』 t騨固 高商圷 7.SYR8／4洩黄紐 ロクロナデ ナデ ﾛクロナデ ロクロナデ × 12 31 砂粒含む(2mm小） 踊台鄙の近りが卒通跡出l:薊

物の111では異聞である．
284 390 48 盈上ド杣4付近 痢哩塾 坏 2.5YR8／3淡黄 一 ロクロナデ 同掘糸切り瓜 ｰ ロクロナデ ロクロナデ 6.0 12 21 倹黄

285 391 48 削点4ｲ､j近・I喪土下」 銅思謝 識 10YR5／I灰 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 8.3 12 41 暁 KAU5かRAI1に婚屈か？
286 361 48 拭侶トレンチT-5・蝋褐色MⅡ卿?）

－

姻哩型 蛍 5Y5／l灰 ロクロナデ 菊花状 ロクロナデ ー (12.0） 12 31 灰

287 373 48 噛点‘f明・I戎上下黒褐色上】 1．魎鴎 配 7.5YR7／4鈍い樋 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ー

14 91 砂粒含む(2mm小） ロクロ嘆形上暁理更．【1織協

破片
288 372 48 地点不明・挽土 迩哩型 喪 7.5Y4／l灰 ロクロナデ ロクロナデ 17 31 灰 山琿辱唖j了

掲載

硲号

避録

nI}

写真

間駁
llll:地点･屈位 捌祁

側経

+測仙：c、

庇柾 淵向
胎上 燗与

257 401 46 RZO4・理上（鐘の下） 紅皿 6．4 2，9 1.3 、

掲載

番号

登録

岳甥

風
駁

平
岡 llit地点・屑位 M 1m

災さ

f測価：cn

脳 厚さ
覗量：9 ｲi材（潅地） 個辱

35 I”I 29 Iい01・No b－3 凹（ 12．5 6，5 5．3 392-8 砂洲u上I 山地）

194 Im3 42 Iい07．床山 BM 4．6 2．8 1.5 25，19 劃腿別（ﾛ 羽111賦） 萄しく軟面で馳劇。

289 Im7 48 一lHml8グリッドlb罰 耐H 2．4 3．0 0．7 4，78 画糊（北I 111地）

290 I”6 48 闇41．1近茂土下 贈fj 》 2．0 1.8 0．9 4．98 画糊u上I 111地） 、然fi？



＜金属器＞ ＜炭化材＞

’
一
。
『
Ｉ

＜その他＞

掲載

茜号

壁録

"I)
出土地点・刷位 圏穐 間代 伯考

1 RAO5 マド2付近､燈十四 柱材 クリ

2 鮎05 1隅付近 焼土府 榎材 クリ

3 I軌05 1倒床面 床面血12鐘t崎 柱材 クリ

4 恥05 1聞東露.3 土瞬 筏材？ クリ

5 鮎05 I 月隅付近 健仕用 柱材 クリ

6 I錨05 I 甜胴付近 鐘I?師 E材【国） クリ

7 恥05 I剥隅付近 堕十耐 上材(田） クリ

8 恥05 I聞隅付近 焼土胴 殴材 ク

9 I“05 1制隅付近 位仕用 甑材 クリ

0 I 05 1 1円畷廊 瞳十堀 硬材 クリ

1 05 I H簡盟際 焼土用 甑材 クリ

2 I
■■■■■■■■■

I軌05
■
１
４

－

N側床間 床面矼12焼t用 柱材？ クリ

3 I A05 1 0央暉醐側床面､焼上尉 極材 クリ

4 I 05 1 '央邸尚側床面､焼土掴 極材？ クリ

5 醜05 商壁際.焼土晒 柱材(網） クリ

6 I
－

1軌05 崗唖犀､焼I･随 柱材I角材） クリ

7 I 恥05 丙電犀.焼土別 極材 クリ

8 II軌05 蘭壁際.健企厨 屋撰材？ カヤ

9 I 砿05 5門唖際､懐1．画 鰹製材？ カヤ

20 I 醜05 1 I央昆止夷側床面.鐘1掴 柱材 クリ

21 I鞘05 I '央謬.化丙側床面､垣十婚 柱材 クリ

22 I
■■■■■■■■■■

RAO5 I ﾛ央昴化西側床面.規肱刺 柱材 クリ

23 I 岨05 ;丙砿犀､焼土閥 柾材 クリ

24 I I錨05 8束壁犀.焼土用 極材 クリ

25 I 05 ;吸噸際､矩1．用 極材 クリ

26 I 05 銀喧嘩､焼土燗 催材 クリ

27 I 05 I U央鐸上側床面､焼 二個 柱材 クリ

28 I 05 I 】央鄙虫側床面､焼 鯛 柱材 クリ

29 I 05 1 '央犀尚倒床面.焼 告崎 柱材？ クリ

30 39 1 05 角聰犀.覆土中位（使上岨） 縄紐？園鞠？ カヤ？

31 39 Iのlz由 田代？田初？ カヤ？

掲戟

識号

登鈍

勘昭

?ﾒ側

図版
出土地点・卿位 閉棚

腿さ

f測飢：c、

帆 厚さ 剛賦：9 侭啄

36 1 104 29 RAO1 左カマド付近盟土下位 乍馴 3.4 2，6 1．0 1.0

37 1103 29 RAOl 画上北東鄙中位 fqI 7.0 I 4 0 8 0 8

38 1102 29 1 RAOI 短逮鄙甫半圃土 鉄蛾 10．2 3 6 0 9 0 9

39 101 291I融01 盟犀国土(図面C-1》 鮫峨 14．5 3 8 6 8 6 8

74 1 105 32 AO3 ■卜化付 妨鴎申 5-2 5 2 1 3 I 3

75 1 l“ 32 1畑03 床面訂出 不匂I 13-6 2 0 0 9 0 9

141 1 】22 381 AO5 北黄塵歴睦十弓厩 刀f 14．4 2 0 0 7 0 7

421 】“ JU I 八U．画工r哩 刀『？ 】4．8 I 8 0 8 0 8

431 110 38 1 AO5 圃上中位(焼十卜血 M2） 8J？ 9－8 2 2 0 7 0 7

“I“ 38 RAO5 田t中位(焼土I:面 M1） 〃f 18．9 2 5 0 4 0 4

451 1 1 38 RAO5 田上中位(焼1．}2面 M3） 師？ 7.4 2 5 0 6 0 6

461 12 38 RAO5 田土中位(焼十卜面 M4） 8J？ 2-7 3 8 0 9 0 9

471 21 38 1 RAO5 園i2下位 訂？ 4．0 0 9 0 4 0 4

481 07 38 1 RAO5 画f吋剥To－aよりt） 輸飽？ 4．9 2 0 6 0 6

】771 13 41 1 RA“ 床血 晒状峡貿品 2－9 3 2 0 9 0 9

1 781 14 41 1 RA“ 田士上位 不明 3．2 I 8 I 4 I 4

I 951 15 42 1 RAO7 煙上届(一潭貼床用命む） 不明 4．5 3 2 0 ７ 07

I961 16 42 1RAO7 快出国 61？ 5．2 2 4 I 1 I I

223 11 17 44 1 RAI1 田t'二位 不馴 4．1 ７ 7 09 09

253 1118 46 RZO4 圃上下位 何状紋飼砧 4．7 1 I 0 6 0 6

254 1120 46 RZO4 図上ド位 不日I 3．7 1 4 0 5 0 5

260 1119 47 RZO5 図上 ｲ羽I 5．7 1 0 6 0 6

掲較

喬号

登録

硲珊

写風

閃駁
!ll l:地点・層位 器棚 時代 溜極 血従c、 蝋琴

240 1142 45 RZO6 1 寛永通頁 江j1 寛永13（1636） 2．4 ,！ 寛永

241 1123 45 RZ“ I 永迎間 江jI 寛永13（】“6） 2 5 10 寛永

242 1124 45 RZ蝿 I 永通間 躯ﾉf 匝水13（1田6） 2 4 00 寛永

243 1125 45 RZ“ I 永通盲 江jJ 寛永13（1636） 2 3 』宜永

2“ 1126 47 RZ妬 I 水泡面 江jU 宜水13（1636） 2 4 ；宣永

261 1127 47 RZO5 尾上 262と閏一？

262 1128 47 RZO5
－

M－8 寛永埋同 江J1 寛永13（1636） 2 5 閲江木（文餌）

263 1129 47 RZO5 M－9 寛永通買 江ｸ。 寛永13（1636） 断寛永

264 1130 47 RZO5 M－lO 寛永通商 i[ﾀ． 寛永13（16361 2 4 価寛永（文観）

265 1131 47 RZO5 M－lI 寛永通商 紅j6 寛永13（1636） 2 3 占宜水

266 1 132 47 RZO5 M－l2 距水迎頁 i〃0 宜永13（1636） 2 4 占寛水

267 1133 47 RZO5 M－12 迩永遡官 iKfd 寛永13（1636） 2 3 朋寛水

掲種

岳号

登録

岳玲

写風

間版
Ⅲk地点・層位 謡馳

硯呼災

叶測髄：c、

外径 内縫
備毎

40 1134 29 RAOI・暉上 羽11 4．3 1.3

179 1136 41 RA06．1毛尾上 判口 3．8 4－0 1.9

232 1137 45 R【刃8．児士 判11 4．7 5．5 1.6

掲載

侭l:

笹録

耐略

Tf"

図版
出lも地点・屈位 劉側

計測6

醐惟 縁向

：C、

Ml& 楠隅
値毎

258 1139 47 RZO4・蝿12下位 摘腿 1 1 ，2 0．3 8．1 2.1 ｢邸鳳光展j銘．

掲鞍

岳器

登録

岳蹄

写風

間駁
川上地点・屑位 沼樋

計測値：cn

腿さ ’ 栂 厚さ
備与

25s 1140 46 RZO4・堀上（晩のド） 木唇 4．0 I 【1.8】 0．4 旧数13掌．鐙数／cm7.22事

256 1140 46 RZO4・厘上（瞳のド） ｲ息明 13.6】 l 【1.0】 1.1



Vまとめ

1 ．遺構

ここでは竪穴住居跡・掘立柱建物跡・円形周澗に関してその特徴点に触れてまとめとする。

竪穴住居跡は8棟(RAO1～08)検出された。RAO2を除く7棟が調査区東半部分に密策している。平

面形は方形韮調5棟(RA02･03･05～07)、長方形基調1棟(RAOl)に、規模は大形:RA05･06、

中形:01 ･03･07、小形:RAO2の3顛型に分釧可能である。主軸方向（カマドの向き）は①東:RAOl

〔造り替え2時期〕・02、②北東:RAO5[新〕、③北西:RA03･06、④南東:RAO7･RAO5[古〕

である。埋土は概ねⅡ屑系の黒褐色土を主体とする自然堆積で、RA03･05では十和田a降下火山灰と思

われる下位白色パミス小ブロックが埋土上位に少、混入している。柱穴配列は全般に不明砿である。カマド

は6棟で検出され、うち2棟(RAOl･05)では複数のカマドが検出された。煙迫の樹造は地下式・半地

下式ともに見られる。なお、 RA05･07･08の3棟は焼失の痕跡が混められる。各住居の焼土・炭化物の

残存状況から見ると、概ね北東側において強く燃焼した様相が窺われる。これら3棟は隣接する住居跡であ

り、かつ3棟ともに同棟な焼失状況を示していることから考えると、一度の火災による延焼で同時に焼け落

ちたものではないかと推測される。形態および伴出過物から考えると、平安時代9世紀後半代に属するもの

と考えられる。

掘立柱廸物跡は4棟(RBO2～05)検出された。うち、3棟(RBO2～04)は隣接し並列するように配

慨されている。4棟ともに柱9本を「田」字状に配した2間×2IⅢの総柱建物で、規模もほぼ同じである。

柱穴からの出土遺物が少なく時期判断の材料が乏しいが、①従来の検出事例で古代と考えられているものに

形態的に類似すること、②検出された竪穴住居跡との重複がないこと、等から推察して住居跡と同時期に存

在していたものと思われる。かかる建物は穀倉的な用途が想定されており、本趣物も9世紀後半期の災落に

伴う貯鯉施設であった可能性が高いと考えられる。本遺跡の周辺地区では小幅遮跡、本宮熊堂B遺跡、細谷

地遺跡等で同様の建物跡が確認されているが、本遺跡の如く複数棟が並列して配置される類例は今のところ

なく、本遺跡検出の掘立柱建物群は当地区の該期災落を考える上で有益な資料と思われる。

円形周澗は2条(RZOl･02)検出された。本過跡の周辺地区では、台太郎週跡、小蛎遺跡、飯岡沢田

遺跡（※註l)、湯沢B遺跡等で検出事例がある。とりわけ東北縦貫自動車道関連で調査された湯沢B遺跡

では、円形・方形を含めた周澗状遺構が密集して検出されている。これらの周満状遺櫛は主体部が削平によ

り消失した墹墓だったと考えられている。今次澗査で検出した2韮については伴出過物が邸少であり明瀧な

時期判断が困難であるが、かかる類例に照らして概ね平安時代のものと考えられる。

2．遺物
今次澗溌で出土した遺物の主体はロクロ使用成形された土師器・須忠器であるが、一般的な該期災落の櫛

相に比して須忠器の出土趾が多い。土師器は、坏・間台付坏・翌・鉢〈恥）が出土している。これらは、器

形の特徴から、概ね9世紀後半代に属すると思われる資料である。詳細は遺物観察表に識り、ここでは「墨

書・線刻」および「砂底」の資料について述べる。墨曹・線刻がなされた坏・高台付坏は竪穴住居跡から5

点出土している。RAOl :坏(ll)の体部外面に興瞥「大｣。満台付坏(16)の体部外面に上下2段の線刻

｢八」？oRAO5:坏(87)の体部外面に墨書「本｣。RAO6:坏(149)の底部外面に墨書「本」？oR

AO8:坏(205)の底部外面に墨書「本」？。今次澗査の資料では、可能性のあるものも含めると「本」が
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3点を数える。ここでは便宜的に「本」としているが、実際には「大」の下に「十」を瞥き加えた形（※註

2）であり、 RAOl出土坏の「大」も本来は同字を意図したもの－つまり、墨書4点がいずれも同じ文字

｢本」を意識したものだった可能性が向い。また、底部外面に粗砂を付荊させた所調「砂底」の劉が3点出

土している。いずれも底面が僅かに上げ底となり、その外縁部にWI砂をドーナツ状に付簡させたものである。

RAO5:120 (箆ナデ)、 RD31 :236 (ハケメ)、遺構外・一IHl9P区:278 (木葉痕)、の底面外縁部

が砂底となっている。3点のうち比較的洩存状態が良いl20は、正面観でも砂が確認できるほどに底部外緑

末端が捲れ上がり、粗雑な印象を受ける。これは、ある穏度まで生乾きとなった状態で猟理やりに砂を付蔚

させた結果、底部が潤れたものではないかと推測される。今次澗在出土の「砂底」資料は9世紀後半代の斯

波郡と津軽・出羽との影響関係を示唆する事例となろう。須恵器は、所謂「袋物」である壷・瓶・喪が出土

している。過櫛内出土、とりわけ住居跡出土のものが多い。特に顕著に出土鼠が多いのはRAO5･08の2

棟である。 RAO5では北隅付近、 RAO8では北西隅付近に側した埋土下位～床面面上から、多数の須恵器

壷・瓶・翌の破片が一括出土している。ともに床面より上位の埋土から出土していることから、廃絶後の埋

没過程において一括脆棄されたものと考えられる。但し、 RAO5の例では、廃棄されている資料には表面が

蝿ぜて欠失しているものも見られ、住居焼失後に焼け跡からサルベージした須恩器破片を再び廃棄した可能

性もある。かかる多脳の須恩器の供給元がlHI腿となるところではあるが、今回は自然科学的分析を実施して

いないため産地不詳である（※註3)。出土した須恵器の編年的な位置付けについては、その器形の様相か

ら概ね9世紀代の枠内に収まるものと考えられる。

3．遺跡
調査の結果、本遺跡の今次調査区付近は縄文時代の狩場、平安時代の集落、近世の墓域であることが判明

した。調査而頓は約1,500m2と狭小ではあるが、比較的多極の過柵が検出されている。

古代については、氾濫原の微高地南側縁辺部分に立地する9世紀代の染落の一部を測査した形であり、竪

穴住居跡、堀立柱建物、土坑、円形周澗、満跡、池状遺檎を検出した。これらが即ちムラの櫛成ユニット

〔住宅、倉叩、穴倉？、墓、生活用水の澗池〕をなしていると推測される。遺櫛配慨状況からは、調査地域

南東側を中心とする住居域、西側に建物群・土坑域・墓域という柵成が見て取れ、巣落の中心部はさらに東

に延びているものと推測される。南側の低地（旧河道）を挟んで対向する微高地上の細谷地遺跡、現道を挟

んで東側に隣接する向中野館跡は、いずれも本遺跡よりも新しいlO世紀代を主体とする集落である。本遺跡

では該期の遺櫛は碗翻されていない。また、本遺跡北側には、試掘調査で多数の周澗状過柵の存在が想定さ

れる飯岡沢田過跡が存在する。これらの遺跡と本遺跡との関迎性については、今後の検討課魍である。

(註1） 飯岡沢田遺跡は本遺跡の北側に隣接する遺跡であるが、平成13年度調査で末期古墳・円形周澗・

方形周澗棟が多数検出され、古蝋～平安時代の墓域であることが判明してきている。本遺跡検出の円形周澗

もそれらに繋がるものとすれば、本過跡と飯岡沢田遺跡とが本来は一巡の遺跡である可能性が高いと考え

られる。

(註2） 本来は「泰」の略字ではないかと思われる。

(荘3） 出土した須忠器片には胎土が亦味がかったものが多く見られ（遺物観察表を参照されたい)、当初

は五所川原窯の可能性もあるものと考えたが、器形の特徴から見て五所川原窯産のものは含まれていなか

った。遺跡の所在する盛岡市および近隣の紫波町には須恵器窯の存在が想定される遺跡が複数あり、本遺跡

出土の須恵器はそうした近隣の窯で生産された可能性があるものと考えられる。
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな
所在

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東経 調査期間 調査面棚
m2

調査原因

いい蛾'8いかｵ》いせS

飯岡才川遡跡

だいさんじ塊うさ

第3次調査

もり〃かしいいおかしん

盛岡Ili飯岡新

でん2%わり110．1

出2地割1 10.1

03501 LE16-2291 度
分
秒

９
０
０

３
４
３

1411r

08分

27秒

20010717

～

20011129

1 ，582 盛岡南新都市

計画整術事業

(土地区画整理

事業）

所収遺跡名 柵別 韮なI代 主な遺柵 主な遺物 特記事項

飯岡才川週跡

第3次"M査

染落跡

蕊域

平安時代

近

竪穴住居跡 8

竪穴状遺構 4

掘立柱建物跡 4

上坑 23

陥し穴状遺構 2

池状遺構 l

澗跡 8

円形間洲 2

士職墓 3

平安時代

土師器

須忠器

鉄製品

他

幣
鏡
の

世
貨
衲
そ

近

平安時代9世紀前～後期

の集落遺跡であるが、こ

の地域では志波城成立期

の一般災藩の状況が不IﾘI

な中での該期の築落例と

して尚戚。

また、須思器の袋物を

大I『(に川土し、棚立柱述

物跡が4棟検出等、これま

での該期の築落例と趣を

異にする。

近世の上脳躯が検出さ

れ、かつては一部に墓域

が存ｲEした可能性がある。



平成l3年度(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター職員名簿

副所長
ザ
一
町

￥
雁 橋正儀伊藤民也所長

[管理課］

管理課長

管理課長補佐
〃

主査

尚橋照雄

佐々木光頭

加藤美代子

湯沢邦子

韮
山
山
立

嘱託
〃

〃

〃

眠吾

灘光

直美

多加志

沢
岫
岸
花

[調査第二課］[澗森第一課］

高橋與右術l''l

中川重紀

金子佐知子

阿部眞澄

飯坂一敢

阿部 徹

演田 宏

安藤由紀夫

I断木 晃

佐膝津一・・

星 雅之

菅原靖男

半澤武彦

杉沢昭太郎

溜 浩二郎

中村直美

西澤正昭

八木勝枝

(阿部勝則）

佐々木 勝

佐々木清文

間柵義介

小lll内 透

III Ⅲ 迪

飯森秀文

亦石 鞍

TF III 充

心 火二郎

小原填一

佐々木信一

小笠原腱一郎

金野 進

小松 llll ul

岩渕 計

偽鵬連人

金子 II({ 彦

羽柴 il'( 人

千葉正彦

長村克稔

星 幸文

佐噸あき子

菊池貰広

村上 拓

本多準一郎

木村 敬

北村忠昭

尚瀬克範

丸山淵論

励原弘征

中村絵美

小林弘卓

江滕 敦

菊池 蘭

井上信介

川又 晋

占 I11 "111美

坂部忠迩

木村ひかり

調査第二課長

調査第二課長補佐

調査第一課長

調査第一課長補佐

文化財専門員

文化財調査員
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

文化財専門、

文化財細迩員
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

期限付調行員
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

期限付調汽員
〃

吉川 徹

北田 勲

占川里ド1I

原 美津子

齋藤麻紀子

駒木野智寛

″
″

″
″
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